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１　とれじゃーはんたーかぐや！



　日に日に秋が深まる十月も後半。前庭の桜の木がすっかり黄色になり、薄青色の空はどこまでも高い。千ち切ぎれた雲が穏やかに風に乗って流れ、先週まであった残暑の名な残ごりすらかき消えようとしている。そんな穏やかな日の放課後――。

「え――、みなさん、注目っ！」

　元気のいい声が生物資料室、一部の生徒が秘密基地と呼ぶ場所に響き渡る。リボンと濃い色の髪を揺らして、女の子（のような格好をした生徒）が立ちあがった。

「うん？」

　片手で持った「文化祭運営要綱」に目を通していた錦にしき織おりは、声のした方に顔を向ける。錦織の横では六りく道どうが読んでいた雑誌から顔を上げ、さらにその反対側では米よね倉くらが手編みのブックカバーのついた文庫本を机に置く。さすが読書の秋！

「みなさん。あたしはここで提案したいと思います」

　立ちあがった女の子（のような格好をした生徒）、つまり弓ゆ削げ満月みちるは、視線を向ける三人の顔を見まわし人差指を立てる。その衝撃で、本来あるはずのない胸の膨らみがプルルンと揺れる。錦にしき織おりは思わずその胸に見とれそうになった目を、プイッと横に向けた。

「あっ、今、にしぽん、あたしの胸を見てなかった？」

　弓ゆ削げは、獲物を見つけた狩人のように、目を糸のように細める。

「そういえば、六りく道どう、そろそろ試験勉強始めてるか？」

　錦織は弓削を無視して六道に話しかけた。

「ちょっ、にしぽん！　なに不自然な誤ご魔ま化かし方してんだよ。大人しく認めようよ、あたしの胸に見とれていましたって」

　弓削は額に作ったピースサインから、謎なぞの光線を発射する格好をした。

「だ、誰だれが見とれるかよ。お前の人工的な胸の膨らみなんかに！」

　錦織は顔をやや赤く染めながら叫ぶ。

「そんなに恥ずかしがらなくてもいいのに。心身ともに健全な男子には普通のことだよ」

「そ、そ、そう言うお前も一応、男子だろ！　心が健全かどうかは知らんけど！」

　フンと口を尖とがらせた。

「ちなみに六道が亀レスしますが、まだ一週間もあるのに、試験勉強を始めるわけありません。フフ、フフフフ」

　六道は不敵な笑いを浮かべる。

「フフフフって、お前もどういうテンションしてんだよ。ああ、そうか。試験が間近というプレッシャーで錯乱気味なんだな」

「納得されちゃったよ。でもまあそれほど外れているわけでもないけど……ガクッ」

「は――い、話を戻すよおっ!!」

　弓削が再び叫んで、机をバ―――――ンと叩たたく。錦織は迷惑そうな顔をする。

「ったく、なに必死になってんだよ。最初に話の腰を折ったのはそっちの癖に」

「必死にもなるよ！　あたしがこんな風に立って、大事な発表をしようとしているのに、話があらぬ方向にそれていきそうなんだもん」

「大事な発表って……、またろくでもないことだろ？」

「ろくでもないことじゃないよ！」

　弓削は口をムッと結んでみせた。

「どうだか……。だいたいここ（秘密基地）で提案されることって、大半がツッコミどころ満載だからな。過去の歴史を紐ひも解とくと、閣下を筆頭に、弓削……、六道……の順番でツッコミ満載の提案がなされてきている」

「酷い偏見だ！」

「そしていつの間にか六道まで槍やり玉だまに！」

　弓削にならって、六道も口を尖らせた。

「まともなことを言うのは、オレと米よね倉くらくらいだからな」

　錦にしき織おりが米倉を見ると、文庫本に視線を戻していた本人は「はい？」と、顔を上げた。

「過去のことはともかく！　今回はメチャクチャいい提案をしようとしてたんだよ。いや、ホント、かなりいい提案。にしぽんもすぐに食いつくね。マッハ入れ食い」

　弓ゆ削げは両手を広げた。

「その必死さが逆に怪しい」

「……ねえ、にしぽん、女の子に騙だまされ続けたせいで、少々、人間不信なんじゃないの？」

「んなことはない。オレがなってるのは閣下不信、弓削不信、六りく道どう不信の不信トリオ」

「また六道が含まれてるぅぅぅ！」

　六道は大きな瞳ひとみをウルウルと潤ませ、唇をさらに尖とがらせた。

「どうせまた、オレになんかするって言うんだろ？　おあいにくさま。オレは文化祭の準備でメチャクチャ忙しいんだ。遊んではいられない」

　そう言って、顔を背ける。

「ぶっぶー。違います。あたしの提案はそんなんじゃないよ。みんなに関係することだよ」

「みんなに？　どういうこと？」

　六道が期待するような目で見る。

「今週末は三連休、ということはご存知ですね」



    

  
    
      



    

  
    
      

　国民の祝日が土日と重なる関係で月曜まで休み、ということになっている。

「ずばりその連休を使って、みんなで慰安旅行にいこうという提案です！」

「慰安旅行!?」

　錦にしき織おり、六りく道どう、米よね倉くらの三人の声が重なった。

「そう、慰安旅行です！　最近、あたしたちの活動って相当ハードだったんじゃね？」

「確かにな。六道の転校騒動ありーの、弓ゆ削げの選挙妨害ありーの、輝夜かぐやの引きこもり事件ありーの……ハードだったな。って、やっぱりトリオが原因でした!?」

　叫びながら、錦織は弓削と六道を見る。

「まあそれはともかく」

「そうそう、ともかくだよ」

　弓削と六道はそれぞれパタパタと手を振る。

「都合の悪いことを流そうとするし」

「とにかく、連休を使って『温泉』にでもいって体を癒いやすのはどうか、と思うのです！」

「温泉いいねえ！」

「温泉！」

　六道と米倉の目の色が変わる。

「温泉……ねえ」

　錦織は怪しむような表情をする。

「温泉自体は悪くないが、……なんか企たくらんでいたりしないよなあ？」

「企むって、温泉で何を企むんだよお。温泉卵を作るか、湯の花集めるくらいじゃん」

「普通の頭のオレには理解できないような、すごいことを考えてそうな気が……」

「錦織くん、それは言いすぎ。温泉いいよお。六道も行きたいよ」

「まあ、悪くはないけど」

「私も温泉には行きたいです。向いている季節だと思いますし」

　米倉が期待するように瞳ひとみを輝かせて、ポツリと言うと、

「フフフ――、確かに季節的には温泉が最高かもしれないね」

　錦織は突然、優しげな微笑を作ると、米倉に送った。

「なにっ!?　今の態度の急変!?」

「こんなもんで驚いているなんて、みっちー甘いね。錦織くんのあいふぉん贔び屓いきはいつもこんなもんだよ。フォッフォッフォッ」

　六道は達観したように笑った。

「なにしろあいふぉんだけには、ツッコミを入れたことがないくらいだからね」

「えっ、あのツッコミ中毒のにしぽんが！」

　弓削はショックを受けたように目を見開く。錦織はフンと鼻を鳴らした。

「中毒って、人聞きが悪いことを言うな。言っておくが、米よね倉くらはこの腐った世界、つまりは閣下周辺の世界において、唯ただ一ひとつのオアシス。地獄に仏。デーモンだらけのダンジョンに降り立った天使……のような存在なんだ。おいそれとツッコミなんて入れられないぜ！」

　米倉は喜んでいいのか悪いのか分からない、困ったような顔をしていた。

「とか言って、あいふぉんの入浴シーンを想像してムフフと思っているだけだったりして」

　六りく道どうが目を細める。

「馬鹿言ってんじゃない！　オレがそんなこと、って、む？　米倉の入浴シーンだと!?」

　錦にしき織おりは一人で叫ぶと、米倉を見て口をカパッと開く。

　頭に浮かぶのは湯に浸かって恍惚の表情を浮かべる米倉。乳白色の湯から覗のぞく豊満な胸、セクシーなうなじ……。

「お――い、もしもし、にしぽん、帰ってこ――い」

「ハッ！」

　弓ゆ削げの声で錦織は我に返る。そして開いた口から落ちそうだった涎を手で拭く。

「オ、オレがそんなことを想像するわけがないだろ」

　怪け訝げんな顔の米倉に慌てながら、言う。

「それで、結局、どっちなの？　にしぽんは温泉旅行には賛成なの？　反対なの？」

「もち賛成。だって米倉が温泉に行きたいっていうんだからな」

「むう。賛成は嬉うれしいんだけど、なんだかその理由のせいでものすごく負けた気分」

　弓削は納得のいかない顔をしていると、勢いよく秘密基地の扉が開いた。

　輝夜かぐやだった。威厳たっぷりに前髪をかきあげると、黒い艶つややかな長髪を翻しながら、大きなストライドの歩調で秘密基地に入ってくる。機嫌は悪くないらしく、口元には薄うつすらと笑みが浮かぶ。それを見て錦織はゾクゾクッと背中を這はうような不安に襲われるのだ。

　輝夜は秘密基地の奥まで進んでいくと、定位置の一番前の席に腰を下ろす。それから部屋の中をグルリと見まわして、全員が揃そろっていることを確認すると、満足そうに頷うなずいた。

「では、これから『第１０１回新世界構築会議』を行う」

　開催数を忘れたために一度リセットされて、前回、第百回の会議を行った。

「ええっと、会議を始める前に閣下。一つ、あたしから提案があるのですが………」

　弓削がおそるおそる手を挙げる。

「ほう、アイドルマスターが提案とな？」

　輝夜はオーバーリアクション気味に目を細める。

「今週末、連休があることはご存知ですか？」

「ご存知ではない」

　ブンブンと首を振る。

「そんな話、私は聞いてないぞ。いつの間に、そんな話になったんだ」

　慌てた様子で、携帯電話のカレンダーを調べていた。

「さすが閣下……」

「何しろ、夏休みに学校に来て、教室で半日過ごした伝説があるくらいだからな」

　錦にしき織おりは六りく道どうと囁ささやき合う。

「確かに。あるみたいだな」

　輝夜かぐやは顔を上げた。

「そうなんです。土日月と三連休」

「なるほど。それは絶好の新世界構築活動日和びより――」

「で、ですね、連休を使って、みんなで温泉旅行に行こうと思うのですがどうでしょうか？」

　弓ゆ削げが思いっきり輝夜の発言を遮って叫んだ。

「お、ん、せ、ん、りょ、こ、お、ぅ!?」

　輝夜は顔をしかめて、思いっきり嫌そうな声を発する。温泉旅行に何か恨みでもあるかのようなイントネーションだ。弓削は一瞬ひるみつつも、続けた。

「そうです、温泉です。日ひ頃ごろの新世界構築活動の疲れを、温泉で癒いやすのです」

「疲れ!?　癒すだと？」

　輝夜がブルッと体を震わせる――。それを見て、錦織は咄とつ嗟さに耳を閉じた。

「ばっかも――――――ん！　そんなことを言ってる場合かっ！」

　立ちあがると、クワッと口を開いた。

「温泉？　癒し？　はっ！　アイドルマスター、いや、略してアイマスッ！　今、我々が極めて重大な局面にあることを分かっていて、そんなことを言っているのか？」

「ええっと、その、といいますと？」

　弓削は主人に叱しかられる猫のように、首をうな垂れる。

「生徒会侵略を目前に控えているというのに、我々は手をこまねいている。まさに打つ手無し。八方塞ふさがりの状況だ。スケジュール的にはとっくに征服を終えているのに」

「はあ……」

「そのような状況で、温泉だ、旅行だ、なんて言ってられるだろうか？　いや、とても言えやしない（反語）。三連休は、普段できないような大規模作戦を実行するのが適切だろう」

「え―――」

「不満でも？」

「いえ……」

　輝夜にギロリと睨にらまれ、弓削はガックシとうな垂れる。

「そもそも……、私は温泉があまり好きではないんだ」

　輝夜かぐやはボソッと言う。

「温泉が嫌い？」

「えっ？　閣下？」

　米よね倉くらと六りく道どうは驚きの声を上げた。

「まじで？　温泉が嫌いなの？　というか、温泉って好きとか嫌いとかいう類たぐいのもの？」

　弓ゆ削げはとても信じられない、という顔で言う。

「単に嫌いと言うわけではないんだ。ただ、あの硫い黄おう臭くさい液体に浸かることに価値を見みい出だせない。貴重な時間を使ってのぼせるわ、汗はかくわでいいことがないじゃないか。汗を流すためにどうして汗をかく必要があるだろうか？　いや、ありはしない（再び反語）！」

「それがいいんじゃないのでしょうか。ゆったりと体を温められて、血行にもいいですし」

　米倉は上目づかいで輝夜を見る。

「そのコンセプトは分かるが、私には無む縁えんだな」

　輝夜はむうと口の先を細める。

「はあ……。だから連休には温泉に行きたくないと」

「ご、誤解するなよ！　決して、温泉が嫌いだから、反対したわけじゃない。今は温泉に行ってる時ではないからだ」

　輝夜は顔を赤くしながら首を振った。

（温泉が嫌いだからだぜ。たぶん）

　錦にしき織おりは隣の六道の耳元で囁ささやく。

（んだ、んだ。あれがフリップボード製造工場見学だったら、喜んでいくと言ったべ）

（フリップボード製造工場ってのが、あんま想像できないけどな）

「しょぼ――――ん」

　弓削はなおも納得できてなさそうだったが、やがて諦あきらめたように唇を閉じた。米倉も仕方ないと首を横に振っていた。

「では、改めて、今日の議論の内容について説明しよう」

　輝夜は椅い子すに腰掛けると、持ってきていた紙袋からいつものフリップボードを取り出す。

「今回はこれだ！」

　机に置いた一枚のフリップをバンと叩たたいた。その場の一同全員がハッと息を飲みこむ。そこには黄色のマーカーで一文字、「金」と書かれてあったのだ。

「今回はこれでいく」

「ま、また、えらく現実的なものがでてきたな。それ、なんて読むんだ？　きん、か？　金の先さき物もの取とり引ひきにでも手を出すつもりか？　確かに最近、高騰してはいるが……」

「きん、でも間違ってないが、それに限らない。これは、“〝かね”〟、だ」

「かね、お金！」

　六りく道どうは裏返った声を発した。

「今まで色んなコンセプトを出してきたが、今回はホントに現実的というか、ドロドロしているっていうか、ノードリームだな」

「織お田だ信のぶ長ながが三み河かわの田舎いなかの小国からあそこまで版はん図とを広げられた原動力はなにか？　それは経済だ。楽市楽座だ。あるいは、フランス絶対主義の象徴ルイ十四世を支えたのはコルベールの重商主義だ。つまり、覇者には正しい経済政策がつきものである、ということ！」

　輝夜かぐやは腕を振りながら、熱っぽく語る。

「なるほどなあ。理には適かなっているが……」

　大たい抵てい、輝夜の作戦は間違ってはいない。だがもっと根本的なところで勘違いしている。

「でも、その点で言うなら、経済大臣のあいふぉんがいるわけだけど」

　六道が米よね倉くらの方を向く。米倉は、「私、経済大臣でしたっけ？」と呟つぶやいていた。

「確かにミリオンダラーの二つ名を持つ、セクシーの加入は我々の経済的な活動を大きく拡大させた。だが、それには限界がある」

　そう言って、輝夜は米倉の方を向く。

「実際のところ、セクシーはどのくらいのお金を『新世界構築』に使うことができるんだ？」

「えっ？」

　米倉は面食らった顔をする。

「正直に話せ」

「えっと……」

　米倉は立ちあがると、頬ほおを染めた顔で輝夜に近づき、耳に口を近づけた。ボソボソと小声で呟くと、逃げるように小走りで帰ってきた。

「うむ。確かに、米倉はすごい活動資金を持っている。私としてもそれは力強い限りだ」

　輝夜が偉そうに頷うなずく。一体、どのくらいの金額だったのだろう、と錦にしき織おりは思う。

「だが、新世界構築に必要なのは、もっともっと大規模な資金力なのだ」

「閣下はどのくらい必要とお考えですか？」

　米倉は緊張の面持ちで尋ねる。

「ざっと一千億？　くらいか？」

「「ざっと一千億！」」

　弓ゆ削げと六道は声を揃そろえる。

「いや、まてまて。一千億円あればどうにかなるものなのか？　新世界の構築って」

　錦織はコメカミをグリグリとやった。

「それだけあれば、生徒会征服の一つや二つ、軽くできるだろう」

「それだけ浪費して、生徒会征服かよ！　恐ろしくローコストパフォーマンスだな！」

「もしかしたら、市内の全学校の生徒会を支配下におくくらいはできるかもな」

「そこまで生徒会征服にこだわる理由が意味不明だよ！　一千億あったら、もっと有効な使い方があるんじゃないか？」

「有効？　生徒会メンバーを全員買収するとか、か？」

「大金もってる仮定の割に発想がセコイなあ」

　錦にしき織おりはオーバーリアクションな外国人のように、両手を広げてみせた。

「むう、私はセコくなんかないぞ！　だったら……、よし、分かった。体育館を秘密基地に活用できるようリフォーム費用に充あてるぞ！」

「まだまだセコイ！」

　錦織はビシッと指差す。

「むっむうぅぅ。だったらこういうのはどうだ。原子力潜水艦を買う！」

「いきなりえらく飛んだなあ」

　錦織は呆あきれた声を出す。

「しかも核ミサイル付きで買う。私の独自の調査によると、この組み合わせがあれば、独立国を打ちたてられる、らしいからな」

「出典は漫画かよ！」

「あのお」

　米よね倉くらが控えめに手を挙げる。

「原子力潜水艦、大きいのを買うと千五百億円以上するみたいなんですけど……」

「「たかっ！」」

　思わず六りく道どう、弓ゆ削げと一緒に、錦織も叫んでしまう。

「ちなみに空母は１兆円を越えるみたいです」

　米倉は人差指を顔の近くで立ててみせた。

「１兆……。そう考えると、１０００億って全然、大したことないな」

　錦織の言葉と共に、全員のジットリとした目が輝夜かぐやへ向けられる。輝夜はバツの悪そうな顔で腕を組む。

「だから言ったではないか。一千億では生徒会征服ができてせいぜいだと」

「はあ」

　錦織は肩をすくめる。

「で、この会議で話し合いたいのは、どうやってその金を作るか、なんだ」

　輝夜は二枚目のフリップを取り出しながら、全員の顔を見る。そこには「集金方法」と書かれてあった。

　錦織は顔の前で両手をパタパタと振った。

「オレにはそんなアイディア出すの無理。オレの発想は庶民的なんだからな。将来も金持ちになる予定はないし……。ってかそんな短期間に確実に大金を作るアイディアがあったら、学校を辞めて海外に高飛びして、今いま頃ごろ南の島でトロピカルジュースを飲んでいるぞ！」

「あたしもお金、持ってないよー。アイドルだけど親しみやすい庶民派を目差してるから」

「右に同じ。減りつづける氏うじ子こに歯止めがかからないのです」

　弓ゆ削げ、六りく道どうが続けて首を横に振る。全員の視線は自然と、米よね倉くらの方へ向けられた。

「やっぱりここは、あいふぉんに」

「ミリオンダラーベイビーに期待するしかないな」

「いや、あの」

　米倉は困ったように、顔をプルプルと小刻みに揺らした。

「私だってそんな大金は動かせませんし、作り出すことも無理です」

「だが、アイディアは、サイクロンたちよりも出そうじゃないか」

「……そもそも閣下はどのくらいの期間で一千億を作りたいのでしょうか？」

「二日や三日とか、そんな無理を言うつもりはないぞ。なにしろ大金だからな」

　そう言って、輝夜かぐやは顎あごに手を当てて考えると、

「一ヶ月――くらいあれば、どうにかなるか？」

「一ヶ月！」

　米倉の顔が、ショックを受けたようにグラッと揺れた。

「一ヶ月でそんな大金を作れと？」

「そんなに難しいことなのか？」

「ええ、かなり。ふう――」

　米倉は眼鏡めがねをかけ直しながら大きく息を吐つく。

「ええっとですね。一ヶ月以内にそれだけの大金を手に入れるには、チマチマとやっていてもダメです。一度で全部手に入れるビッグチャンスをモノにする必要があるかと」

「だよなあ」

　錦にしき織おりは腕を組んで頷うなずいた。

「一度に一千億ゲットかあ。世界中の宝くじを一ヶ月以内に全部当てるとか？」

「六道。それは方法じゃなくて、単なる希望的妄想だ」

　と言いつつ、錦織は輝夜の強運があれば可能性はゼロではない、と思う。

「ではではでは、こういうのはどうでしょうか！」

　弓削が手を挙げた。

「徳とく川がわの埋蔵金を探す！」

「はあ？」

　錦織はバカにするような顔で弓削を見る。

「お前、言うに事欠いて埋蔵金かよ。そんなものが見つかるのなら、誰だれも苦労はしな――」

「それだっ！」

　輝夜かぐやがビシッと弓ゆ削げを指差す。

「徳とく川がわ、あるいは武たけ田だ。あの辺の隠し財産を発見すれば、一千億円くらい軽いものだろう」

「閣下がなんだか乗り気!!」

　錦にしき織おりは頭を抱えた。

「私も悪くないアイディアだと思いますよ」

「米よね倉くらまで!?」

　ニッコリと微笑ほほえむ米倉に、錦織は目をパチクリとする。

「徳川の埋蔵金に限る必要はないと思いますが、そういうお宝を探すというのは、方向性として間違ってないかと。むしろそういうことを狙ねらわなければ、目標達成は無理でしょう」

「それはそうかもしれないけど……」

「それに、今までだって、私たちは同じようなことをやってきたじゃないですか」

「ああ――、それは確かに」

　錦織は腕を組んだ。確かに聖剣を探したり、異能力者を探しに行ったりと、見つかりそうにない物を探しにいって、何らかのものを発見してきたわけだ。

「どうやら……、方針が決まったようだな」

　輝夜がフッと笑う。

「でもさ。徳川にしても武田にしても、そういうメジャー系の宝って一世紀以上に渡って、散々探してきたわけだ。でも、誰だれも見つけてないよな……。特番も組まれなくなったし。最近の小学生は、糸井○里さんが埋蔵金を探していたことも知らないぞ」

「いや、感心が薄くなった今こそチャンス、とは思わないか？」

「あんま思わんがなあ」

　錦織は肩をすくめる。

「オレたちじゃ重機とか扱えないし。勝手に森を掘ったりしたら逮捕されそうだし。どこを掘ればいいのかも分からないし。それに、たとえ見つかっても国にボッシュートらしいぜ」

「その辺は隠しておけばいい」

「まあ、それはそうだけどさ。う―――ん」

　錦織は渋い顔をする。

「全員で宝探しをするのはいいが、やみくもじゃなく、ある程度限られた場所を合法的に探したいとオレは思うんだが……」

　錦織は意見を求めるように米倉の方を見る。米倉は顎あごに手を当てて、「限られた場所、合法的に――」と呟つぶやいた後、「あっ。ああ――」と叫んだ。

「どうした、セクシー？」

「実は今、思い出したのですが、私、まだ言っていない、大事な情報を持っています」

「ほう、なんだ？」

「なになに、あいふぉん？」

　全員の顔が米よね倉くらに向けられる。

「私の曾そう祖そ母ぼに米倉晶あきらという、女性でありながら米倉家の中ちゆう興こうの祖と呼ばれる人がいるのです。戦後米倉家の礎いしずえを築いた人で、同性として、私が尊敬している先祖の一人です」

「うんうん」

　弓ゆ削げが興味津々の様子で頷うなずく。

「その晶という人は戦後すぐに亡くなったのですが、生前、進駐軍による没収を恐れて、膨大な財産を宝物にかえて隠した、という伝説が、米倉家には語り継がれているのです」

「それはつまり……、米倉の隠し――」

「財宝!!」

　六りく道どうと弓削が声を張り上げた。

「ええ。そうです。隠し財宝です」

　米倉は眼鏡めがねをキランと輝かせながら、頷いた。

「その宝の価値は、あくまで噂うわさですが、現在の評価価値で一千億、もしかしたらそれ以上とまで言われているんです」

「オーバー一千億！　まさに米倉の隠し財宝かっ」

　錦にしき織おりまでも、驚きの声を上げてしまった。

「くっくっく!!」

　怪しい笑い声を発する輝夜かぐや。

「そういうのを待っていたのだ。は――――はっはっは」

「閣下、その笑い方、思いっきり悪人のそれだぞ」

「なんとでも言え。新世界構築の資金作りのためなら、悪人にでも悪魔にでもなってやる！」

　輝夜は高笑いを上げながら、腕を組んだ。

「それで、その米倉の隠し財産はどこにあるか分かってるの？　分かってなきゃ、徳とく川がわ、武たけ田だの隠し財産を探すのと、あんま変わらないよね」

　弓削が珍しく鋭い指摘をする。

「ええ、一応。……といっても、ある程度、場所が絞れているというだけですが」

「ある程度というと、どの程度なんだ？」

　輝夜が目を大きくする。

「米倉家が伊い豆ずに所有している別荘に、『米倉離宮』と呼ばれている物があるんですが……」

「「「離宮キタコレ！」」」

　一同、声を揃そろえる。

「今更だけど、スーパー金持ちってレベルじゃあないな。ウルトラだ」

　錦にしき織おりも思わずそんな呟つぶやきを漏らす。

「で、ですね、曾そう祖そ母ぼさまが残した遺産はその離宮の敷地内に眠っている、らしいのです」

「ほう、ほう」

「でもさあ、あいふぉん。そこまで場所が特定されているのに、米よね倉くら家が隠し財宝を探そうとしない理由はどうしてなの？」

　六りく道どうが不思議そうな顔をする。

「一度、父が捜索隊を組織したこともあるのですが……、発見できませんでした」

「捜索隊が発見できずって……。ちなみにその離宮の面積はどのくらいあるんだ？」

　錦織は思わず訊きいてしまった。

「約五千ヘクタールくらいです」

「五千ヘクタール！　……ってどのくらいだっけ、みっちー？」

「とにかくものすごく広いってことは分かるけど」

　頷うなずき合っている六道と弓ゆ削げに対し、錦織はハアとため息を出す。

「ゆとりコンビは気軽でいいな。ディズニーランド百個分以上はあるぞ」

「「ひゃああっこ――――!!」」

　裏返った二人の声が絶妙にシンクロする。

「過去に探したのは、父が行おこなった一回きり。それ以来、探したことはないのです」

「え――、もったいないなあ。もったいないお化けがでるよー」

　六道は唇を尖とがらせる。

「曾祖母の財宝伝説に、どこまで信しん憑ぴよう性せいがあるのか分からないですから。財宝のために別荘を掘り返すというのは恥ずかしいこと、と父たちは思ったみたいです」

「つまり」

　輝夜かぐやが腹の底から震えるような声を出す。

「もし我々が発見すれば、全すべて所有してもオッケー、ということになるんだな！」

「いや、ならんだろ。事情はどうあれ見つかった財宝は土地の所有者と折せつ半ぱんが相場だろ？」

「なに、そうなのか？」

「いえ、いえ」

　米倉は手を振る。

「一般的には錦織くんの言った通りになるのですが、今回の財宝は米倉家が一度、諦あきらめたものです。もし、私たちで発見することができましたら、私たちだけのものにしてもいいでしょう。米倉家、次期当主である私が認めます」

　コクリと頷いた。

「かっこいい、あいふぉ――ん。六道、惚ほれなおしたよ」

「よく言ったぞ、セクシー！」

　輝夜かぐやも満足そうに米よね倉くらの背中を叩たたく。錦にしき織おりは「ホントにいいの？」　とでも言いたげな顔をしたが、米倉は黙って笑っていた。

「では、諸君、作戦が決まった!!」

　輝夜は髪を翻しながら立ちあがると、サッと手を伸ばした。

「今週末は米倉の離宮で宝物を探す！　目的は米倉の隠し財宝だ！」

「おお――――」

　拍はく手しゆする一同。

「温泉は残念だったけど、お泊りなら、けっこう楽しいかもね」

「いーえ、あたしはまだ諦あきらめていません……。あいふぉん、しっつも――ん」

　弓ゆ削げが手を挙げた。

「伊い豆ずといえば温泉とか出てきそうですが、その離宮に温泉はないのでしょうか」

「鋭い！　ですね」

　米倉が眼鏡めがねをキランと光らせた。

「実は別荘内に、源泉かけ流しの露ろ天てん風ぶ呂ろがいくつかあります！」

「源泉かけ流し、キタコレ！」

　弓削がハイテンションで叫んだ。

「やった。じゃあ、全員の要求を満たすことができるじゃん」

　六りく道どうも興奮気味に両手を握る。

「別に温泉はなくてもいいんだが……」

　ただ一人、輝夜だけは不満そうに頬ほおを膨らませていた。

「今週末は二泊三日・宝捜しと温泉の伊豆旅行ということでいいでしょうか？」

「異議な―――し!!」

　弓削の音頭に、全員が手を挙げた。



　　　☆



「ふっふっふ」

　お宝発見のための作戦を練ると言って帰宅した輝夜と、生徒会に行った錦織のため、弓削、米倉、六道の三人が残った秘密基地。そこに不敵な笑い声が響いていた。

「あ、みっちーが怪しい笑い顔をしているぞ！」

　六道が弓削を指差す。

「そうです。あたしは、よからぬことを考えているのです」

　弓削は開き直ったようにそう言うと、人差指を天井に向かって立てた。

「公平をきすため、あたしの予定をお話ししましょう」

　六りく道どうと米よね倉くらを順に見る。

「あたし弓ゆ削げ満月みちるは、週末の旅行でにしぽんに猛烈アタックすることをここに誓います！」

「おおお――！　猛烈アタック、ですと!?」

　六道は大おお袈げ裟さに仰のけ反ぞってみせる。米倉は「まあ」と口を押さえた。

「して、みっちー、猛烈アタックとは？」

「ずばりハニートラップ！」

「ハ、ハニートラップ!?」

「略してハニトラですね」

「ハニートラップ、いやむしろハニトラ！　……ってなに？　なにすんの？」

「ふっふっふ。まあ、つまり、女の魅力を使うってことよ」

　弓削は不敵な笑いを浮かべたまま、手を頭にまわして魅惑的なポーズをしてみせる。適度な膨らみを持つ胸がモニュッと突き出され、くびれた腰がググッと引かれる。

「女の魅力！　くっ、こいつは手ごわい」

　六道は素で悔しそうに唇を噛かんだ。錦にしき織おりがいれば、「ってか、おまっ、女じゃないじゃん！」と、鋭いツッコミが入っていたところだ。

「あたしはこの可愛かわいさ、愛あい嬌きよう、権けん謀ぼう術じゆつ数すうを駆使して、にしぽんをスパッと落とします。落としちゃうんです！　そしてにしぽんは、あたしだけのものになる……」

　弓削はフッと笑って、Ｖサインを作る。

「みっちー、そうはいかんぜよ!!」

　六道がビシッと弓削を指差す。

「みっちーがアタックするって言うなら、六道もアタックするよ！」

「おおおお。ろくちゃんもハニトラを？」

　その言葉に、六道はさっき弓削がやったのと同じ魅惑的なポーズをする。フラットな胸、フラットな腰、フラットなヒップ。見事なフラットスリーが今ここに生まれた。

「六道も、と言いたいところだけど、それではみっちーに勝てそうにないので……」

「事実だとしてもそれは情けないのでは？」

　米倉がボソボソッとツッコミをいれる。

「だから、六道はボケで勝負します！」

「ボケですと――!?」

　弓削は驚きを隠せない様子で、声を張り上げた。

「錦織くんとは漫才をしている時が、一番、仲良しなのです。夫婦めおと漫才のコンビが本当に夫婦になるのはよくあること（ニヤリ）」

「なるほど。……あたしのハニトラに対し、ろくちゃんはボケでくると」

「敢あえて言うなら略してボケトラ!?」

「ボ、ボケトラ!?」

　ハッと息を飲む弓ゆ削げの横で、米よね倉くらは「そこまでしてトラップにこだわらなくてもよいのでは？」と呟つぶやいた。

「じゃあ、今度の旅行、あたしとろくちゃんは――」

「ライバル同士だね」

　二人は向かい合い、ガッチリと握手を交わす。そんな二人を見つめながら、米倉はため息をついていた。

「あいふぉんはどうすんの？　なんかトラップは用意してないの？」

「いや、私にそのノリはちょっと……」

　弓削の問いに、頬ほおをピクピクと引ひき攣つらせる。

「ええ――、もったいないよお。あいふぉんはいいもの持ってるんだから。じゃあ、六りく道どうがいいトラップ考えてあげるよお」

「いえ、あまり考えてもらわなくても」

「例えば、その立派な胸を使ったムネトラ？　いや、オパトラとか？」

「そんなに立派じゃありません！」

「眼鏡めがねを使ったメガトラとか！」

「それじゃあ巨大なトラだよ、ろくちゃん！」

　弓削の指摘に、六道は「たしかにい」と顎あごに手をあてる。

「あの、私は、旅行中に錦にしき織おりくんにアタックとか、トラップとか、そういうことをするつもりはありません」

　米倉は火ほ照てった顔を下に向けて言う。

「ええー、なんで？　あいふぉんだって、にしぽんのことが気になるんでしょ？」

　弓削は不思議そうな顔をする。

「そ、それは……」

　米倉は顔をさらに赤くした。

「違うの？」

「あまり、正面からそう言うことを聞かれたことがないので、焦ってしまいました」

　両手の人差指をツンツンとする。

「だめだよ、みっちー。あいふぉんは奥ゆかしい性格なんだから」

「いえ、そういうわけじゃあ……」

　米倉はプルプルと顔を震わせた。

「そっかあ。じゃあ、あたしとろくちゃんの一騎討ちだね」

「おうさー」

　またガシッと手を握り合う。

「問題は閣下だよね。あの人、天然だから危ないよね」

「んだんだ。閣下は天然トラップだからね。六りく道どうたちよりもずっと強いよお」

「あのお……」

　うんうんと頷うなずく二人を、米よね倉くらは上目遣いで見た。

「ん、あいふぉん？」

「えっと、二人は、そのお……」

　顔をさらに真っ赤に染める。

「錦にしき織おりくんのことが好き、ということで、そのお、ファイナルアンサーなわけですか？」

「「えっ？」」

　六道と弓ゆ削げは驚きの声を重ねて、顔を見合わせる。

「うん、あたしはファイナルアンサーだよ」

「六道もファイアンだよ。あいふぉん的には周知の事実だと思っていたけど」

「いえ……、二人とも好意を持っているとは思っていましたが」

　米倉は再び「ハア」とため息をつく。

「あいふぉんは違うの？　にしぽんが好きでファイアンじゃないの？」

　弓削は米倉をジッと見つめた。

「えっと、その……」



    

  
    
      



    

  
    
      

　米よね倉くらは俯うつむいて、指をツンツンとつきあわせた。

「ええっと、私は……」

　眉み間けんに皺しわを寄せて考えた後、ハッとしたように顔を上げた。

　脳裏に錦にしき織おりの顔を思い浮かべる。

（私は錦織くんのことをどう思っているのだろう――）

　すぐに答えられず、米倉は愕がく然ぜんとするのだった。



　　　☆



「パジャマにトランクスに、バスタオル、シャンプー……、と」

『米倉の隠し財宝を探せ！　温泉編ポロリはないよ？　作戦（六りく道どう命名）』を行う前日、金曜の夜。錦織は旅の支度をしていた。

「二泊だしこんなもんか。花火とかいるかなあ。でも、あんまり遊び道具を持っていくと閣下が怒りだしそうだしな……」

　ぶつぶつ言いながら、まんざらでもなさそうな顔で、夏休みにやり残していた花火セットを大きなスポーツバッグに詰める。

「にしても、温泉に慰安旅行か。たまには弓ゆ削げもいい提案するよな」

　女三人＋一と男一人。なかなかのハーレムっぷりだ。錦織が思わず口元をニヤニヤと綻ほころばせていると、勢いよく扉が開いた。

「お兄ちゃんっ!!」

　甲高い声と共に、梢こずえが部屋に小走りで侵入してきた。

「なんだよ急に！　びっくりするなあ、もう。花火が爆発したかと思ったじゃないか」

　錦織は心臓をおさえながら、妹を見やる。

　赤地に白いウサギの刺し繍しゆうの入ったパジャマという格好。風ふ呂ろから上がったばかりなのか、少しはだけた首筋からはモワモワと湯気が昇り、頬ほおがほんのり赤く染まっている。トレードマークのツーテールを解ほどいて腰に垂らしていた。

「旅の途中、不吉な噂うわさを聞いた！　お兄ちゃん、週末に不倫旅行に行くという」

　梢はスポーツバッグの前にずど――んと両腕を組んで立つ。

「旅の途中ってどこに行ってたんだよ。ママさんから聞いただけだろ。ってか不倫旅行とか、聞こえの悪いことを言うな」

　錦織はポリポリと頭を掻かいた。

「で旅行に行くのはホントなの？　嘘うそなの？」

　ピンク色の唇をへの字に結ぶ。

「旅行には行く。ああ、行くともさ。でも友達といくだけで、全然不倫じゃない」

「じゃあラブ旅行？」

「だからラブでもないって。ただのオフ旅行」

「でも、一緒にいくのは雌しべなんでしょ？」

「女の子もいるけど、女だけじゃないぜ」

　嘘うそは言っていない。外見は完全に女だけど、と錦にしき織おりは胸の中で付け足した。

「怪しい。かなり怪しい！」

　梢こずえは目を細め、人差指にクニクニと屈伸運動をさせると、

「本当のことを言ってよ。お兄ちゃん。梢、怒らないから」

　急に微笑ほほえみ、慈悲深い表情を浮かべた。

「いや、だから。別に不倫にいくわけでも、ラブの為ためでもないって」

「なるほど、分かりました。じゃあ、お兄ちゃん。目を瞑つぶってください」

　急に穏やかな口調でそんなことを言った。

「はあ？　なんで、目を瞑らないといけないんだ？」

「いいから、大人しく梢の言うことに従ってください」

　梢はつま先で立って手を伸ばし、瞼まぶたを閉じさせようとする。

「やめろぉ。人間の目ってヤツは、そんなシャッターを閉めるように扱うもんじゃない」

　仕方なく、自主的に目を閉じる。

「はい。じゃあ、絶対その目は開けてはいけません。じゃあ、次に私も目を閉じます」

　パチリ――と、目を閉じたことを梢は言葉で表現する。というか、それは瞬またたきした時の効果音じゃないかと錦織は思ったが、ツッコむのは止やめた。

「はい。これで、梢たちを見ることのできる人はいなくなりました」

「……はあ」

「ではお兄ちゃん、これから尋ねる質問に手を挙げて答えてください。誰だれも見ていないので、真実を答えて大丈夫です」

「う、うむ」

　錦織は目を閉じたまま、ホントか？　と首を傾かしげる。

「最初の質問です。旅行ですが、本当は不倫旅行ですか？　事実なら手を挙げてください」

「…………」

　錦織は無言のまま、手を下ろしている。

「本当のことを言っていいのです。誰も見ていないんだから」

「……」

　錦織は何も言わないまま、目を薄うつすらと開ける。すると、梢も思いっきり細い糸目に、してこちらを見ていた。

「おまっ、思いっきり見てるじゃんよ!!」

　ビシッと指差すと、梢こずえは慌てた様子で目を強く閉じなおした。

「目を開けないでください！　目を開けないでください！　真実が見えなくなります！」

「真実が見えてないのはどっちだよ。いや、だからさ、旅行は不倫でもラブでもないって」

「じゃあ、なんで勉強一筋、真面目まじめ一直線のお兄ちゃんが突然旅行なの？　目的は？」

　梢はプクーと頬ほおを膨らませた。

「だから日ひ頃ごろの疲れを癒いやすための旅行だって」

「梢、信じないから」

　プイプイと首を横に振る。

「信じなくてもいいけどさあ、でも、それがほぼ真実だぜ」

「旅行に行く場所はどこ？」

「伊い豆ずだけど……」

「泊まる所は？」

「それは言えないな。だって、おまっ、なんか妨害とかしそうだし」

　同級生の女の子の別荘、というとまた怪しまれる、というのもある。

「……そこにはどうやっていくの？」

　梢は探るような目で錦にしき織おりを見る。

「電車だけど？」

「ってことは駅に集合だね」

　そう言って、梢は顎あごに手を当てた。しばらくなにやら考えた後、

「よしっ、決めた！」

　頷うなずいた。

「何を決めたんだ？　また良からぬことじゃないだろうな？」

「梢もついていくっ！」

「ほらきたよ」

　額を手で押さえて、首を振る。

「いい、こなくて」

「どうして？　やましいところがなければ、梢についてこられてもいいはずだよね？」

「まあ、それはそうだが……」

　錦織は困った表情で腕を組んでいたが、すぐにフッと笑って肩をすくめてみせた。

「まっ、いいか。ついてきても、いいぜ」

　ニヤニヤと笑みを浮かべた。

「えっ？　な、なに？　なんで急にその余裕な態度になるの？」

　梢は焦ったように目を白黒させる。

「ふっふ―――ん」

「しかも余裕の鼻歌まで歌ってる!?」

「いや、だってさ、フフッ。明日、オレが家を出るの、めっちゃ早いんだぜ。ねぼすけの梢こずえが、絶対に起きられるはずがない」

「そ、そんなことないよ!!」

　梢はぷんすかぷんすかと膨らませた頬ほおを赤くする。

「梢だってやるときはやるよ。ちゃんと起きられるよっ！」

「毎朝、起こしに行くまで『むにゃむにゃ、もう食べられない』とか言ってるくせに」

「い、言ってないよ、そんな漫画みたいな寝言！　それに、朝、自分から起きないのは、一日の最初に聞く声はお兄ちゃんのがいいからだよ！」

「それにしては起こそうとするオレにセーフティを外したエアガンを向けてきたり、布団と枕まくらでバリケードを作って徹底抗戦の構えを見せるような気がするんだが」

　毎朝満まん身しん創そう痍いだ！

「ううん！　ううん！　とにかく！　梢は明日、早起きして、絶対にお兄ちゃんについていく！　梢の本気にご期待ください！」

「無理だな」

「絶対に絶対に大丈夫なんだからっ!!」

　梢は真っ赤な顔で叫んだ。



    

  
    
      


２　宝探しスタート



「やっべえ。オレが遅刻してどうすんだよ」

　ぼんやりと明るいＡ駅前の広場を錦にしき織おりは走っていた。待ち合わせ時刻まで三分を切っている。家を出たのが遅かったのだ。普段、徒歩通学で駅を利用しないので、その辺の時間感覚がイマイチだ。

「輝夜かぐやが先についていたら、またデスペナ（ルティ）だ」

　ぼやきながら改札前の広場に駆けこむ。土曜の早朝とはいえそこそこ人はいる。忙しそうに歩を進めるサラリーマン。スポーツウエア姿の学生の集団は部活の遠征だろう。

「って、いねえじゃん、誰だれも！」

　息を切らせながら、待ち合わせのモザイク広場で周囲を見る。

「にしぽん！」

　背後から声がした。振りかえると女の子（の外見をした人物）が立っていた。弓ゆ削げだ。

　黒タイツにカーキ色のスカート、チェックのシャツという格好。改造制服姿以外の格好を見るのは珍しかったので、錦にしき織おりは思わずジッと見てしまった。

「おりょ？　もしかしてにしぽん、今、あたしの可愛かわいさに見とれた？」

　弓ゆ削げはテレテレと両手で頬ほおを押さえた。

「見とれちゃいない。観察してただけだ」

　そっぽを向く。

「もう。そんな照れなくてもいいのに」

「照れちゃいねえよ。ってか、他ほかの連中はまだ来てないのか？」

「うん。あたしが一番だよ」

「ったく、オレなんか遅刻しないよう、走ったっつーのに」

「そうだよねえ。ふぉああああ―――」

「お前も眠そうだな……って、おまえ」

　錦織は大あくびをする弓削の顔を凝視した。

「なんか目が血走ってないか？　なんかくまのような物も見えるような……」

「がび―――ん。せっかく化粧で隠したつもりだったのに！」

「がび―――ん……って。おまえ、リアクションが昭和だな。もしかして、あれか？　遠足前日の小学生のように興奮して、夜寝られなかったのか？」

「そんなことないよお。ちょっと早起きしちゃって」

「ちょっとってどれくらい？」

「三時半くらいだったかなあ」

「それ、早起きってレベルじゃねえぞ。そんなに早く起きて、なにやってたんだ？」

「よくぞ聞いてくれました。あたしがやっていたのは、じゃじゃ――ん」

　弓削は旅行鞄かばんと一緒に床に置いていた紙袋を持ち上げて、中身を錦織に見せる。中には三段重ねの重箱が入っていた。

「お弁当を作っていたのです！　はい、拍はく手しゆ――、パフパフ」

「お弁当？」

　錦織は驚きの声を出す。

「花見にいくわけじゃないんだぞ。こんな豪華なお弁当を作っちゃって、まあ」

「このお弁当はね。あたしの愛の結晶なんだ」

　弓削は紙袋を置くと、目を閉じ、祈るように手を組む。

「にしぽんへの愛が、あたしを三時半に起床せしめ、このような超大作を作らせた、ということです」

「なるほどねー。そういう考え方もあるかもなあー。でも相手が悪かったよね――」

「な、なんなの!?　その他人行儀な言い方！　しかも語尾がいちいちムカツク！」

　弓削がプーンと頬を膨らませた時、

「わっ、みっちー早い！」

　六りく道どうが米よね倉くらと一緒に現れた。

「もしや錦にしき織おりくんとのマンツーマンシークエンスをゲットするために、早くきたの？」

「ふっふっふ。ろくちゃん、早起きは三さん文もんの得なんだよ」

「くうー、さすが、みっちー。やるう」

　薄いレモン色のシャツと白のスカートという爽さわやかな格好をした六道は、悔しそうに唇を噛かむ。錦織はマンツーマンシークエンスってなんだ？　と眉まゆ根ねを寄せた。

「でも、集合時間勝負では水をあけられたけど、六道には隠しだまがあるんだよ！」

　そう言って、六道は旅行バッグの中から、竹を編んで作ったお弁当箱の入ったビニール袋を出す。

「なんだ。六道まで弁当を作ってきたのか？」

「まで、ってことはみっちーも？」

「ふっふっふ。じゃ―――ん」

　弓ゆ削げは紙袋の中身を六道に見せつける。

「重箱とはやるう。さすが、みっちー。ふうー、無理してでも作ってなかったら差をつけられているところだったぜ」

　六道は額の汗を腕で拭ぬぐう仕草をする。

「ふうー、じゃないだろ。二人とも早起きして弁当を作った努力には感心するけど、現実問題、二人前は多すぎる」

「大丈夫。育ち盛りの錦織くんならこれくらい朝飯前でしょ？」

「いつから、オレはそんな大食いキャラになったんだ？」

「どちらのお弁当がより美お味いしいか勝負だね、みっちー」

「望むところ。みっちーが多芸系アイドルと呼ばれる所以ゆえんをお見せしましょう」

　錦織のツッコミを無視して、六道と弓削は火花を散らした。

「やってろ」

　錦織は肩をすくめると、六道の近くで静かに立っている米倉に目を向けた。

　スカート部分にレースの施された清せい楚そな白いワンピースに、リボンのついた麦わら帽と、まるで避暑地に現れた都会のお嬢様、といった感じ。実際のところ、状況はそれに近かったりする。

　米倉は六道と弓削をチラチラと見ながら、物もの憂うげな表情をしていた。もともと他ほかの女性陣に比べると寡か黙もくな性格だが、これほど静かなのも珍しいと錦織は思う。顔色もちょっとよくないような気がする。

「米倉、おはよう」

　錦織はニッコリと笑って声をかける。

「お、おはようございます」

　米よね倉くらは錦にしき織おりの顔を見ると、急に頬ほおを赤くした。

「ど、どうしたの？　ま、まさか米倉まで早起きしてお弁当を作ってきたの？」

　錦織は青ざめた。

「い、いえ。作ってないです」

「そっかあ……」

　それはよかった、と言いそうになるのをギリギリで踏みとどまった。

「あの、その……」

　米倉は上目遣いで錦織を見る。

「なに？」

「私も作ってきた方が、錦織くんは嬉うれしかったでしょうか？」

「へっ？」

「お弁当」

　不安そうな目で錦織を見つめる。錦織は割りと必死にパタパタと手を振った。

「い、いやいや。そりゃ弁当は嫌いじゃないけど、弓ゆ削げも六りく道どうも作ってきたんだから、米倉まで作ってくることはないって。いや、別に米倉だから作らない方がいい、と言ってるわけじゃないから、誤解しないでくれよ」

「……そ、そうですよね。三人全員が作ったら、多すぎですもんね」

　米倉はホッとしたように息を吐つく。

「ちなみに錦織くん的には、現在のところみっちー弁当と六道弁当、どっちに期待しているのでしょうか？」

　六道は、錦織と米倉との会話の流れをぶったぎる。

「はっきり言って、どっちもどっちだな」

「なに、その『曖あい昧まいな日本の私』な返事は！」

「そうだよ。にしぽんの正直な期待感を教えて欲しいだけなんだよ」

「正直な期待感だと？」

　錦織は眉まゆ根ねを寄せて、二人の弁当を見比べる。

（二人とも朝早くから作ったんだから、それなりに美お味いしいんだろうけどさ）

　と思いつつも、

「うるさいなあ。オ――レ――ハ――ド――デモ―――イインダ――」

　手で喉のどを叩たたきながら、宇宙人のような声を出す。

「なにこの態度！　なにこの屈辱感！」

「せっかく三時半に起きて作ったのに！」

　六道と弓削は強烈なブーイングを飛ばす。

「そんなことよりさあ。肝心の閣下はいつくるんだ？　まさか忘れているなんてこと、ないだろうな？」

「確かに、珍しく遅いですね」

　米よね倉くらは不思議そうな顔をする。

「このまま来なかったらただの温泉旅行になって、メデタシメデタシなんだけどな」

「ただの温泉旅行は嫌だと言ったじゃないか」

　後ろの柱の陰から低い声が聞こえて、ニュウッと薄茶色の塊が現れた。

「閣下おそかった――」

　錦にしき織おりは言いかけた言葉を飲みこんだ。他ほかの女性陣＋１もハッと絶句する。

「閣下……、その格好……」

　輝夜かぐやの着ている衣服を指差す。

　――す、スーパーひ○しくん人形!?

　そこにいる全員がそう思う。灼しやく熱ねつの太陽の下でも日焼けを防げそうなつばの大きな帽子。やけにポケットの数が多い、いかにも機能的な半袖シャツ。命綱を取りつけられそうな太いベルト、そして微妙に寸足らずのズボン。ベージュに統一された色。その姿は世界をまたにかけた著名クイズ番組に使用される「スーパーひ○しくん人形」の格好、あるいは遺跡を荒らして冒険するジョー○ズ博士のそれ。いわゆる発掘者風の格好だ。



    

  
    
      



    

  
    
      

「閣下、その格好どうしたんだ？」

「どうしたって、ハラグロ。宝物を発見するんだぞ。これくらいの格好をして当然だ」

「そうか？　ギザに未発見のピラミッドを見つけに行くわけじゃないんだぞ」

「何を言う。むしろ、なんだお前たちの軽装は。ピクニックにでも行くつもりか？」

　輝夜かぐやは険しい顔で錦にしき織おりたちの格好を見る。

「いや、別荘に行くのにフツーそんな重装備はしないだろう」

　錦織がそう言った瞬間、目をギランと光らせた。

「山を舐なめるなっ！」

　大声で怒鳴る。

「いや、意味わかんない」

「どうやらお前たちは、軽装で山に行くことがどれほど危険か分かっていないようだな」

「いや、オレたち、山に登りにいくわけでは……」

「私が言いたいことはだ。つまり登山には登山の格好。宝捜しには宝捜しに相応ふさわしい格好というものがあるということだ」

　輝夜は腕を組んでフンと鼻を鳴らす。錦織はまだ言いたいことがあったが、一つ言うと二つ怒鳴られそうなので、やめておいた。

「では、そろそろ電車が来ますから、ホームに移動しましょう」

　米よね倉くらが改札口の上に掲げられた発着時刻表を指差す。二分もすれば列車が入ってくる。

「よし。では、いくか」

　輝夜が大きなリュックサックを背負い直すと、他ほかのみんなも荷物を持って改札口に向かって歩き出した。

　駅には都内から伊い豆ずに出ている特急列車が停車する。一度、乗って座っていれば、二時間ほどで目的の伊豆に着く。別荘にはそこからさらにバスに乗り換えて向かうのだ。

　錦織たちが連絡通路を渡り乗り場に降り立って間もなく、プラットフォームに朱色の列車が入ってきた。伊豆行きの特急列車である。

「結構、空いているね」

　車両に乗りこむと、六りく道どうが呟つぶやいた。二人席が左右に二十列ほどずつズラリ並んだ座席に、乗客はポツポツとしかいない。

　チケットが指定する席に向かっていると、出発のベルが鳴り、列車は動き出した。

「席はどう分かれましょうか？」

　指定席の横の通路で、米倉が全員の顔を見た。中途半端な五人という数なので、二人席を縦に三つ取った。

「みなさん席の向きの好みはありますか？　私は電車の進行方向に向いた席じゃないと、気持ち悪くなるのですが」

「あ、オレもそうだな」

　と錦にしき織おり。

　六りく道どうと弓ゆ削げも手を挙げる。

「私は進行方向の席に逆向きに正座で座って、背もたれの上から後ろの客を眺めながら移動するのが好きだな」

「それは後ろの席の人にものすごく迷惑だな」

「今の話を整理すると、全員進行方向の席を希望ということですね。そうなると、二人席を三つ、進行方向に向けたまま座るという、旅行っぽくない配席になりそうですが」

「いいんじゃないか？　修学旅行の飛行機みたいで」

　錦織は肩をすくめる。

「ってことは、三つのうち、一つがカップル席！」

　キラ―――ン。弓削は光らせた目を、錦織へ向ける。錦織はそれを無視して、席の方を見ると、

「三つのうち一つは一人席なんだよな？　オレはそこがいいや。静かそうだし」

「「ダメ！」」

　弓削が手でバッテンを作る。

「なんでだよ」

「ここは公平にグーチョキパーに分かれるべきだよ。後世に禍か根こんを残さないためにも」

　六道も頷うなずく。

「誰だれの後世にどんな禍根を残すっていうんだよ」

「私もそれでいいと思いますけど……」

　米よね倉くらが控えめに主張する。輝夜かぐやも「私も異存はない」と言っていた。

「米倉がそう言うならそうすっか」

　錦織はポリポリと頭を掻かきながら頷く。

「じゃあ、六道が音頭をとるよ」

　六道は組んだ手の穴の中を見ながら言う。

「はじめるよ。グー、チョキ、パーで分かれましょっ！　――――あっ！」

「あっ」

　六道と弓削が同時に「あっ」と声を上げる。一人輝夜がグー、六道と弓削がチョキ、錦織と米倉がパーだったのだ。

「おめでとー。カップル席はあいふぉんで決定！　パチパチパチー」

　六道は少しだけ残念そうな顔で拍はく手しゆをする。

「むう。あたしたちはお弁当席になっちゃったね」

　弓削が一番先頭の二人席の荷物棚にバッグを置きながらブツブツと言う。

「いいじゃん。二人で前から錦にしき織おりくんへ休む時間を与えず、おかずをフィードし続けよう」

「拷問かよ」

　錦織はコメカミをピクピクとさせる。

「むっ、私が一人か」

　輝夜かぐやがやや不満そうに、自分の出したグーを見つづけていた。

「なんだ。閣下、一人席は不満なのか？　寂しいとか？」

「さ、寂しいわけがあるか。ただ、旅行中、一緒に『軍人将棋』をやろうと思ってボードを持ってきたから、残念なだけだ」

「誰だれもルール知らないから、どっちにしろできなかったぜ」

　錦織は首を振って、荷物棚にスポーツバッグを載せた。

「米よね倉くら、窓側と通路側、どっちがいい？」

「日焼けは苦手なので、通路側を」

「オッケー」

　錦織は窓側の席に座り、ブラインドを八割くらい閉める。すると、米倉は「ありがとうございます」と微笑ほほえむ。

「なんだか、米倉、今日はいつにも増して静かじゃね？」

　錦織はしばらく窓の外へ向けていた目を、チラッと米倉へ向ける。

「そうですか？」

　米倉は微妙に俯うつむかせた顔をあげる。

「うん。なんとなく、いつもより暗いような……」

「私はいつもこんな風にクラ――イ性格です」

「そ、そう？」

　笑みを張りつけたままの米倉の顔が怖くて、錦織は頬ほおを引ひき攣つらせる。

「でも今日は、ちょっと、考えごとをしていて、いつもより寡か黙もくかもしれませんね」

　そう言って、「フウ」とため息を付け加えた。

「自分の家の隠し財宝を探すのに不安があるとか？」

「いいえ。それは別にいいんですけど……」

「ん？　じゃあ考えごとって？」

「う―――ん。それは言えないです」

　米倉は口くち篭ごもると、「でも、錦織くんが関係していますね」と、小さな声で付けくわえる。

「はっ、オレ？」

「い、いえ。なんでもないです」

　米倉は真っ赤な顔で手を振って、また下を向いてしまった。

（やっぱり、今日の米倉は変だなあ）

　錦にしき織おりは首を傾かしげて、窓の外に目を向ける。線路は住宅街を抜け、海の方向へ向かっている。すぐに遠くに海が見えてきた。

　遠くでキラキラと輝く水面を目に映していると、錦織は急速に睡魔に襲われてうつらうつらとしてきた。だが、悲しいことに眠ることができなかった。すぐに、六りく道どうと弓ゆ削げの『愛情弁当対決』に巻きこまれたからだ。
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　錦織たち五人が出発して三時間ほどが経たった頃ころ。

　錦織たちが特急電車に乗った駅に、純白のワンピースに身を包む一人の少女の姿があった。長いツインテールが浮き上がるほどの全速力で、改札口前の広場を走りぬける。

「ちっ、遅かったか！」

　女の子――、錦織梢こずえは改札口の上の時刻表を見て唇を噛かむ。だが、遅かったことには間違いないが、悔しがるほど僅わずかな遅刻ではない。既に兄は、二百キロ以上離れた場所にいる。前日の夜、兄に虚勢をはったものの、実際には寝坊して、ついていくことができなかったのだ。

「でも、絶対に追いかけるもん。向かうところは分かっているんだから！」

　言いながら、梢は改札口を見る。

「はて？」

　首を傾げながら、今度は切符売り場の方を見る。

「はて？」

　実は一度も一人で電車を利用したことがなく、乗り方がよく分からなかった。

「う―――――ん」

　とりあえず、自販機では買い方がよく分からないので、改札口の近くにあるチケット販売の窓口へ歩いていく。

　窓口前の列の最後尾に並ぶ。梢の前には、高校生くらいの女の子二人が並んでいた。

「ったく、美み紀きはいつだって急なのよ」

　前の黒髪の女の子が、さらにその前の女の子にブツブツと言う。

「突然、温泉に行きたい、とか意味分からないし。いちおう、私たちは受験生なのよ？」

「だって、いきなり温泉に行きたくなったんだから仕方がないじゃない」

「そんな理由？　本当はなんか別に理由があるんじゃないの？」

「えっ……？　な、ないわよ！　時には環境を変えて勉強すると効率がいいのよ。それに舞まいは勉強なんてしなくたって、第一志望のところ通るでしょ？」

　美紀と呼ばれた女の子が振りかえる。たんぽぽの綿毛のようにふんわりとした明るい髪の女の子。背は梢こずえと変わらないくらい低いが、かなりの美少女だ。なんとなくだが、女の子の顔に暗い影が落ちているように、梢は感じた。

「そういう油断が危ないのよ……。それよりも、本当に何かあったわけじゃないのよね？」

　舞まいという名の方の女の子は心配そうに美み紀きを見ている。

（温泉に行くんだ、この二人……）

　ちょっと気になって、梢は聞き耳を立てる。まさか兄と関係あるのでは、と疑う。

「そ、それよりも舞は行ったことあるんですっけ？　今日行く別荘」

「美紀の家の別荘には五回は行ったけど、伊い豆ずのは初めてかな」

「そっかあ。結構、いいわよ。温泉から海が望めるし」

「まあ、時にはいいかもね」

　そのたんぽぽの綿毛のような髪の女の子はどうやらスーパー金持ちのようだ。いくつも別荘を持っているらしい。いや、それよりもだ。

（伊豆？）

　たしか、兄もそこに行くと言っていたはずだ。

（これは偶然なのか、それともワナ？）

　梢は黒髪の女の子の背中をジッと見つめる。それから勇気を出して口を開いた。

「あのお……」



「錦にしき織おり……梢？」

　梢が名乗ると、松まつ島しま美紀は不思議そうな顔をした。その横で、後ご藤とう舞も同じような顔をしている。

　伊豆行きの急行列車の四人席に、梢は美紀、舞の二人と向かい合って座っていた。自分も伊豆に行くので切符の買い方を教えて欲しい、と言うと、一緒に行ってあげると言われたのだ。

「どうかしましたか？」

　梢は美紀から貰もらった手作りゴーフルを食べながら、二人のリアクションに瞬またたきする。

「錦織って……」

「もしかして、梢ちゃんは錦織貴たかしくんと関係あったりするの？」

　舞が真剣な表情で見つめてきた。

「はあ。貴は兄ですけど」

「お兄ちゃん！」

　美紀が異様にハイテンションな声を上げる。

「なるほど。錦織くんの妹なんだ」

　舞も嬉うれしそうに細めた目で梢を見てきた。

「あの、兄をよくご存知なんですか？」

　警戒するような目で二人を見る。

「うん、私も美み紀きも紫し苑おんの生徒だもの」

「生徒会メンバーとして、錦にしき織おりくんにはいつもお世話になっているわ」

「そうなんですか」

　梢こずえはちょっと怪しむ。もしかして、この二人が兄のラブ旅行の相手かもしれない。

「あのお」

　上目遣いで二人を見る。

「実はうちの兄も、今、旅行にいっているんですけど……」

「へえ、どこに？　誰だれと？」

　美紀が一瞬、眉まゆをピクリと動かした。

「それが伊い豆ずのようなんです」

「伊豆？　ホントに？」

「へえ。すごい偶然」

　美紀と舞まいは再び顔を見合わせる。演技ではないように梢には思えた。二人が演劇部に所属している、というのであれば別だが。

「でも旅行なんて誰と行くんだろう」

　美紀が不審がるように爪つめを噛かむ。

「それが、誰といくとかは教えてくれなくて。友達とか言ってたけど。具体的な宿だって秘密だって」

「秘密？　ま、まさかラブ旅行というわけじゃないでしょうね!?」

　美紀は声を裏返らせる。

「やっぱりそう思いますよね！　私も“〝ラブ旅行”〟だと思ったんです！」

　どうやらこの美紀という人とは考えが合うみたいだ、と梢は思う。隣の舞は「ラブ旅行って一般的な言葉なの？」と冷めた反応だったが。

「だから、梢はお兄ちゃんを追って、伊豆に向かっているのです。不ふ埒らちなお兄ちゃんを放ほうっておくわけにはいきませんから」

「偉い！　梢ちゃんは偉いわね」

　美紀は梢の頭を撫なでていい子いい子をすると、何やら考えこみ始めた。

「あのね、梢ちゃん」

　突然、マジな顔で梢の両肩に手を置いた。

「実は私は紫苑高校の生徒会長なの。もうすぐ任期満了だけど、次の生徒会長が決まるまでは、私が会長なの。偉い人なの」

「そうなんですか！」

「でね。学校を束ねるものとして、我が校の生徒同士が“〝ラブ旅行”〟にいくことなんて認めることはできないの。特にそれが生徒会メンバーということになると」

「はい、お立場、お察しいたします」

「本当に錦にしき織おりくんが“〝ラブ旅行”〟に行っているのかそうでないか？　もし“〝ラブ旅行”〟なら、相手は誰だれなのか？　生徒会長として調べる必要があるわ」

「そうですね」

「そこで、私たち、伊い豆ずに着いたら錦織くんの足取りを追おうと思うの」

「ちょっと、美み紀き！　そんなのいつ決まったの？」

「今よ。梢こずえちゃん、私たちの調査を手伝ってくれない？」

　舞まいのツッコミを無視して、美紀は梢の肩に手を置いた。

「一緒にお兄ちゃんを探してくれるんですか!?」

「そうよ。だって、一人よりは二人、二人よりは三人の方が効率的に探せるじゃない」

「三人って私も頭あたま数かず？　環境を変えて勉強するって言ってなかった？」

「舞。勉強と錦織くんの素行調査、どっちが大事なの？」

「受験生としては勉――？」

「素行調査に決まってるわね！」

　舞の発言を遮って、美紀は断言する。

「梢ちゃん！　一緒におにいちゃんの非行を未然に防ぎましょう！」

「美紀さん。よろしくお願いいたします」

　ガッチリと手を握り合う二人の横で、舞はやれやれと首を振っていた。
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「ここが……」

「米よね倉くら離宮……」

　錦織たちは圧倒されていた。目の前に広がるのは贅ぜいを凝らした和風庭園。巨大な池、築つき山やま、横に長々と伸びる松、海を想像させる白はく砂しやの庭。月を見るためであろう、天井が開かれた東あずま屋やも見える。

「な、なんつーか、これ、別荘？」

　錦織は上ずった声を上げた。

「こんなところにいたら、もう本宅に帰りたくなくなるじゃん」

　弓ゆ削げの目も点になっている。輝夜かぐやだけは、これくらいの居城が欲しい、と言っていた。

「別荘ですから、浮世の喧けん騒そうを忘れられるような物にしたかったのではないでしょうか」

「さすが。お金持ちは考え方からして違うみたいだ」

　錦にしき織おりはため息が出るばかりだ。

　入口の分厚い門の前に米よね倉くらが立つと、電動の門がゆっくりと観音開きに開いた。

「ようこそおいでくださいました。お嬢様」

　和服を着た若い女性が、出迎えた。年の頃ころは二十歳くらい。髪を丸く束ね、旅館の仲居さんのような格好をしている。

「雉きじ場ばさん」

　米倉が微笑ほほえんで近づくと、女性は米倉の手を取り嬉うれしそうな顔をした。

「遠くからはるばるよくおこしくださいました」

「雉場さんも元気そうでなによりです」

「元気なことだけがとりえですから」

　雉場は両腕に力こぶを作って見せると、真っ白な歯を控えめに見せて笑った。

「えっと、こちらは親子二代に渡って離宮の管理をしてくださっている、雉きじ場ばさんです。二年前にお父様の跡をつがれました」

「雉場恵え美みといいます」

　雉場はニッコリと笑って、錦織たちに会釈する。

（綺き麗れいな人だなあ）

　思わず錦織は鼻の下を伸ばす。笑った感じがなんとなく米倉に似ていた。

「みんなは、私の学校の友達です」

「はい。ご学友ですね。米倉離宮にようこそ」

「よろしくお願いいたしまーす」

　錦織たちも頭を下げると、雉場はもう一度、微笑んだ。

「さてさて。ここは暑いですから。建物の方へ移動しましょう」

　小さな荷車に錦織たちの荷物を次々と載せていく。載せ終わると、すぐに押し始めた。

「雉場さん。さすがにそれは重いのでは？」

「大丈夫。私、腕力には自信がありますから」

　そういいながら、グイグイと押していく。華きや奢しやな体のどこにそんな力があるのか、涼しい顔だった。

　その後を錦織たちはついていく。

「力持ちだね」

　六りく道どうが横の錦織に囁ささやく。

「その上、すごい人格者だぜ。輝夜かぐやのあの格好を見ても、変な顔一つしなかったし」

　道中出会った人は全員、一度は眉まゆを顰しかめていた。

　当の輝夜は顎あごに手を当ててなにやら考えこみながら、ブツブツと呟つぶやいていた。

「あの腕力……。私の部下に欲しいな」



「今回の滞在の間、お嬢様はなにかご予定はございますでしょうか？　もし、街の方にいかれるのでしたら色々と手配いたしますが」

　旅館のような広い玄関で靴からスリッパに履き替えていると、荷車から荷物を降ろしていた雉きじ場ばが米よね倉くらに尋ねた。

「いえ、今回はずっと離宮にいる予定です」

「左さ様ようですか」

　雉場は嬉うれしそうな顔をする。米倉のために仕事ができることが好きらしい。

「では、何か離宮内で催しを行いますか？　久しぶりに離宮花火大会とか」

「実は雉場さん」

　米倉は声を潜める。

「今回、私たちが離宮に来たのは、曾そう祖そ母ぼさまが隠された財宝を探すためなのです」

「えっ？」

　さすがの雉場も驚いたように目を見開く。

「あの隠し財宝を探される、のですか？」

「そうです」

　米倉はゆっくりと頷うなずいた。

「このことはお父様やお祖じ父い様さまにも言っていません。私が一人で決めたことです」

「なるほど」

　雉場さんは落ち着いた顔に戻って頷く。

「ですが、以前行われた、捜索隊による調査では、手がかりすら見つけることができませんでした。それに……」

　言いづらそうに、口くち篭ごもる。

「ええ、知っています。隠し財宝を探そうとするとよくないことが起きるという話ですね」

　雉場は無言で首を縦に振る。

「それも分かってはいるのですが、どうしても探してみたいのです」

「しかし、お嬢様が自ら探されるというのは……。今の米倉家は、曾祖母さまの財宝がなくても十分に――」

「雉場さん。私は自由に使える資産が欲しいのです」

「お嬢様が自由に！」

　雉場は驚きの声を上げる。

「私、感激いたしました。幼い頃ころから物静かで控えめなお嬢さまの口から、そのような独立心のある言葉が出ようとは。一緒に遊ばせていただいていたお嬢様からそのような……」

　雉場は開いた目から涙をポロポロと流しながら、声を震わせる。

「分かりました。そういう話なら仕方がありません。私もできる限りご協力いたします」

「ありがとうございます」

　米よね倉くらと雉きじ場ばはグッと抱擁しあう。

（雉場さんも、まさかその自由に使える資産を新世界の秩序構築に使う、なんて言ったら、ショックを受けるんだろうな）

　二人を見ながら、錦にしき織おりはそう思う。
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「なんだか、最初は迷子になりそうだね」

　米倉に連れられて屋敷内を歩いていると、窓から庭園を望む六りく道どうが、素直な感想を口にした。錦織も同感。記憶力のいい彼でも、一度案内されただけでは迷いそうなくらい広い。

「部屋割りなのですが」

　先頭を歩く米倉が振り返る。

「事前に雉場さんに連絡はしていたのですが、男性二名、女性三名と告げたために、二部屋しか用意されなかったのですが。どうしましょう。みっちーには、もう一部屋、別に用意してもらいましょうか？」

「いえいえ、にしぽんの部屋でオッケーです。むしろ雉場さん、グッジョブ！」

　弓ゆ削げが親指を立てる。

「いや、いや、ちょっと待て！」

　錦織が嫌そうな顔をした。

「どうしたの、にしぽん？」

「いや、オレが弓削と同室というのは、問題があるんじゃないか？」

「問題？　どうして？」

「いや、だってさ」

　錦織は今更のように弓削を見る。

　大きな瞳ひとみ、長い睫毛まつげ、血色のよい唇。髪はリボンでとめ、胸には適切な大きさの膨らみさえもある。おまけに声は、声帯を改造しているんじゃないかと思うようなソプラノ。男の子と知っていても、時々、その事実を忘れてしまうほどだ。

「お前、外見、完全に女の子じゃん」

「心も女の子だよ」

「だとしたら、なおのこと、オレと同じ部屋はいかんだろ」

「いや、だからこそ、同じ部屋でいいんだよ」

「いや、意味が分からないし……。オレは同じ部屋はいやだぞ」

　錦にしき織おりはむくれたように唇を尖とがらせる。

「じゃあ逆に聞くけど、なんでにしぽんはダメだと思うの？」

「だってさ」

　錦織は返答に困る。

「まっ、大体、予想はつくけどね」

　弓ゆ削げはフッフッフと笑う。

「夜寝ていて、ふと、目が覚めて横を向くと、そこには超可愛かわいい女の子（自分）が！　その魅力に目覚めたにしぽんの中の狼おおかみは、自己規制という名の理性を安々と破壊し――。キャアァァァ、にしぽんラメェェェ！　……そうなることを恐れているんだよね」

「……」

　錦織は黙ったまま、コメカミを動かす。なまじ外れていないだけ、反論しづらかった。

　弓削は上目づかいの目をパチパチと瞬またたきさせ、錦織を見る。

「あたし、にしぽんの狼、見てみ・た・い・な♪」

「気き色しよくの悪い目つきで、気色の悪いことを言うでない！」

「予言しよう」

　弓削はビシッと錦織を指差す。

「今はそんな冷たいことを言っているにしぽんも、この温泉旅行が終わる頃ころには、あたしにメロメロになっている。幼稚園時代のように」

「なんて不吉な予言だ」

「そのための秘策があたしにはある」

「まじ知りたくないな、その秘策！」

　錦織は首をブンブンとふる。

「むむむ――」

　六りく道どうが警戒する目を弓削へ向ける。

「はいは――い。錦織くんとみっちーが同じ部屋、オッケーということは、六道もあり？」

「ない」

「なんという即答！」

「弓削もそもそもオッケーじゃないが、六道はもっとありえない。お前は名実ともに雌しべだろ！」

「ええ――――」

　六道はぶうと唇を尖らせる。

「ここから、階段で二階に上がります」

　先頭の米よね倉くらがボソリと言う。

「玄関から階段まですごい遠いなあ。屋敷だけで、何坪くらいあるんだ？」

「……」

　錦にしき織おりの質問を米よね倉くらはツーンと無視して、階段を上がり始めた。

「よ、米倉？」

「……」

「お、お前たち二人がふざけるから、米倉が怒ったじゃないか」

　錦織は慌てた顔で六りく道どうたちを見る。

「そう言われても」

「でも、あいふぉんが感情を出すなんて珍しいね」

　六道が指で角つのを作る仕草をしていると、

「言っておくが、私もそんな破は廉れん恥ちな行為は許さないからな。アイドルはともかく、サイクロンまでハラグロと同じ部屋などありえん」

　後ろから低い声がした。振り返ると輝夜かぐやが怖い顔で睨にらんでいた。

　赤い絨じゆう毯たんが張られた階段を上がり、長い廊下を行く。錦織たちに用意された部屋は、端はしの二つの部屋。既に五人の荷物が、雉きじ場ばさんによって運びこまれていた。

「わあ、いい部屋だねえ」

　いち早く部屋に入った弓ゆ削げが歓声を上げる。部屋は畳の和室とその横にベッドルームの洋室の二室ある構成。一番奥、壁一面の窓の向こうには、絶景が広がっていた。

「おお、すげえ」

　ドサクサに紛れて男子側の部屋に入ってきた弓削に文句をつけることも忘れて、錦織もその景色に目を奪われた。

　窓の外に広がるのは、色づき始めた森や山。米倉離宮の庭園や屋敷は一段高い岩壁の上に立っていたのだ。部屋の窓は崖がけの方向を向いていて、崖の下の小さな森や沢を一望することができる趣向らしい。

「すごい、この景色」

「ううむ。ますます本拠地に欲しくなった」

　歓声に釣られて入ってきた六道や輝夜までもがその光景に釘くぎ付づけになっていた。

「あいふぉん、もしかしてあれ、温泉？」

　六道が崖の下の沢沿いにある木製の建物を指差す。

「はい。あれが露ろ天てん風ぶ呂ろになります。沢までは崖の中のエレベーターを使えば、屋敷から出なくても行けますよ」

「す、すごいね、にしぽん。本格的なアジアンリゾートじゃん」

「まあな」

「あたしたち、なんだかリゾートに新婚旅行に来てるみたいだね」

「その意見には同意しかねる」

　手を握ろうとする弓ゆ削げから、錦にしき織おりは巧みに逃れた。

「こっちの部屋の方が余裕あるな。よし、ここに『財宝捜索隊本部』を設置するぞ」

　輝夜かぐやが部屋を見渡しながら、腰に手をあてる。

「すぐに本部で臨時の『新世界構築会議』を行う。各自、準備をして集合だ」

「ラジャ――」

　女子軍団は輝夜を先頭にガヤガヤと部屋から出ていく。

「新婚旅行で会議とかするか？」

　錦織が言うと、弓削は「ぶう」と不満そうな顔をした。



「では、これより臨時の『新世界構築会議』を行う」

　輝夜が全員の顔を見まわした。

「なんか、正座で会議っていうのも変だな」

　錦織が居心地の悪そうな顔をする。畳部屋のテーブルを全員で囲んでいた。男子組の部屋の一室だが、ここだけでもいつも会議をする秘密基地の五倍近い広さがある。

「それはまあいいんだが、どうして既に浴衣ゆかたに着替えてるヤツがいるのだ！」

　輝夜が怖い目を六りく道どうと弓削に向ける。

「だって置いてあったし……」

「なんか柄が可愛かわいかったし……」

　二人はバツの悪そうな顔で、理由にならない理由を口にする。二人の言葉通り、米よね倉くら離宮に置かれていた浴衣は男子用と女子用に分かれていた。特に女子用は温泉旅館の黒や紺の地味なものではなく、白地に薄桃色の柄の入ったお洒落しやれなものだ。

「大丈夫。出発という話になったら、すぐにまた着替えるよ」

「むう。それならいいが……」

　カクカクと頷うなずく弓削を、輝夜は疑うような目で見る。

「ねえねえ、にしぽん」

　錦織の横ににじり寄ってきた弓削が、耳元で囁ささやいた。

「どう。あたしの浴衣姿、似合う？」

　浴衣から伸びるほっそりとした白い肌の脚を組みなおす。

「そういう人じん心しんを乱すようなことをするのは止やめろ。ってか、お前さあ」

　錦織はため息をつく。

「お前、上の下着が浴衣から透けてるぞ」

「えっ、うそ」

　弓削は慌てて確認する。薄い麻の入った浴衣の布地から、ブラジャーが薄うつすらとすけていた。

「ホントだ。ってか、にしぽん、どこ見てんのよ。やだよお、旦だん那なさん」

　顔を赤くしながら、錦にしき織おりの背中を叩たたく。

「だ、だだ誰だれが旦那さんだよ！　今のはお前の不注意だろうが」

「おほん！」

　わざとらしい咳せき払ばらいが聞こえた。輝夜かぐやが体をプルプルと震わせて二人を睨にらんでいた。弓ゆ削げは慌てて錦織から離れる。

「二人とも緊張感が足りないぞ！」

　地を這はうような低い声を出す。

「そうだよ、みっちー。会議中にそれはいくない！」

「えっちなのはよくないと思います」

　女性陣から一斉に注意され、弓削は「は―――い」と反省の足りない返事をした。

「さて、ついに我々は財宝の眠る近くにまで到達した」

　輝夜は改めてみんなの顔を見た。

「ついに、と言っても、電車とバスに揺られていただけだけどな」

　錦織がボソッというと、輝夜に睨まれる。

「で、今後の方針を、今回の作戦で特別参謀を務めるセクシーに説明してもらおうと思う」

「えっ？」



    

  
    
      



    

  
    
      

　米よね倉くらが「特別参謀なんですか？」と目を瞬またたきさせた。

「ええっと、何を説明すればよいのか……」

「米倉家の調査団が調査した時の話をしてもらいたい」

「あ、はい。分かりました」

　米倉は座卓の上にファイルを広げた。

「以前の調査の時、探すターゲットにしたのはこれです」

　ファイルの中に挟まれた、一枚の絵のようなものを全員に見せる。

「隠し財宝のある場所の手がかり、と言われているものです。どういうルートで作成されたのかは分かりません。ただ、曾そう祖そ母ぼさまの縁ゆかりの物であることは、間違いないようです」

「つまり、宝の地図ってことか」

「おおおお」

　テーブルの中央に置かれた紙を全員で囲んで見る。古そうな藁わら半ばん紙しに七つのいびつな形の円が描かれている。円一つ一つに、一から七までの数字が打たれていて、その内、三と書かれた円にはレ点の印がついていた。

「地図……というにはあまりに情報量が少なくないか？」

　丸が七つと印一つ、しかない。

「そして、この丸が微妙に大きさが違うのには意味があるのかなあ」

「いや、たぶんないんじゃないか？　適当に丸を七つ描いただけで」

　首を傾かしげる六りく道どうに、錦にしき織おりは肩をすくめる。

「三十年前の調査時は、この丸を洞どう窟くつと仮定して、探しました。一つだけ印がありますよね。その洞窟に隠し財宝があると」

「なるほど」

　輝夜かぐやは目をキランと輝かせる。

「方針は決まったな。別荘敷地内を全員でくまなく探して、七つの洞窟を見つけてしまえばいい。それだけで我々は巨万の富を掴つかみ、新世界の構築を行うことができる！」

「いやいや、それだけって言うけどさ」

　錦織はパタパタと手を振った。

「米倉家が組織した捜索隊が探しても見つからなかったんだぞ。それをどうしてオレたちなら発見できるんだ？」

「ふっ」

　輝夜は鼻で笑うと、ビシッと錦織を指差した。

「その辺はセンスの違いだ！」

「セ、センス!?」

　錦織は驚きの声を上げる。

「いつからオレたちには宝探しのセンスが備わったんだ？」

「どうやら気がついていないようだな。我々は日々の新世界構築活動を通じて、少しずつ探検家としてのセンスを身につけていっている」

「そうなのか？」

「そうだ。なにしろ新世界構築を行うというのは、この混こん沌とんとする世界で真実を見つけようとする飽くなき探求のことだろう？」

「は？　ああ、まあそうかな」

「つまり、我々は探求者だ」

「まあそうと言えなくもないな……」

「探求者は、まあ、なんだ。探検家みたいなもんだろう」

「最後の最後で適当なことを言ったあ！」

　錦にしき織おりは首を振る。

「特別参謀は、閣下の考えについて何か意見はあるの？　見つかる見こみとか」

　弓ゆ削げが米よね倉くらの方を向く。

「そうですねえ。意外と私たちなら見つけられる可能性、あると思いますよ」

　米倉は唇の下に指を当てる。

「それに今の時期は紅葉が綺き麗れいですから。森の中を散策するのも悪くないと思いますよ」

　桃色の唇に微笑を浮かべる。

「ああ、それはいいねえ」

「この森なら、見所沢山ありそうだもんね」

　六りく道どうと弓削が窓の外に目を向ける。

「ふん！　大事なのは財宝だ。紅葉など必要ない！」

　輝夜かぐやが不満そうに鼻を鳴らす。六道は弓削と顔を見合わせる。

「温泉が嫌い発言といい、閣下は日本人の情じよう緒ちよというか“〝もののあわれ”〟を解さないねえ」

　弓削が頭の後ろで手を組む。

「そりゃ無理だ。閣下の頭の中は新世界の構築でいっぱいなんだからな」

「むう。そんなことはない。私だって情緒とか“〝あわれ”〟を理解できるぞ！」

　輝夜は慌てた様子で叫んだ。

「ホントに？」

「例えば、この部屋のように高い所から、十万、百万の臣下に向かって演説する。そういう光景に憧あこがれるし、よいものだな、と思う。情緒を感じるな」

「それは情緒じゃないっ！」

　錦織と六道と弓削の三人は同時に輝夜を指差した。

「まあ、それはともかく……」

　米よね倉くらが輝夜かぐやの方を向く。

「方針はそれでいくとして、探索はいつから始めますか？」

「今からじゃないのか？」

　輝夜は当然のように言う。

「既に三時をまわっています。これから出発しても、三時間も探索できません」

「むう。そうか？」

「長距離の移動で疲れていますし、今日はゆっくりして、探検は明日、明後日にした方がよいかと思います」

「オレも、初日はまあゆっくり休んでよいと思うけどな」

「六りく道どうも」

「以下、同文です」

「むう、そうか」

　輝夜は腕を組んで考えこむ。

「でも、そうだな。今日、無理をして明日以降に疲れを残すよりも、明日から全開で調べた方が、効率も上がる気がする」

「そうそれ！　閣下も分かってきたな」

「よし、では今日は休むことにしよう。探検は明日からだ！」

「ラジャー」

　全員が手を挙げながら、ホッと安あん堵どのため息をつく。

「ねえねえ、ってことは、今日は温泉祭りだ！　わ―――い！」

　弓ゆ削げが歓声を上げる。

「あいふぉん。温泉って、川の側そばの他ほかにもあるんだっけ？」

　六道が米倉を見る。

「はい。米倉離宮には全部で四つあります。屋内のものが二つ、あと露ろ天てん風ぶ呂ろが二つです。滞在中は常時湯をはっていますから、自由に利用してください」

「四つかあ。よ――し、あたし、完全制覇を狙ねらうから」

「いいね。今日の夜と、明日の朝と夜と、最終日の朝だね」

　六道と弓削が興奮したように話す。

「ふん。つまらないな」

　輝夜が不機嫌そうに鼻を鳴らした。

「わ――お。また閣下が温泉嫌いっぷりを発揮してる――」

「言っておくが、私は温泉には入らないからな。セクシー、シャワー室はあるか？」

「はい、ありますけど……」

「どうしてそこまで温泉が嫌いなのか激しく謎なぞだ」

　錦にしき織おりは肩をすくめる。

「はい、決定！」

　六りく道どうが手をあげる。

「ここに閣下の改造計画を立ち上げます！」

「改造計画!?」

　輝夜かぐやは眉まゆ根ねを寄せて、ものすごく怪け訝げんな顔をする。

「具体的には『温泉ラブ化計画』です！」

「温泉ラブ化！　なんておぞましい文もん言ごんなんだ!!」

　輝夜は体をブルッと震わせた。

「閣下、温泉はいいよお。最高だよお。今日はじっくり入っていただきます」

　六道は輝夜の後ろに回ると、肩をもみ始めた。

「断る」

「いいからいいから。六道が背中、流してあげるよ」

「結構だ！」

「まあまあ、遠慮しないで。あいふぉんも協力してね。みっちーはさすがにお風ふ呂ろまでは一緒に入れないけど、まあ雰囲気作りをよろしく」

「オッケー」

「私もいいですけど」

　米よね倉くらは輝夜に遠慮しながら頷うなずく。

「そんなことをされても、私が温泉に入ることはありえないがな！」

　輝夜は腕を組んで、プイッと横を向いてしまった。



　　　☆



　夜、米倉離宮の渡り廊下を、輝夜たち五人が歩いていた。窓の外はすっかり夜の帳とばりに包まれている。離宮では屋敷に沿ってガスの篝かがり火びが焚たかれていて、漆黒の森を背景に、オレンジ色の光の華がユラユラと揺れていた。

「美お味いしかったねえ。ご飯」

　弓ゆ削げがうっとりと頬ほおを押さえる。三時間ほどトランプの「大富豪」で時間をつぶした後、五人は食堂で夕食を食べて、帰っているところだった。

「そうだねえ。さすが、米倉離宮。その辺の御おもてなしの心も完かん璧ぺきだね」

「スタッフがいいですから」

　米倉は嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

　部屋まで戻ってくると、五人全員は錦織と弓削のいる男の子部屋側に集合した。

「さてみなさん。そろそろ夜もふけてまいりましたし、今回の旅行のメインテーマである温泉に行こうと思うのですが」

　六りく道どうが全員の顔を真剣に見ていく。

「メインテーマは米よね倉くらの隠し財宝発見のはずだが」

　輝夜かぐやはムッツリと言う。

「まあまあまあ、もちろん財宝は重要ですが、お風ふ呂ろだって健全な生活を営む上で極めて重要なんであります、はい」

「いいぜ、オレはそろそろ温泉行っても」

「あたしもオッケーだよ」

「私はいつでもオッケーじゃない」

　輝夜はムッツリと言う。

「え―――、閣下、本気で行かないつもりなの？」

　弓ゆ削げがつまらなそうな声を出す。

「せっかくだし、行こうよ、閣下」

　弓削と六道が輝夜の背中にまわって肩もみをする。

　錦にしき織おり的には別にそこまで温泉を強制しなくてもいいんじゃないかと思っていたが、女の子たちが熱心に勧めるので黙っておいた。

「みんなで温泉はいいよ。すさんだ心が癒いやされるよー」

「お湯をかけあって、キャッキャキャッキャしたり、お約束の胸の大きさ勝負とかできるよ。六道の最下位が確定してるけど」

　弓削と六道は輝夜の両側から温泉へ勧誘する。輝夜は迷惑そうな目で耳を押さえていた。

「あいふぉんもなんか言ってよ。閣下を温泉に行く気にさせてよ」

　六道が米倉にふる。米倉は肩をすくめると、輝夜の方を向いた。

「閣下。伊い豆ずは昔から湯とう治じで有名な場所で、頼朝よりともや清きよ盛もりといった名だたる武将が利用したという秘ひ湯とうが沢山あります」

　米倉の言葉に輝夜の耳がピクリと動く。

「海外に目を向ければ、カラカラ帝を代表に、温泉や浴場を愛した為政者が多数います。ですから、新世界の王になることと温泉が全く関係ない、ということはないのではないでしょうか？　王政の維持はタフな仕事ですから。温泉で疲労を取るのだと思います」

「……なるほど」

　輝夜はポツリと言う。

（さすが、米倉……）

　錦織は感心するように米倉を見る。多少無理があったが、輝夜に風呂に興味をもたせるには最適だ。

「う―――む、分かった。じゃあ行く。だ、だが勘違いするなよ。決して、温泉に興味があるからではないからな。過去の英雄がなぜ風ふ呂ろなどというくだらない習慣にはまったのか、調査するだけなんだからな」

　輝夜かぐやは少し赤くなった顔を横に向けて、そんなことを言った。

「温泉にツンデレしてどうすんだよ」

「まあまあ、にしぽん。理由はどうだっていいよ。晴れてみんな、温泉にいけるんだから」

「そこまでして『全員温泉』にこだわる理由がオレには分からないが」

　錦にしき織おりはそんなことを言いながら、何か大切なことを忘れているような気がしたが、ピンと来ないでいた。



「えっと右が男おとこ風ぶ呂ろで、左が女風呂です」

　建物の一階からエレベーターに乗って露天風呂のある崖がけの下まで下る。扉が開くと、そこには暖の簾れんのかかった入口が二つ。それぞれ「男」と「女」と書かれている。ほとんど、本物の温泉旅館のノリだ。

「錦織くんは暖簾フォー・メンにいくんだよ。女風呂に行っちゃだめだよ」

　六りく道どうは男風呂を指差す。

「いちいち言われなくても、分かってるって」

「どうだか」

　六道は胡う散さん臭くさそうに細めた目で、錦織を見た。

「だって、錦織くんは前科一犯だからね」

「前科？　にしぽん、女風呂に侵入したことあるの？」

　弓ゆ削げが驚きの声を上げる。

「勘違いするな。侵入はしてない！」

「侵入“〝は”〟ってことは、他ほかのことはやったんだ。覗のぞきとか？」

「うっ」

「にしぽんやるじゃん。ひ弱な草食系だと思っていたのに。覗かれたのはろくちゃん？」

「えっへん、そうです。でもって、一緒にいたあいふぉんです。そうだよね。六道たち、見られちゃったよね」

「えっ？　ええっと」

　米よね倉くらは顔を真っ赤にして下を向くと、か細い声で「はい、覗かれました」と言う。

「いやいやいや、でもだな！　あれは、犬が追いかけてきて、不運が重なって……」

　錦織までもが顔を赤くしながら、パタパタと手を振った。

「はいはい。とにかく今回はそういうことがないようにしましょうね。六道たち、警察に連れていかれる錦織くんなんて見たくない」

「警察に突き出すの――!?」

「大丈夫。今ならまだ少年Ａで済むよ」

「そういう問題じゃないんだ――」

　錦にしき織おりは頭を抱えながら叫ぶ。

「い、いや、オ、オレはいいんだよ！　当然のように男おとこ風ぶ呂ろに入り、大人しくしてるんだから。それよりも弓ゆ削げはどうすんだよ」

　さっき忘れていた大切なこととは、それだった。全員で温泉とか言っていたが、どっちの風ふ呂ろに入るのか。

「なんだか、強引にあたしに矛先を向けて、話題を変えてきた感じだなあ」

「まさか女風呂に入るんじゃないよな？」

「ないない」

　弓削はパタパタと手をふる。

「さすがにその辺はわきまえてるよお。あたしは、みんなが風呂から出てきてから、一人で入る予定だよ。女風呂に」

「さすが心は女の子、気配りができるねえ。それに引き換え錦織くんときたら……」

「オレが悪かったから、そろそろ許してくれよ」

　錦織は壁に手をついて、反省のポーズを見せた。

「じゃあ、あたしは温泉のある場所が分かったから、部屋に戻っておくよ」

「りょうかーい。じゃあ、できるだけ早目に上がれるよう努力します」

「ううん。ゆっくり入っていていいよー」

　弓削は怪しい笑みを浮かべながら、エレベーターへと戻って行く。錦織は、なんか怪しいなあ、と思いつつも、そのまま男風呂の暖の簾れんをくぐった。



「気持ちがいいなあ」

　湯船の中で錦織は思わず呟つぶやいた。檜ひのき風呂の端はしに背中を預け、両腕両脚を目一杯伸ばし、頭にタオルを載せていた。

　川のせせらぎ、森から聞こえる虫の音。頭を上げると三六〇度特大パノラマの星空が広がっていた。

「これは地上の楽園だなあ」

　ハア―――と深いため息と一緒に、日ひ頃ごろの疲労を口から吐き出す。

「錦織くんいる――？」

　男女の風呂を隔てる竹の柵さくの向こうから、六りく道どうの声が聞こえる。

「おう、ここにいるぞー」

　少しドキドキしながら応える。柵の向こうに裸の女性陣がいることを改めて思い出したのだ。

「今、閣下がお風ふ呂ろに入るべきか悩んでいるところ。現場より六りく道どうが中継しております」

「悩んでなんかいないぞ」

　すぐさま輝夜かぐやの声が続いた。

「もう五分以上、かけ湯を続けています。このままじゃかけ湯だけで肌がふやけそうです」

「違う。これはかけ湯で体を十分に清めてから、入ろうと思っているだけのことだ」

「六道、かけ湯で時間稼ぎしてお風呂に入るのを渋る人、初めて見ました」

「くどい！　時間稼ぎをしているわけではない。体を清めているだけだ」

「もうどうでもいいから、早く入ろうよ」

「お、おい、サイクロン！　腕をひっぱるな！　腰に腕をからませるな！」

　輝夜の焦った声が聞こえた。

「なっ、閣下！　そ、その体！」

　六道が驚きの声を上げた。錦にしき織おりは眉まゆを寄せて耳を傾ける。

「六道、どうかしたのか？」

「閣下！　なんという、いい体!!」

「……」

　錦織は湯船の中でガクッと脱力し、そのままブクブクと沈みそうになる。

「あいつ、なに考えてんだ」

「あいふぉんも綺き麗れいで立派な体をしているけど、どっちかというとムチムチっとした感じ。それに対して、閣下はスラッとモデルのような格好で、しかも出ているところはあいふぉんに肉薄するくらい出ているという、特異体質!!」

「かなめ、私の体、ムチムチなんてしてません」

　米よね倉くらから非難の声が飛ぶ。

「私はモデル体型よりも、むしろサイクロンのような体型が理想的なんだが……」

　輝夜も不満そうな声を出していた。

「無駄のない引き締まった体。よく鍛えられて、細いながらも筋肉質。引き締まった腕、引き締まったお尻しり、引き締まった胸！」

「引き締まった胸！　未いまだかつて貧しい乳の表現として、これほど欺ぎ瞞まんに満ちたものは聞いたことがない――！」

　六道が絶叫していた。

「そんなことはない。新世界の覇者を目差すものとして、サイクロンの体型こそが理想的だと思うぞ。……それに比べてセクシーは……残念だな」

「えっ、私、残念、なんですか？」

　急にふられて、米倉は焦っていた。

「もう少し凹おう凸とつを減らした方がいいぞ。それでは緊急時に動き辛づらかろう」

「いえ、そう言われましても……」

　錦にしき織おりは心の中で「断固として反対する！」と叫ぶ。

「まあまあまあ、それはともかくですよ！　閣下、そろそろ温泉に入りませんか？　六りく道どう、さすがに寒くなってきました」

「ああ、分かった分かった。入ればいいんだろう？」

　ようやく立ちあがる音が聞こえた。それからピタピタと、檜ひのきの床の上を歩く音がする。

「よし、覚悟を決めた。私は入るぞ！」

　自分を鼓舞するように叫んでいた。そして――。

　ポチャン。

　輝夜かぐやが、足を湯船につける音が聞こえた。

「つっ！」

「うわ、閣下、足の先しか湯につけてない」

「熱いじゃないか！」

「そうでもないよ？」

　ざぶーんという派手な音が上がる。六道が風ふ呂ろに飛びこんだらしい。「かなめ！」と、米よね倉くらの悲鳴が聞こえた。

「いい湯加減だよー」

「私にはこの温度は熱すぎる！」

「閣下、猫肌！」

　キャーキャーと女の子たちの声の聞こえる柵さくを、錦織はボ――ッと見ていた。

「なんか楽しそうだなあ」

　なんか行ってみたいような気もするが、行くと身の破滅だ。

　その時――。

　男子風ぶ呂ろの更衣室の扉が開かれる音がした。

「はっ？」

　更衣室の方に目を向ける。

「げげっ」

　女の子が入ってきた。体にバスタオルを巻きつけて、濃い色の長い髪をピンで可愛かわいく止めている。だが錦織はそれが本当の女の子でないことを知っている。

「おまっ！」

　再び錦織は悲鳴を上げた。

「なに男風呂に来てんだよ、弓ゆ削げ！」

　錦織は真っ赤な顔のまま、震える指を弓削へ向ける。

「お背中を流しにきました」

　弓ゆ削げはそんなことを言いながら、湯船に近づいてくる。

「お前、みんなが上がってから風ふ呂ろに入るって言ってたじゃないか！」

「あれは――――――、嘘うそです」

「嘘です、っていうのになに、溜ためをつくってんだよ!!」

　錦にしき織おりの目には、否いや応おう無しに弓削の純白のタオルに包まれたシルエットが飛びこむ。小柄な体たい躯くにもかかわらず、胸の部分は出て、腰はくびれ、お尻しりはでっぱり、見事な凹おう凸とつを描いている。ニセだと分かっていても、ドキドキしてしまうくらい本物の女の子の体である。

　弓削が檜ひのきの湯船のすぐ側そばに腰を下ろす。錦織は逃げるように湯船の端はしに移動した。

「なに来てんだよ。嘘、つくな」

「あたしがここに来たら問題でも？」

「問題あるよ！　そういう人じん心しんを惑わす格好をしてるんだから！」

「やった！　にしぽんの心、惑わすことに成功した！」

　弓削は言いながら、タオルから伸びる足を組みなおす。錦織は、見てはいけないと思いつつも、思わず見てしまいそうになる自分に言い聞かせる。

（見たら駄目だ、見たら駄目だ。あいつのセクシーな生足はニセモノなんだから！）

「えー、なになに、みっちーそっちにいるの？」



    

  
    
      



    

  
    
      

　女おんな風ぶ呂ろから六りく道どうの声が飛んでくる。

「いるよー。目の前であられもない格好をしたにしぽんが、お湯につかっています！」

「いいなあ。はっ、もしや、みっちーも全裸？」

「んなことないよー。ミイラのようにタオルを巻きつけてるよー」

「なーるほど。その作戦で六道も男風呂を訪問しようかなあ」

「こんでよい!!」

　錦にしき織おりは叫んだ。

「ゆ、弓ゆ削げ！　お、男風呂に入ってきたはいいが、どうするつもりだ？　ふ、風ふ呂ろにも入るのか？　タオルを巻いたまま入るのは、多くの場合マナー違反だぞ！」

　のぼせたような真っ赤な顔で弓削を指差す。

「ほっほう。つまり、あたしに脱げと？」

　弓削は挑発的に目を細めると、立ちあがる。

「いや、脱がないでよい。お前がその格好で脱いでしまったりしたら、オレは世界の何を信じればいいのか分からなくなってしまう恐れがある……って、おまっ、なにバスタオルの結び目に手をかけてんの？　ちょっ、止やめようよそういう冗談！」

「冗談じゃないよ――。ハラリ」

「なにそのよく分からない擬音――――！」

　弓削がバスタオルの結び目を緩める。錦織が顔を背けるよりも早く、重力に引っ張られてバスタオルはバサッと落ちた。

「ぎゃあ――――――――――――――――――――――」

　絶叫を上げる錦織――――。

　…………。

　錦織の眉み間けんに皺しわが寄る。

「って」

　魂を抜かれたような目で、バスタオルの取られた弓削を見つめた。

　スラッと伸びる足、くびれた腰、地上の全すべての男子を魅了するボディライン……。だが、大事なところは紺色の布で覆われて隠されている。水着を着ていたのだ。しかもお約束の紺色のスクール水着。胸のネームプレートには「弓削」と書かれてあった。胸にはしっかりパットが入っていて、絶妙な膨らみを持っている。

「ジャッジャ――――ン！」

　肩ひもをつけた弓削は人差指を立てて見せた。

「おまえって奴は……」

　錦織は虚うつろな目を空中で泳がす。

「なかなか来なかったのは、そんなもんをしこんでいたからかよ」

「にしぽん、今、一瞬ドキッとしたでしょ？」

「ああ、した、したともさ！　ってか、今でも心臓がバクついているくらいだ」

「よしっ、勝った！」

　ガッツポーズをする弓ゆ削げに、錦にしき織おりはタオルの載った頭をグシャグシャとした。

「なんだよ、勝ったって。ってか、水着の上にバスタオルを着る意味があんのか？」

「そこがマニアックでいいんだよ」

「マニアック過ぎてついていけない」

　錦織はやるせなさそうに首を振る。

「なに、みっちー、水着、着てるの？」

　再び六りく道どうの声が飛んでくる。

「そっかあ。六道も水着を持ってくればよかった！　そうすれば男おとこ風ぶ呂ろにいけたのに！」

「だから、こんでよい！」

　弓削は温泉の湯でかけ湯をすると、湯船に真っ白なつま先から足を入れていく。

　そのまま湯船の中を歩いて、端はしの錦織の横に座った。

「星が綺き麗れいだね」

「……」

「なんで無視？　どうして、なんで？」

「散々理由は説明してきたはずだ」

　錦織は弓削の方を見ずに答える。

「でも、この美しい星空の下なら、過去の恨みを全すべて洗い流して、寛容な気持ちになったりするんじゃない」

「残念だけど、そーでもないな」

「ぶ―――」

　弓削は不満そうに唇を結び、温泉の横の小川に顔を向ける。

「わっ。にしぽん、猿がいるよ」

「猿？」

　錦織はつられて弓削が指差した方を見た。温泉には不似合いな異国の猿が、温泉横の小川の対岸を歩きながら、こちらを見ていた。

「この森に住んでいる猿かなあ？」

「さあ」

　錦織は肩をすくめた。

「えー、猿？」

　女風呂から六道の声がした。

「ああ、今、そっちに向かってるぞ」

「あの猿、イタズラ好きで困るんですよね」

　米よね倉くらの声もする。昔からいる猿らしい。

「でも猿が温泉にくるなんて、ますます温泉旅館みたいだな」

　錦にしき織おりが感心していると、女おんな風ぶ呂ろの方から歓声が上がった。

「わ、猿さんきた―――」

「む。なかなか悪そうな面構えをしているじゃないか」

　女の子たちが興奮する声が聞こえる。

「あっ、あああ――」

　六りく道どうの驚きの声が聞こえてきた。

「どうかしたかあ？」

「猿さん、小川渡って、風ふ呂ろの方にきたよ――」

「こっちには来ようともしなかった癖に。動物的勘で弓ゆ削げのペテンに気がついたか」

「失敬な。誰だれがペテンですか！」

　弓削は唇を結ぶ。

「あれ？　猿さん、温泉スルー？　そっちは更衣室だよ？」

　女風呂から六道のそんな声が聞こえた

　その直後――、

「「あ―――――――――――――――――」」

　悲鳴が上がった。六道だけでなく、米倉や輝夜かぐやの叫び声が合わさる。

「どうした？　なにかあったのか？」

「猿さんが、いや、モンキーがあぁぁぁぁ!!」

　声が緊迫していた。

「猿がどうかしたのか？」

「六道たちの、下着を奪って逃走中！」

「はっ？」

　錦織は訝いぶかしげな顔を弓削と見合わせた。

「こ、この！　返せ！　それは私の勝負下着なんだぞ」

　輝夜が珍しく焦った声を上げる。いや、それよりも、

「閣下の勝負下着？」

　錦織はまた弓削と顔を見合わせる。

「閣下、あれ、勝負下着？　ごく普通のスポーツ用下着に見えたけど……。ってか、閣下の口から勝負下着なんて言葉が出てくること自体、意外だ！」

　錦織たちの疑問を六道が代弁する。

「いつでも真剣勝負ができるよう、動きやすい仕様になっているんだ！」

「「そ、そういう勝負かよ!?」」

　錦にしき織おりと弓ゆ削げは同時にツッコミをいれる。

「貴重な下着をむざむざ取られてたまるか！　奪い返すぞ！」

「え――、無理だよ。相手は猿だよー」

「私も無理だと思います」

「諦あきらめるな！　いくら運動能力の高い敵とはいえ、たった一匹じゃないか！　全員で力を合わせればなんとかなる」

　ザバ――とお湯が溢あふれ出だす音がする。輝夜かぐやが湯船から上がったらしい。

「セクシーとサイクロンは右翼を固めろ。敵を風ふ呂ろ場ばの外に出させたら負けだ」

「りょ、了解です」

「ラジャー」

　二人とも輝夜に従って猿を捕まえるらしい。

「なんか隣、すごいことになってるね。ホントはあたしも応援にいきたいなあ」

「まあ、閣下の前では、猿も一たまりもなかろう」

「かもねえ」

　そんな風に暢のん気きな会話をしている間にも、女おんな風ぶ呂ろからはペタペタと輝夜たちが走りまわる音と、キ――キ――と猿が鳴く声が聞こえてきた。

「ようし、追い詰めたぞ！　包囲網を縮めろ！」

　柵さくのすぐ近くから輝夜の声が聞こえた。猿を柵側に追い詰めたらしい。

「フリ――――――ズ！　モンキー！」

　輝夜の恫どう喝かつするような声。

「なぜ英語！」

　錦織がそんなツッコミを入れた時、

　キシャ―――。

　猿のとりわけデカイ鳴き声が響き渡り、ガタガタと竹製の柵が揺れた。すぐに男風呂と女風呂を別わかつ柵の上に、先ほど小川の向こうを歩いていた猿が現れる。その手には白やピンク色の下着がいくつも握られていた。カップが異様に小さな物に、派手なレースのついた物、無味乾燥な物の三種類。一連の会話から、誰だれがどの下着の持ち主ぬしか一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

「逃がすか！」

　輝夜の気合の入った叫び声がして、柵がグラリと揺れた。体当たりして、猿を落とすつもりらしい。

「閣下、そんなに激しく揺らしたりしたら――！」

　米よね倉くらが叫んだ直後、柵がグラリと大きく傾いた。米倉たちの「あ――――！」という声と共に、柵は男風呂の方に倒れてきた。

　グラ―――――、グッシャ――――ン。

　柵さくはもろくも倒れてくると、男子風ぶ呂ろの床に激突して壊れた。

「「「！」」」

　錦にしき織おりはポカンと口を開けたまま固まった。倒れた柵の向こう側に、錦織と同じような顔をした女の子が二人いた。米よね倉くらと六りく道どうだ。

　二人は肌色でベタ塗りしてもオッケーなくらい全身肌色。肌色成分の叩たたき売うり状態。湯煙の中に浮かぶ薄紅色のリンゴが四つ。大きいのが二つに小ぶりが二つ。天然ボカシのおかげで本当に大切な部分は隠れているが、ボディラインははっきりと分かる。つまり全裸。

　そんな状況の中、キーキーと鳴き声を上げながら、反転した猿が女風呂に戻っていく。

「待て！　待たないとゴルゴタの丘に晒さらすぞ！」

　湯煙の中から輝夜かぐやの怒声が飛び、ピタピタと走っていく音が聞こえた。

　時間が止まったままの錦織、六りく道どう、米倉の三人。

　直後――。

　星の瞬またたく米倉離宮の空に、悲鳴が響き渡った。





　米倉離宮でそんなことがあった頃ころ――。

　同じ伊い豆ずの別荘地にある白壁と金色で彩られた洋館、通称「松まつ島しま離宮」。そこの大理石の浴場で、錦織に縁ゆかりのある女の子たちが湯に浸かっていた。梢こずえ、美み紀き、舞まいの三人だ。

「あっ」

　梢が急に思い出したように声を上げた。

「どうしたの、梢ちゃん？」

　乳白色の湯を肩に塗りつけるように手を動かしていた美紀が、ゆっくりと梢の方を向く。

「いえ、今、お兄ちゃんの悲鳴が聞こえたような気が……」

「錦織くんの？」

　のぼせたように上気した顔で聞き返す。

「気のせいでしょ。ここでさすがに錦織くんの声が聞こえるわけないもの」

　美紀の横で、舞もゆったりとした顔で言う。

「大丈夫。錦織くんは明日、三人でじっくり探せばいいんだから」

　美紀はうんうんと頷うなずいた。

「ありがとうございます。一緒に兄を探していただける上に、別荘に泊めてくださって」

「いいのいいの。だって泊まるあて、なかったんでしょ？」

「それはそうですけど……」

「同じ地元。しかも錦織くんの妹さんを放ほうっておけるわけないじゃない」

「はあ」

　梢こずえは頭を下げる。

「それにしても……、ものすごく広いですね、この別荘」

　梢はお風ふ呂ろを見まわす。お金というものはあるところにはあるらしい。東京ドームよりも広い敷地に贅ぜいを凝らした洋館。今入っている風呂も、ギリシャの神殿のような柱が何本も立ったドーム状の総大理石。湯は金ピカのライオンの口からこんこんと湧わき出だしている。こんな金持ちは漫画にしかいないと、梢は思っていた。

「美み紀きの家はケーブルテレビ会社とか、遊園地経営とか手広くやって、色々と私たち庶民からお金を吸い上げている大金持ちなのよ」

　舞まいが微笑ほほえむ。

「お金を吸い上げてなんかないわよ！」

　美紀が唇を結ぶ。梢が「ハハハ」と愛あい想そ笑わらいを浮かべていると、美紀が近づいてきた。

「梢ちゃん。あそこの舞についてどう思う？」

「え？　どう思う、と聞かれましても……」

「いい体してると思わない？」

「はっ？」

「パッと見た感じ、引き締まったスレンダーな感じなのに、その実、あのムチムチっとした感じ。出るところは出てるし、引っこんでいるところはひっこんでいる」

「はあ」

　梢は舞の方を見る。確かにいい体だ。林りん檎ごのように丸い胸にくびれた腰、大人の女性の雰囲気を備えている。同性でありながら思わず見とれてしまうくらいだ。

「それに比べて私はねえ。高校三年生になっても残念な体型よ」

　美紀は自虐的に言いながら、胸を左右から寄せて見せた。確かに舞に比べると残念だが、そう悲観するほどでもないと梢は思う。

「でも、私に比べれば大きいです」

　梢は自分の胸を押さえてみせる。

「なに言ってんの。梢ちゃんには未来があるわ。広大な未来が！　私はもう先がないの」

「なにバカなこと言ってるの」

　舞が近づいてきて、濡ぬれタオルを美紀の頭の上に置く。タオルから溢あふれ出でたお湯が、美紀の綺き麗れいな顔を流れ落ちていった。

「やったなあ。このおっぱい星人！」

　美紀は両手ですくった湯を、舞の顔にかけようとする。

「生徒会長ともあろうものがなんという破は廉れん恥ちなことを！」

　舞は憂うれうように首を振りながらも、美紀のお湯攻撃を巧みなボディワークで避よける。

「なにが破は廉れん恥ちよ！　誰だれととは言わないけど、ラブホテルに行ったりしたくせに！」

「ちょっと、美み紀き！　な、なんてこというのよ！」

　舞まいは顔を真っ赤にして、梢こずえの方を気にしながら叫ぶ。

「胸を大きくしているから、あんなに破廉恥なことができるのよ！　このおっぱい星人！」

「胸は関係ないでしょ！」

「いいえ。絶対に関係あるわね。だって、私はラブホテルなんて恥ずかしくていけないし」

「だから、それは性格の問題でしょう？」

　二人はよく分からない口論を始めてしまった。

「ふう」

　梢は二人を見ながらため息をつく。

　そして、まだまだ自分は子供なのかな、と思った。



    

  
    
      


３　謎の能面



「では……、お泊まり会恒例の怪談大会を始めたいと思います」

　薄暗い部屋に弓ゆ削げの声が響く。窓のカーテンは閉じて、天井の照明は切り、畳の上に並べられた米よね倉くらが借りてきた懐中電灯四本だけが光源だった。

「それはいいんだが……」

　錦にしき織おりはボソッと呟つぶやく。

「なんでオレだけみんなから隔離されているんだ？」

　中央部に集まったパジャマ姿の女の子たちから離れた入口の扉近くに、錦織はポツンと座らされている。六りく道どうが冷たい目を錦織へ向ける。

「だってあいふぉんが錦織くんとは目を合わしたくないって」

「え、そうなの？」

　錦織が問うと、米倉は「え、その……」と言いながら、下を向いてしまった。

「温泉で錦織くんに裸を見られたショックが原因だよ。六道クラスになると、立ち直りは早いんだけど。フッ」

　そう言って、六りく道どうは前髪をかきあげた。

「勝手に威張ってろよ。んなことより、米よね倉くら、まだ気にしてんの？」

　米倉は無言で下に向けた顔を小刻みに震わせていた。胸を隠すように両腕を組む仕草が錦にしき織おり的にはショックだった。

「事故とは言え、悪かったって謝ったじゃないか――。許してくれよ――」

「無理だね。錦織くんがあいふぉんの裸の記憶を完全に消去しない限り無理」

「そんなパソコンのデータみたいにいくかよ！」

「そう言う錦織の記憶には、今も鮮明にあいふぉんの白い裸体が刻まれているのだった」

「弓ゆ削げも！　変なナレーション入れるな」

　弓削も裸を見たくせに、とボソボソと言う。

「それはいいが、どうしてこんなに部屋を暗くしないといけないんだ？　“〝かいだん”〟とはなんだ？　誰だれかと会うのか？」

　輝夜かぐやがそわそわした様子で言う。

「そりゃ会談だろ……」

「閣下、ナイスボケだよ。グッド！」

　六道は親指を立てる。

「これからやるのは怖い話をしあう、怪談だよー」

「私は部屋に帰らせてもらおう」

　輝夜が立ちあがろうとした。

「待ってよ閣下。閣下も参加しようよ」

「嫌だ。興味ない」

　六道に握られた手を振り払い、立ち去ろうとする。

「あれえ、閣下。もしかして、お風ふ呂ろに引き続き、怪談も苦手なんですかー？」

　弓削が少し意地の悪そうな顔をする。

「そ、そんなことはない。風呂も怪談も、苦手ということはない」

　輝夜は頬ほおをピクピクさせる。

「だったらお風呂と一緒で、参加すればいいじゃん」

「う――む……」

　輝夜は腕を組んで悩んでいたが、やがてスタスタと錦織の横まで行ってそこに座った。

「分かった。つまらないとは思うが、一応、聞くとしよう」

　威厳たっぷりに頷うなずいた。

「それはいいが、なんでオレの横なんだ？」

「面白くなかったらすぐに出て行こうと思ってだな」

　怖かったらすぐに逃げるの間違いじゃないのか？　と錦にしき織おりは思ったが、黙っておいた。

「じゃあ、六りく道どうが、とっておきの怖い話をするよー」

　六道は懐中電灯を顎あごの下から当てながら、全員を見まわした。

「あれはそう、六道がまだ小学校に通っていた頃ころのことじゃった」

「お婆ばあちゃん言葉!?」

　錦織のツッコミを無視して、六道はすすめる。

「その日は部活かなにかで遅くなって帰っていたんだが、途中で忘れ物があることに気がついて六道は学校に引き返したんじゃ。教室に戻ると、もうクラス全員が帰宅した後で、誰だれもいなかった。六道が忘れ物を回収して戻ろうとした時、ふと、クラスメイトの机の上を見ると、饅頭まんじゆうが山盛りになって置いてあったんじゃ」

「饅頭？」

　弓ゆ削げがいぶかしむように、眉まゆ根ねを寄せる。

「そう、饅頭。育ち盛りの六道は、一個失敬して、その場で食べてしまった」

「かなめ、それははしたないですよ」

「沢山あったから一個くらいいいかな、と思って……。でね、お腹なかを満たした六道がいい気分で教室を出て、薄暗い廊下を歩いていると……」

　六道は真剣な顔でためをつくる。

　ゴクリ――。

　錦織の横で輝夜かぐやが盛大な音を立てて、唾つばを飲みこんでいた。

「廊下を歩いていくと……、後ろから、『置いてけー、置いてけー』って声がしたんじゃ。六道が立ち止まって振りかえってみると――」

　六道は電灯に照らされた怖い顔を、グルリと後ろに向ける。その方向には丁度、錦織と輝夜が座っていた。

「む、むむむむむむ―――――――――――――――！」

　唸うなり声ごえが上がる。

　輝夜だった。真っ赤な唇を横一文字に結び、横の錦織の腕をギュッと掴つかんで引き寄せた。

（ラッキー？）

　むにゅっという感触に、だらしなく鼻の下を伸ばしたが、

　次の瞬間――。

　バ――ン、バキバキバキ――。

　錦織の体は２メートルくらい吹っ飛ばされ、部屋の壁に激突した。輝夜が引き寄せた錦織の頬ほおを、思いっきり殴りつけたのだ。しかもグーで。

「いて――よ！　なんでいきなり理不尽な暴力なんだよ！」

　錦織は頬を押さえながら上体を起こす。

　輝夜かぐやは戸惑った顔をしていた。

「いや、強いストレスだ！　サイクロンの話を聞いていると、強烈なストレスを感じた！」

　錦にしき織おりを殴った拳こぶしを見つめながら、うわ言のように言う。

「はあ？　ストレス？」

「その全身のストレスを吐き出すため、思わずハラグロを全力で、全身全霊をかけて殴ってしまった。だから理不尽ではない」

「それがまさに理不尽な暴力！　普通は叫んだり、抱きついたりして発散するもんだろ！」

「その程度で追い払えるほど、小さなストレスではなかったのだ」

　輝夜は真面目まじめな顔で首を振る。

「勘弁してくれ。二度とこういうことはないようにしてくれよ」

　錦織は立ちあがると、輝夜から少し距離をおいた場所に腰を下ろす。

「それで後ろには何がいたの？　ろくちゃん」

　弓ゆ削げが興味津々といった顔で六りく道どうに続きを促す。

「え――っとね。振りかえっても、そこには誰だれもいなかったんだ。声はしたはずなのに」

「へえ。それでそれで？」

「それでね――」

　六道は怪談を再開する。

「その時の六道は、気のせいかなあと思って、そのまま下げ駄た箱ばこまで向かったの……いや、向かったんじゃ」

「わざわざ言い直した！」

　錦織はツッコミを入れたが、頬ほおを押さえたままなので声が控えめだ。

「下駄箱で履き替えていたら、また声が聞こえたんじゃ。『おいてけー、おいてけー』って。今度はもっと近くから。六道のすぐ後ろから！」

　六道はそこで一呼吸おく。

　錦織が輝夜の方を向くと、眉み間けんに皺しわを寄せて、六道の顔をジッと見つめていた。コメカミには汗が浮かんでいる。

（また、暴力を振るわれるかもしれないな）

　錦織は不安そうな顔をしながら、足をモゾモゾと動かして輝夜から更に離れる。

「それでね。六道が後ろを振り返ったら――」

「ぐ、むむ」

「そ、そこには！」

　六道はまた懐中電灯を顔の下から当てた怖い顔で振りかえる。

「むむむ―――――――――――――――――――――！」

　輝夜がまた唸うなり声ごえを上げて立ちあがった。

　首をキョロキョロさせて、錦にしき織おりの姿を確認すると全速力で走ってきて、

　パッチ――――――ン。

　思いっきりひっぱたく。

　錦織の体は吹っ飛ばされ、床に投げ出される。

「だからなんで叩たたくの――！」

　錦織はひっくり返ったまま、頬ほおを押さえて輝夜かぐやを見上げた。

「す、すまない。だが体の内側に蓄積した精神的な歪ゆがみを解放させるために仕方なく……」

　輝夜は、たった今、錦織をひっぱたいた手をジッと見つめる。

「解放させるのにオレの体を使うなよ。部屋の壁でも床でも存分に叩けばいいだろう？」

「それはそうなんだが、なぜか体が勝手にハラグロへ向かって行く。恐らく、ハラグロに吐き出すのが一番効率的に歪みを解放できるからなのだろう！」

「ああ、なんとなく分かる――」

　弓ゆ削げが「うんうん」と頷うなずいていた。

「効率より、オレの体の安寧を重視しようよ！」

　錦織はよろけながら立ちあがると、首をブルブルと振りながら叫んだ。

「怪談大会は中止だ！　これ以上、叩かれたら、体が壊れる！」

　錦織の猛抗議により、怪談大会は一人目のオチもつかないまま、お開きになった。



　　　☆



「うう、まだ、頬がズキズキする――」

　真夜中、真っ暗の男子部屋のベッドの上で、錦織は唸うなり声ごえを上げていた。携帯電話の時計を見ると、普段ならまだ起きている時間である。

　明日からの財産探しは早朝から行われる。怪談大会の解散後は、男子部屋と女子部屋に分かれて消灯したのだった。

　錦織の隣では、弓削が静かな寝息を立てていた。消灯した直後は何やら興奮して話しかけてきていたが、錦織が無視しつづけると、先に寝てしまった。

「なんだか今日は疲れちゃったな」

　移動時間が長かったのと、到着してからの無意味な騒動のせいで、どうも疲れてしまった。しかも六りく道どうと弓削は異様にテンションが高い。

「でも、明日からはもっと大変になる」

　いよいよ宝捜しだ。六道たちはなんちゃってのつもりのようだが、輝夜がいる以上、そんな甘くはいかないだろう。

「いいや、とにかく寝よ、寝よ」

　錦にしき織おりは目を閉じる。

　輝夜かぐやに二度も殴られた部位が痛かったが、それを上回る疲労感で眠れるような気がする。

　その時――、

　トントンと扉が叩たたかれる音がした。

「誰だれだろ？」

　錦織は布団から抜け出すと、扉を静かに開ける。

　薄暗い廊下に立っていたのは、米よね倉くらだった。

「どうしたの？」

　米倉は気まずそうな顔で錦織の顔を見る。両腕をモジモジとさせた。

「その、トイレに行きたいんですけど、一緒に行ってくれませんか？」

　顔を薄紅に染めながら言う。

「廊下を歩いていたらさっきのかなめの話を思い出して怖くなって、引き返してきて……」

「ああ」

　錦織は廊下を見つめる。

　学校のように長い渡り廊下。足元に暖色系の照明が等間隔に並んではいるが確かに薄暗い。トイレは中央部の階段を下りて一階までいかないとないのだ。

「かなめも閣下も寝ちゃってて、起こそうとしても起きてくれなくて……」

「了解。オレも眠る前にトイレに行っておこうかな」

「ありがとうございます」

　米倉は嬉うれしそうに目を細める。その表情が可愛かわいかったので、錦織は「うっ」と横を向きながら扉を閉めた。

　廊下を並んで歩く。

「あのですね」

　歩き始めてすぐに、米倉がポツリと。

「私、この旅行中、ちょっと変じゃないですか？」

「そ、そう？」

　錦織は適当な返事をした。

「言葉数がいつも以上に少なかったりしませんか？」

「あ――、ちょっとそういうところはあるかもしれないけど、でも、こんなもんじゃね？」

「そうですか」

　ホッとしたように言う。

「それに、お風ふ呂ろであんな事件もあったしね」

「あっ」

　米倉は声を上げて、顔を真っ赤にする。

「ご、ごめん！　もしかしてもう忘れてた？」

　錦にしき織おりは口の端はしを引ひき攣つらせた。

「はい。意識的に記憶から消していました……」

「しまったああ。墓穴を掘ったあ」

　錦織は大おお袈げ裟さに頭を抱えてみせた。そんな錦織に、米よね倉くらは相そう好こうを崩す。

「ごめんな、事故とは言え……。しかも二度目だし」

「いえ。恥ずかしいですけど」

　米倉は声を小さくすると、「ホントは錦織くんならそんなに嫌じゃないです」と続けた。

「えっ？」

「いえいえ、なんでもありません」

　米倉はまた顔を真っ赤にして、手をパタパタと振った。錦織は首を傾かしげる。

「あ、明日から、いよいよ財宝探しですね」

　米倉が話題を変えた。

「ぶっちゃけ、どうなの？　ホントにあるの、隠し財産？」

「う――ん」

「ホントは温泉旅行がメイン？」

「いえ、私自身は、そうでもないですよ」

　米倉は首を振る。

「私自身、存在を忘れていましたけど、ここ、米倉離宮に曾そう祖そ母ぼさまが何か、大切なものを隠されたのは間違いない、というのが米倉家の共通の認識です。ですから、本当にお宝がある可能性は十分にあるかと」

「へえ。オレはてっきり、最初から温泉メインで提案したのかと思ってた。隠し財宝は閣下を騙だますための詭き弁べんで」

「私、そんなにハラグロくはありません！」

　米倉は頬ほおを膨らませてふてて見せる。でも目は笑っていた。

　その表情に錦織はホッとする。「おかしくないか？」と聞かれた時は嘘うそをついたが、今け朝さ、列車に乗った時から、米倉が暗いな、と思っていたのだ。

　階段を降りて、一階のトイレの前までくる。

「錦織くんからでいいですよ」

「サンキュー」

　錦織は扉を開いた。

「ここはトイレもすげえなあ」

　米倉離宮のトイレはものすごく大きい。どれも錦織の家の部屋ほどあるのだ。錦織はさっさと用をたして外に出る。

「バトンタッチ」

「ごめんなさい。あんまり入口のドアの近くにいないでくださいね」

　錦にしき織おりに代わってトイレに入った米よね倉くらは、また顔を赤らめながら言う。

「お、おう。分かった」

　あの広さなら扉の近くにいたところで用をたす音はしないだろう、と思いつつ、素直に従ってトイレから離れた。

　米倉が用をたしている間、錦織は何の気なしに、玄関に延びる一階の廊下へ目を向けた。

「ん？」

　急に目を凝らす。

　一瞬、薄うす暗くら闇やみの中に、何か動くものが見えた気がした。錦織は目をこすって、もう一度、暗闇を見つめた。誰だれもいなかった。

「気のせい……か？」

　呟つぶやいた時、背後で人の気配がした。

（誰だ――）

　心臓の鼓動を跳ね上げながら、錦織は振りかえる。

　暗闇に白い顔が浮き上がった。

　六りく道どうの怪談が脳裏を過よぎり、胸の鼓動がさらに早くなる。

　白い顔と思ったのは能面だった。能面に和服を着た人物が立っていた。

（だ、だれだ？）

　と思ったが、体が震えるだけで言葉が出てこなかった。

「ここから立ち去りなさい」

　女の声だ。声色を使っているが、女性に違いない。

「財宝の呪のろいで死にたくなければ、すぐに立ち去りなさい」

「呪いってなんだよ。お、お前は誰だ!?」

　錦織は叫ぶ。能面が幽霊ではなく、人だと分かり、少し冷静になれた。

　その時、ジャ――というトイレの水洗の音がしてトイレの扉が開く。

「米倉！　危ない！　来ちゃ駄目だ！」

　錦織はトイレの方を向いて叫ぶ。

「錦織くん？　どうかしましたか？」

　キョトンとする米倉の顔。

「どうかしたって……？」

　錦織は能面のいた方向に向き直った。まるで闇に紛れるように、能面の姿は消えていた。

「あ、あれ？」

「どうかしたのですか？　誰かいたのですか？」

　米よね倉くらは不思議そうに近づいてくる。

「い、いや。なんでもない」

　錦にしき織おりは呆ぼう然ぜんと薄うす暗くら闇やみを見つづけていた。

「本当になにもなかったのですか？」

　米倉が怪しむような顔をする。錦織は「ない、ない」と首を横に振った。

　ホストの米倉には言っておいた方がいい気がしたが、止やめておく。

（忠告してきた、ということは、オレたちに直接危害を加える意志はないってことだよな）

　遅い時間ではあるし、明日話せばいいと思う。

「そうですか……」

　米倉は納得がいかない、という顔をしていたが、すぐに気を取りなおして微笑ほほえんだ。

「トイレに付き合って頂いて、ありがとうございました」

　二階への階段を上りながら、米倉はそんなことを言う。

「錦織くんと話せたおかげで、ほんの少しですが悩んでいたことがすっきりしました」

「そ、そっか。大したこと話してない気がするが、役に立ててうれしいぜ」

　錦織が肩をすくめると、急に米倉が錦織の手を握ってきた。

「うおおっ!?」

「なんですか？　その驚き方」



    

  
    
      



    

  
    
      

　米よね倉くらが赤い顔でむくれてみせた。

「い、い、いやいや。いきなりだったから」

「大丈夫です。ちゃんと手は洗いましたよ」

「いや、そんなことは心配してないが」

「薄暗いですから。手を繋つないで帰った方が安心です」

「お、おう。そうだな」

　錦にしき織おりは首を傾かしげながら、米倉と結ばれた手に軽く力をこめる。

　米倉の手は暖かで、緊張していたのか、少し震えていた。



　　　☆



「ではこれより！　米倉の隠し財宝の捜索を開始する！」

　午前七時――。

　雉きじ場ばさんの用意してくれたリッチでゴージャスな和風朝食を取り終えた輝夜かぐや以下五名は、米倉離宮の玄関の前に集まっていた。輝夜は探検家スタイルではなくブラウスにショートパンツ。他メンバーも比較的、森の中を探索しやすい格好をしていた。

「ふぁ――――あ」

　六りく道どうが大あくびを出して、しょぼしょぼの目を擦こする。前日に続いて早起きだったからだ。

「サイクロン！　たるんどるぞ！」

　輝夜の叱しつ責せきが飛ぶと、六道は「は――い」と答えながら、またあくびをしていた。

「捜索の目標はこれだ！」

　輝夜は例の七つの洞どう窟くつが描かれた地図を掲げた。

「この敷地内のどこかに、このような洞窟がある。全員の力を合わせて発見するのだ！」

「おーう……」

　輝夜の掛け声に、全員バラバラに答えた。六道でなくても眠かった。

「さて、この広い敷地内で全員でまとまって探すのはどう考えても効率が悪い。手分けして探すのが適当だと思うのだが」

　輝夜は全員の顔を見ていく。

「え―――。みんなバラバラで探すの？　それは楽しくないよお」

　弓ゆ削げがブ――ブ――とブーイングを飛ばす。

「捜索に楽しさなど必要あるか！　大事なのはいかに効率的にお宝を発見できるかのみ」

　輝夜がクワッと牙きばをむくと、弓削は唇を尖とがらせて「錦織くんとの楽しいラブハイキングがあ……」とわけのわからないことを言っていた。

「あ――、オレも、バラバラで探すことには反対だぞ」

　錦にしき織おりが小さく手を挙げる。

「ほう。どうしてだ？」

「実は、まだ誰だれにも言ってないことなんだが……。昨日、夜、トイレに行った時さあ」

　錦織がチラッと米よね倉くらに目を向けると、少し顔を赤らめていた。

「オレが用を足して出てくると……」

「はい、質問」

　弓ゆ削げが結構、真剣な顔で手を挙げた。

「早いな質問。なんだ？」

「いえ、どうしてにしぽんが、トイレに行った時、と話をした瞬間、あいふぉんの顔が赤くなったのかな、と」

「弓削、観察しすぎ!!」

　思わず錦織はうわずった声を上げる。

「ええっと、私がトイレに一人で行くのが怖くて、錦織くんを誘ったんです」

　米倉が蚊の鳴くような声で言う。

「わっ、あいふぉん、積極的だ」

「そんなんじゃないです。かなめも閣下も熟睡していたから仕方なく」

「そうそう。たまたまオレも起きててさ」

　錦織が手をパタパタとする。

「なんだか怪しいけど、まあいいや。それで？」

　弓削は怪しむように目を細めたまま、肩をすくめた。

「ええっと、米倉とトイレをバトンタッチして、待ってるとさ。なんか能面をかぶった人がオレの目の前に現れてさ」

「能面？」

　輝夜かぐやが眉まゆをひそめる。米倉は「あっ」という感じに口を開けた。昨日の夜、錦織の態度がおかしかったことを思い出したのだろう。

「そう、能面。あの神社とかで能とかする人がやってる、あれ。で、その能面がオレに警告したんだ。隠し財宝は諦あきらめてけーれって」

「ほ、ほ―――――う」

　輝夜は目を見開くと、何が嬉うれしいのかニヤリと笑う。

「しかもさあ。宝物を探すと、呪のろいがかかるぞとまで言われてしまった」

「なるほど。警告か」

「一体、誰がそんなことを……」

　米倉は唇を噛かんで、深刻そうな顔をする。外部の人間にしろ内部の人間にしろ、不審人物が自分の別荘の中で客人を脅したとなると、看かん過かできないだろう。だから本当は、錦織は米よね倉くらにこのことを言いたくなかった。

「でも、わざわざ警告してくれるほどだからさあ、危害を加えようとは思ってない、とオレは感じたんだけどさ」

　錦にしき織おりは米倉を見ながらフォローする。米倉は「そうですが……」と、あまり納得のいっていない様子だった。

「だが、これでますます、秘宝がまだ存在する可能性が高まったな」

　輝夜かぐやは嬉うれしそうに言う。

「でさ。オレが言いたいことはさ。そういう警告があった、ということは、万が一にもそういう危険の可能性があるわけだろ。そういう状況での単独行動は危ないと思うんだ」

「なるほど。ハラグロにしてはもっともなことを言う」

　輝夜は腕を組んで頷うなずいた。

「とはいえ、全員で捜索することもない。二人と三人の二チームに分かれるのはどうだ？」

「二チームか」

　錦織は呟つぶやく。確かに一人よりはずっと安全ではある。

「いいんじゃないか？　オレは賛成だけど」

「私も賛成です」

「みっちーも全員よりはいいと思う」

　他メンバーたちも各おの々おの頷いた。

「あと、能面の人については、雉きじ場ばさんに話しておきます。外部からの侵入者だとしたら、放ほうってはおけないですから」

　米倉は真剣な顔で頷いた。

「では二つのチームに分かれて探すとしよう。探索は午前と午後に分けて行う。十二時になったらここに一度集合して昼食。そこでチーム編成を変えて、午後の探索を始める」

「了解」

　錦織は頷いた。

「探索中、何か発見があったら、もう一方のチームに携帯電話で連絡して、随時集まろう」

「すみません。裏山の奥の方は尾根と基地局の場所の関係で、携帯の電波が非常に入りづらいのです。連絡はしづらいかと」

　米倉が恐縮するように言う。

「そうか。ならば、昼と夕の集合時に報告しあうとしよう」

　輝夜は頷くと、全員の顔を見つめる。

「で、チーム編成の決め方だが……」

「はいは―――い！　編成方法について、みっちーに一つアイディアがあるのですが!!」

「普通にグウとパアでいいだろう？」

「それじゃああまりにもつまらない。メンバー同士の相性によっては、探索能力が上がったり下がったりする可能性もあるのです。そこで！　あたしがこの、十三星座占いを使って、今日のこのメンバー同士の相性を占ったところ――」

「時間がない。グウとパアで決めるぞ」

「ちょっ、閣下、みっちーの熱弁無視!?」

「グウとパアで――」

「分かれましょっ！」

　ほとんど同時に全員の手が出で揃そろう。

「あっ！」

　ほぼその場にいた全員が声を漏らす。一回で二つのチームに分かれたのだ。



　　　☆



「こんなこともあるんだねえ」

　秋の落ち葉で覆われた森の小道を歩きながら、六りく道どうはしみじみと話す。頬ほおを少し火ほ照てらせ、口はやや綻ほころんでいる。ふわふわっと揺れる薄黄色のスカートが、彼女の今の気持ちを表しているかのようだ。

「じゃんけんに弱い六道が、よもや錦にしき織おりくんとペアになるなんて。でこぼこコンビ復活？　ま、まさか、そうなの！」

「……」

　一人で叫んでいる六道の前を、当の錦織は黙々と歩き続けていた。

「ここにきて、六道に転機が訪れようとしているのでしょうか!?」

「……」

「まさに人にん間げん万ばん事じ塞さい翁おうがほにゃららだね！」

「馬な。中途半端な知識で格言を使おうとするなよ」

　錦織は振り返る。六道はフッフッフッと笑う。

「無視を決めこもうとしてたのに、思わずツッコンでしまったね、六道のボケトラップに！　さすが錦織くん、ツッコミ体質だね」

「勝手に人の体質を決めるな」

　錦織はやれやれとため息をつくと、枝木の隙すき間まから見える、どこまでも透き通った空を仰いだ。

「オレにとっては実に微妙なチーム編成だ。神はオレにいったい、なんの試練を賜たまわらんとしているのか」

「そこまで言う？　じゃあもしグーとパーの結果、六道じゃなくて、あいふぉんとコンビだったら？」

「そりゃお前……」

　錦にしき織おりは両手を握り締めて、体をワナワナと震わせると、

「ひゃああああほ―――――――！　ラアアアアキ―――！！！！！！！！！！！」

　拳こぶしを握り締めたまま、飛び上がった。

「す、すごい、なんてオーバーリアクション。六りく道どうにはため息なのに！　おかしい。六道、とあいふぉん、どうして差がついたのか……。慢心、環境の違い!?」

　六道は真剣な表情で顎あごに手を当てた。

「あのなあ、六道。そんなおばかな話はいいからさ。どこを探すか、考えようぜ」

　錦織は地図を開いた。雉きじ場ばさんが用意してくれたもので、裏山の簡単な地図だ。

　米よね倉くら離宮の裏庭は、表玄関近くの日本庭園とは異なり、自然のままの森を楽しめるようになっている。その大半は中央の小高い山を囲むように木々が茂った森。その中に小川があり、小さな滝、崖がけ、日本の森の自然が凝縮された形になっている、ようだ。

「で、今、六道たちはどこにいるの？」

「……お前、地図全然よめないんだな」

　錦織は地図上の一本の小道を指差す。裏庭には屋敷から見て左右二つの山に延びる小道があり、錦織たちがいるのはその一方。輝夜かぐやたちは逆側から森に入っている。

「ふ――ん。探すのは七つの洞どう窟くつだよね？　だったら山の周りの岩壁を探すのがいいんじゃない？」

「普通はそう考えるだろうけどさあ」

　錦織は顎に手を当てる。

「そんな一般的な場所だったら、捜索隊がすぐに気がつくんじゃないか？」

「それは確かに」

　六道は首を傾かしげる。

「でもだからといって、この地図を見るだけで何かよい考えが出るわけじゃないけどな。結局、山に向かって道を進むしかないわけだ」

「そだよ。ハイキングを楽しもうよ」

　六道はニッコリ笑う。錦織も肩をすくめると、「そだな」と笑って歩きだした。



　秋の装いに姿を変えた森の中を歩く。小道の色づいた落ち葉の絨じゆう毯たんを踏みしめながら、錦織たちは奥へと進んでいく。

「なんかさあ、二人っきりって久しぶりだね」

　六道が錦織の表情をチラチラッと窺うかがう。

「あ―――、そうだっけ？」

「そうだよー。最近ではかなりレアなケースですよこの状況！」

「ふ――ん」

「うわっ。なんという、気のない返事！　プンプンだ」

　六りく道どうは頬ほおを膨らませる。

「だってさ。まあレアには違いないけど、別に取り立てて盛り上がるところでもないかな、と。普段から二人っきりを目指していたけど、様々な事情によりなれなかった、というなら話は別だけどさ」

「うわっ。まるで普段は二人っきりを避けていた、とでも言わんばかりだ」

「そんなことは言ってねえよ」

　錦にしき織おりは肩をすくめた。

「あのね……」

　六道はまた錦織の顔をチラと見る。

「今度はなに？」

「前に婚約騒動があったじゃん」

「あったかもしれないし、なかったかもしれない」

「既にあやふやな記憶!?」

「いや、あった。確かにあったぞ、たった今思い出した！」

　錦織はワザとらしく拍はく手しゆを打つ。六道は尖とがらせた口を錦織へ向ける。

「まあいいや――。でね、六道が思うには、あの時が六道のピーク、だったと思うんだよ」

「ピーク？　なんのピークだよ、なんの？」

「なんといいますか……人生のピーク？」

「早いな、人生のピーク」

「あのね。一時は、閣下と愉快な仲間たちの二大ヒロインの一翼を担っていた六道ですよ」

「ほんと短い期間な」

「ところが最近、閣下の活動の中で影が薄い気がする」

「その辺、一応、認識してたんだ」

「提案が採用されることも少ないし」

「可哀かわい相そうに」

　錦織は残念そうに首を横に振る。

「しかも、みっちーとキャラがかぶってる」

「向こうの方が色々と目立つことが多いしな」

「でさあ、そういう没個性の今日きようこの頃ごろ、錦織くんは六道のことをどう思っているのかなあ、と。どういう立ち位置なのかなあと」

　六道は結構、真剣な顔で見つめる。錦織は立ち止まると、そんな六道を見返す。

「あのな。オレは最初の頃ころから、六りく道どうに対する思いは変わってないぜ。ずっとな」

　フッと口を綻ほころばせた。

「ホント？」

　目を輝かせる。

「ああ。新たにどんなヒロインが登場しようが、オレにとっての六道の位置は変わらない」

　真剣な顔で言う。

「六道はオレにとって――」

「錦にしき織おりくんにとって？」

　六道はゴクリと唾つばを飲みこむ。

「六道はオレにとって、最高のボケ担当、だな」

「散々ひっぱっといてそれっ！」

　六道はパシンと錦織の背中を叩たたく。

「げほっげほっ。珍しく、六道にツッコミをいれられた！」

　錦織は咽むせながら、叩かれた場所を擦さする。

「ぶう。六道は結構、真剣に相談してるのに」

　六道は恨みがましい目を向ける。ちょっと目が潤んでいた。

「あのなあ……」

　錦織は耳の後ろを掻かきながら、改めて六道を見た。

「つーか、いわなくても分かってるだろ。オレは六道のこと、いいヤツだと思ってるぜ」

「それってつまり、いわゆる“〝いい人”〟止まりってヤツ？」

「そういう意味のいいヤツじゃあねえよ」

　錦織は肩をすくめる。

「うん……。錦織くんから、そんな言葉を聞けただけでも十分嬉うれしいよ」

　六道は頬ほおを小さく染めたまま、胸に両手をあてた。

「つ――かさ。お前、真面目まじめに探してんのかよ」

「へっ？」

「これだよ……。なにがへっ？　だよ。洞どう窟くつ探しが今の目標なんだぜ？」

「あ、ああー。洞窟ね。うん、探してるよ。いや、ホントに」

　六道は慌てて、首を動かした。

「平気な顔で嘘うそをこくなあ。さっきから喋しやべってばっかな癖に」

　錦織はやれやれと呟つぶやく。

「そういう錦織くんはまじめに探してるの？」

　意外そうな声を出す。

「あのな。オレはいつだって真面目なんだよ。人生、真面目に生きてんだよ。特に今回の作戦には、超真剣だ！」

「わ――お。錦にしき織おりくんが真面目まじめに閣下の仕事をするのを初めて見た！」

「失敬な！　オレはいつだって真面目にやってっぞ。だが、今回はいつも以上に本気だ。本気で秘宝を見つけ出すつもりだ」

「なんで？　米よね倉くらの隠し財宝がありそうだから？」

「本当はないかもしれないぞ。でも、考えてみろ。閣下といると、変なことがあるじゃん。六りく道どうのママさんも言ってたように」

「そだね」

「じゃあ、今回だって、なんか起きるかもしれないじゃないか」

「それってつまり、本当に隠し財宝が出てくる、ってこと！」

「そう、それだ！」

　錦織はニマッと笑う。

「だって、閣下は一千億が欲しいとか言ってたんだぜ。もし、閣下の摩ま訶か不ふ思し議ぎなパワーでなんかすごいことが起きるとしたら、出てくるお金の規模はそのレベルだろ？」

「た、たしかに！」

「一千億あったら、その１％を手に入れただけでも、一生、遊んで暮らせるんだ。そして、一％ちょろまかしたところで閣下は怒らないだろ」

「そ、それはどうだろう」

　六道は首を傾ける。

「まあとにかく、実はオレは今回の作戦をえらく楽しみにしている。もしかしたら、すごいお宝をゲットできるかもしれないからな」

　錦織は目の下に黒い影を落として、ハラグロイ顔を作った。

「なにか手がかりが見つかったら、すぐには閣下には告げずにいようぜ」

「おおっと！　錦織くんのハラグロなところを久しぶりに見た気がする。でもまあ、そういうことなら、六道もちょっと真面目に探そうかなあ」

　そう言って、六道は頭をグルグルと動かして、周囲をじっくり観察し始める。

　その時――、

　頭の上で、キ――キ――という動物の鳴き声が聞こえた。

「ん？」

　二人は顔を上げた。木の上に猿がいた。薄茶色の体毛に包まれた小型の猿である。

「あっ、あ――――――――――――――――――――――」

　六道が叫んだ。

「あの猿さん、昨日の晩の猿です！」

「ホントか？　他人の、いや他猿の空似ってことはないのか？」

「そんなことないよ。だって、ほら。猿さんの手に！」

　猿の手には白いレースの下着が握られていた。

「あれ、六りく道どうの勝負ブラなんだよ！」

「六道まで勝負だったの!?」

「閣下の真剣勝負より、もうちょっとナンパな意味の方の勝負ブラなんだよ！」

「なるほど。さすが勝負だけあって、猿にも気にいってもらえたようだな。よかったな」

　猿は人がやるように、ブラをけむくじゃらの胸につけたりしていた。

「よくない！　断固返してもらう！」

　いきなり猿のいる木の幹に両手両足をかけると、登り始めた。

「おまっ、ちょっ！」

「なに？」

　木の途中に張りついたまま、六道は下を向く。

「六道の木登りの巧うまさに驚いた？」

「いや、年とし頃ごろの女の子がスカートで木登りはいかんぞ」

　錦にしき織おりは目のやり場に困るように下を向いた。

「大丈夫！　こういうこともあろうかと、見せパンはいてきたから！」

「見せパン!?」

「見せパンの下にパンツはいてんだよ。だから恥ずかしくない！」

「そうか？　そういうもんなのか？　というかパンツ二枚もはいて、股または蒸れないのか？」

「女の子に向かって股とかいうな！　あと、見せパンだからって、そうジロジロ見てよいってわけじゃないんだよ！」

　言いながら、六道は顔を真っ赤にしながら、履いていた靴を器用に足を振って脱ぐと、下の錦織に向かって投げ飛ばした。見事に錦織の顔に命中する。

「いってえ」

「んなことよりも！　こら、待て！」

　六道はまさに猿のようにスルスルと木を登って行くと、猿がいる枝までいく。

「猿よ猿さんよ。お前に過ぎたものがひとつある！」

　六道は枝に足をかけたまま、猿を指差す。猿は一度、六道の方を見ただけで、すぐに興味なさげな様子でそっぽを向いてしまう。

「お主ぬしが今、手にしているものは、六道の勝負ブラなのです。お主にはまだブラは早いので、すぐに返しなさい」

　六道は叫んだが、猿は完全に無視したままだ。

「あいつ、なに猿に語りかけてんだ？」

　錦織は眉まゆ根ねを寄せる。

「返さないというなら、六りく道どうにも考えがあるよ。全国に広がる六道神社の一人娘をあまり舐なめない方がいいよ」

　六道は「フッフッフ」、と不敵に笑った。

「お、お――――い。なんかするつもりなのか？」

「強制的に奪う！」

　六道は中腰で枝を伝いながら猿に接近する。

「お、おい、六道。危ないって」

　一軒家の二階くらいはある高さなのだ。だが、錦にしき織おりの警告を無視して、六道は猿に向かって手を伸ばした。

「返しなさい」

　だが猿は六道にお尻しりを見せると、枝の一番端はしまで移動していった。

「こら、待て。返してよ、六道の勝負！」

「いや、その略し方は間違っているだろ！」

　と錦織がツッコミを入れた瞬間、猿が枝の端から隣の木に向かって飛んだ。

「逃がさない！」

　ほぼ同時に、六道も猿を追って空を舞った。

　空中――。六道は猿に向かって、あらん限りの手を伸ばした。指先が猿の持つ勝負ブラに迫ろうとする。

「おおっ！」

　錦織が小さく叫んだ時、六道の手は空くうを掴つかんだだけだった。

　次の瞬間、猿は隣の木に見事、飛び渡り、

　六道は――、空中で一度だけ犬いぬ掻かきのように手足を動かした後、落下し始めた。

「ちょっ、おいっ！」

　慌てて、錦織は落下予測地点に走る。

　ビリビリ――――、ズド―――ン。

　派手な音を上げて、六道は錦織の上に落下した。

「ぐは――っ」

　六道に背中から圧のし掛かかられた錦織は、踏まれたカエルのような声を上げて腹ばいに倒れる。

「イテテテ」

「てえなあ」

　二人は顔を歪ゆがめながら、ゆっくりと起き上がった。落ち葉のクッションのお陰で、落ちた距離の割に衝撃は少なかった。

「てえなあ。だから無茶はすんなと……、っておまっ」

　錦にしき織おりは頭を擦さすっていた六りく道どうの上半身を指差す。

「あっ。あ―――――――――――！」

　落下中に、木の枝で破ったのか、ブラウスがビリビリに破れ、下着が露あらわになっていた。六道は慌てたように両手で胸を隠す。

「酷ひどい、勝負ブラウスだったのに」

「それも勝負だったの!?」

「グスングスン――」

　六道は口を結んで鼻を鳴らすと、目に涙を浮かべ始めた。

「うううううううう―――――――――――――――――――――――――」

　堰せきを切ったように泣き出す。

「グスン。せっかく、グウパーでラッキーだったのに、酷いことになってしまった。グス」

　鼻をグズグズ言わせながら、泣き声で叫ぶ。

「六道、泣くなって……」

　錦織は六道の方を見ないようにして、肩に手を置いた。

「ぶううううう」

　六道はベソを掻かいている。

「いや、なんつーかさ。安心したよ」



    

  
    
      



    

  
    
      

「えっ？　なにが？」

「まったく絶望的だと思っていたけど、意外とあるじゃん」

「？？　なにが？」

「だから……胸」

「意外とじゃない。ってか、昨晩も見たじゃん！」

　六りく道どうはますます、ブウと唇を結び、頬ほおを膨らませた。

「昨晩はさ。ほら、近くに太陽がいたから、豆電球の光はよく見えなかった」

「ぶう。どうせあいふぉんに比べたら、六道は豆だよ」

「まあ、まあ。機嫌なおせよ」

　錦にしき織おりは上着のシャツを脱ぐと、六道の背中にかけた。

「とりあえず一度、戻ろうぜ。その格好のまま探検はいやだろ？」

「……ありがとう」

　六道は顔を赤くしながら、錦織のシャツに包くるまるようにボタンを留めた。

「じゃあ、出直すか」

　錦織は立ち上がり、六道の手をとる。

「うっ」

　錦織に手を引かれて立ち上がろうとした六道の顔が苦く悶もんに歪ゆがむ

「どうした？」

「なんか落ちた時に、足を挫くじいたみたいで」

「おいおい」

　錦織はしゃがんで、六道の足首を見る。ものすごく細い。こんなに華きや奢しやだったっけ、と錦織は思う。

「なんか添え木っぽいものをした方がいいかもな」

　近くに落ちていた枝で支えて、ハンカチで結んだ。

「あ、ありがとう」

「歩けそう？」

「うーん、微妙」

　六道は足を動かそうとするが、辛つらそうな顔をしていた。

「しゃあないなあ」

　錦織はハアとため息をついた。

「なんかおれ、こんなこと、ばっかりしてるような気がするんだが」

　六道に背を向けて腰を下ろす。

「下まで背負ってやるよ」

「ホントに？　マジで？　いや、ジ――マ――ですか？」

　六りく道どうは興奮気味の声を上げる。

「ジーマーだよ。早くしろよ。こうしてスタンバってる体勢、意外と腰にくるんだぜ」

「う、うん」

　六道は錦にしき織おりの首に手を絡ませて、体を預けた。

「立ち上がんぞ」

「オッケー」

　錦織は六道をおんぶして立ち上がる。そして、来た道を戻り始めた。

　錦織の背中で六道は落ち着きのない様子で、首に絡めた手を締めたり緩めたりしていた。

「六道さあ……」

　錦織はボソリと言う。

「な、なに？」

「オレ、職業柄、女の子をおんぶすること、多いんだが」

「職業柄！　なに？　錦織くんの仕事、大おお井い川がわの渡しかなにか？」

「どんだけ渋い職業だよ。いいよ、軽く流せよ。とにかく、オレは過去に何人かの女の子をおんぶしてきたが、六道はその今までの中で……」

「中で？」

　六道が緊張の面持ちで言う。

「一番、いい匂いがするなあって」割とマジで。

「？？　やだよ、この人ったら。いい匂いだなんて、フフ、フフフフ」

　錦織は急に恥ずかしくなった。六道は真っ赤な顔でポコポコと錦織の頭を叩たたく。

「そ、その代わり、感触はやや低脂肪牛乳気味だけどな！」

「なに――。褒ほめたと思ったらすぐにこれだ！」

「いやだって、事実なんだから。でもいい匂いなのはホントだって」

「にゃあ」

　六道は嬉うれしそうに目を細め、いとおしげな顔をした。

「……ありがとね」

　耳元でも聞こえないくらい、小さな声で言う。

「あん？　なんか言ったか？」

「ううん。なにも」

　六道は顔を真っ赤にしながら答える。

　六道、至福の時。
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　六りく道どうをおんぶした錦にしき織おりが別荘まで戻ると、既に輝夜かぐやチーム側の三人は戻って玄関横にある東あずま屋やで休んでいた。

「なに、なに？　なにがあったの!?」

　弓ゆ削げは錦織に負われた六道を見て、血相を変えて飛んできた。

「一体、どんなイベントが発生したの!?」

「どうかしたのですか？」

「まさか敵襲か？」

　三人は錦織たちを取り囲む。

「話せば長いようで短いような事件があったのです」

　錦織の背中から下りた六道は、照れくさそうに指でコメカミを掻かいた。

「キャア。しかも、ろくちゃん！　なに、その破けたシャツ！」

　弓削が悲鳴を上げた。

「これも、なんというか色々ありまして」

「はっ、まさか！」

　弓削は、目を見開いた。

「山の中で誰だれもいないことをいいことに、にしぽんの心の中の狼おおかみが目覚め、いやがるろくちゃんに……」

「なにい、そうなのか!?　ハラグロッ！　貴様、そんな破は廉れん恥ちなっ!?」

　輝夜が錦織に向かってクワッと口を開く。

「なわけがあるかよ！　弓削のありえねえ妄想に、一々、騙だまされるなよ」

「そうだよお。錦織くんに、そんな根性があるわけないじゃん」

　六道が笑いながら手を振る。

「そっか。確かにそうだよね。そんな根性ないか」

「お前も納得かよ」

　錦織は不満そうだった。

「それで本当は何があったのですか？」

　米よね倉くらが心配そうな顔で見る。

「実は昨日の下着泥棒の猿が森にいて」

「あの、温泉のですか？」

「六道の下着を持っていたから、取り返そうと木に登ったら、落ちて、一いつ張ちよう羅らは破れるし、足くじいちゃうしで大失敗」

「猿と戦ったのですか？　なんて無謀な……」

　米倉は呆あきれ声ごえで首を振ったが、輝夜は「その闘争本能は素晴らしい」と満足そうだった。

「しかも結局、勝負ブラは取り返せなかったし……。でも、いいこともあったからチャラだけどね」

　六りく道どうは錦にしき織おりを横目で見ながら、少しだけ口元を緩めた。

「それで、サイクロンの足の調子はどうなんだ？　歩けそうにないか？」

「いえ。休憩すれば、歩けるようになると思います」

「え、そうなのか？　オレ、てっきりもっと重症かと」

　錦織が意外そうな声を出す。

「あの時は重症だったけど、六道には秘伝の驚異の回復力があるから」

「変な設定を増やすなよ。チェッ、おんぶして損したぜ」

　錦織は舌打ちする。

「まあ、そういうわけで、こっちは結局、発見はなかったんだが。閣下の方はなんか発見あったのか？　早々に、引き上げたみたいだけど」

「我々は予定通り、中心の山の周りを探索したが……」

　輝夜かぐやは悔しそうに唇を噛かんだ。

「その表情だと、なんの発見もなかったんだな」

　無言で頷うなずく三人。

「発見はなかったんですが、一つ、大事なことに気がつきました」

　米よね倉くらが真面目まじめな顔で頷く。

「大事なことというと？」

「ええっと、この紙に描かれた洞どう窟くつなんですけどね」

　米倉は例の紙と地図を開く。

「洞窟ではないんじゃないかと」

「ああ、それな。それはオレも考えた」

　錦織は米倉と一緒に覗のぞきこむ。

「この敷地内に、こんな洞窟が七つもあるような所、つまり岩壁がなさそうなんだよな」

「ええ、そうなんです」

「あるとしたら、この裏山の山肌だと思うんだが、それらしきものはなかったのだ」

　輝夜は腰に手を当てた。

「そうだろうな。そんな分かりやすい場所にあったら、米倉捜索隊が発見してそうだしな。それで、どういう結論になったんだ？」

「いえ、それはちょっと、情けないのですが……」

　米倉は顔を赤らめた。

「結局、洞窟以外のなにかが並んでいるんじゃないか？　ということになりました」

「なるほど」

　錦織は頷く。

「または、地面にまっすぐ掘られた穴ってことも考えられるが、とにかく、なにかそういう洞どう窟くつではないが、ランドマークがあるのではないか、ということだ」

　輝夜かぐやはパンと例の七つの洞窟の描かれたスケッチを手の甲で叩たたいた。

「オッケー。今後は洞窟に限らず探す、ということは了解。午前、オレたちが通った近くにはなにもなかったから。同じところは探さないように、地図に印をしておこうぜ」

「了解」

　お互いに既に調査し終わったところにハッチングを加えた。

「こう見ると、午後は裏山に延びる道沿いから外れた場所を探すことになりそうだな」

　錦にしき織おりは鼻の下に手を当てた。道は時々手入れがされているために歩きやすかったが、一歩、外れると鬱うつ蒼そうとした本当の森だった。探索は難航するはずだ。

「だいぶ探検っぽくなってきたじゃないか」

　輝夜が探検コスの帽子を被かぶりなおしながら、ニヤリと笑う。

「もし、今日明日でお宝が見つからなかったら、今後、毎週末ここに来ることになるんだからな。しっかり探せよ」

　全員の顔をジロリと見る。

「それだけは勘弁してくれ」

　だが、発見できなければ輝夜は本当にそうするだろう。

「みなさま。昼食の準備ができました」

　玄関から割かつ烹ぽう着ぎ姿の雉きじ場ばさんが現れた。

「食堂の方にお集まりください。今日は手打ちの蕎そ麦ばです」

「わ―――い」

　六りく道どうと弓ゆ削げが歓声を上げ、玄関の方へ向かっていく。その後をついて行きながら、錦織は女の子たちを誘導する雉場の背をジッと見ていた。

（違うなあ……）

　首を傾かしげる。声も背格好も、昨晩みた能面とは違う。

（雉場さんじゃ、ないのか）

　変声機を使った可能性もあるが、背格好まで変えるのは難しいだろう。ということはやはり、この米よね倉くら離宮には誰だれか謎なぞの人物がいるということになる。

「天気予報によると、今日は午後から雨になるようです」

　食堂に続く廊下を歩きながら、雉場が振り返る。

「どうでしょう。こんなに晴れていますし、大丈夫じゃないでしょうか」

　米倉が窓から晴れ渡った空へ目を向ける。

「雨が降り出したら、すぐに帰ってきてください。携帯用傘もお渡ししますから」

　雉場さんは心配そうに表情を曇らせた。
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　食後、輝夜かぐやたちは再び玄関前に集まっていた。

「では午後の捜索のチームわけをする。午前と同じようにグーとパーでいいな？」

　輝夜が全員の顔を見まわす。

「あの―――、午前は採用されませんでしたが、『みっちーのニコニコ十三星座相性占い』を使うというのは……」

「グーとパーで……」

「またもや無視!?」

「「「分かれま、ショッ！」」」

「うがあっ」

　弓ゆ削げが悲鳴を上げて、自分の出したパーを見つめた。パーは他ほかに六りく道どう。錦にしき織おり、輝夜、米よね倉くらがグーだった。

「まさか二連敗とは。神はあたしを見放したもうたのだろうか。ガックシ」

　弓削は残念そうに頭を垂れる。

「偶然とはいえ、ものすごく戦力差の激しいチーム割りになってしまったな」

　輝夜が眉まゆ根ねを寄せた。

「戦力差？」

　弓削が不思議そうな顔をする。

「私にハラグロとセクシーに対し、サイクロン、アイドルだ。ドリームチームとお笑いチームという感じではないか？」

「お笑いチーム！」

　六道が大きな声を上げる。

「それは閣下、酷ひどいよ――」

　ぶうと唇を結ぶ弓削に、錦織がケラケラと笑った。

「閣下、あいふぉんは確かにドリームだとしても、錦織くんが新世界構築活動に貢献しているとは思えないけど」

　六道は心外といった顔で、錦織を指差した。

「やれやれ八つ当たりはよせよ。オレはいつも建設的な意見を出しているじゃないか」

「どちらかと言えば、話の腰を折ってるだけのような……」

「ちげえよ。実際、閣下はオレのことをドリーム扱いしてるじゃないか」

　輝夜が腕を組んだまま頷うなずいた。

「いや、確かにハラグロはドリームチームの中でも下位だ」

　輝夜かぐやの言葉に錦にしき織おりはガクッと倒れそうになる。

「ドリームとお笑いの境界線上にいる。まさに境界型。今後に期待したい」

「そもそもドリームとお笑いの二つしかないのが極端だろ」

　錦織はブツブツと言う。

「分かった。そこまで言われて奮い立たない六りく道どうたちじゃないよ。ねえ、みっちー」

「んだんだ。あたしたちが秘宝の手がかりを見つけて、ギャフンと言わせちゃおう」

　六道と弓ゆ削げは手を取り合って、頷うなずき合う。

「せいぜい頑張れ、お笑いチーム」

　錦織が「わっはっは」と笑うと、六道は「むう、境界型のくせにぃ」と悔しがっていた。

「こうなったら絶対に見つけようね、みっちー!!」

「おう！　じゃあ、閣下、あたしたち、出発しますね」

　二人は頷き合うと、肩を怒いからせて森へ向かって歩き出す。

「やれやれ。大丈夫かなあ、あいつら」

　輝夜に向かって肩をすくめる錦織。

「奮起してくれたことは非常によい。もしかしたら、すごい発見をするかもしれない」

　輝夜が満足そうに笑う。

「では、私たちも負けないように出発しましょう」

　米よね倉くらがニッコリと微笑ほほえむと、輝夜と錦織は頷き合った。



　　　☆



　午後の探検を開始して、三十分ほどが経過しようとしていた。

「意気ごんで出発してはみたものの……」

「そうそう、手がかりなんて見つからないよね」

　裏山のふもとの木陰に、弓削と六道はゴロリと横になっていた。

「洞どう窟くつ、もしくはそれらしいもの、と言われても、分かんないよお」

　弓削は近くに転がっていた小石を草むらに向かって投げる。

「そもそも、本当にお宝があるかどうかも分からないんだよ。なんで、ドリームの三人はやる気があるのかなあ」

　木の葉の向こうに見える空へ向けた目を、細めた。

「ハラグロ理論によると、閣下の力によってお宝が生まれてくること、らしいよ。錦織くんはそれをちょろまかしたいんだっけ」

「なーるほどねー。それでみんな、まじめなんだー」

　弓削は間延びした声を出しながら、ゆったりと上体を起こす。

「でも、だとしたら、お宝にしても、その手がかりにしても、出てくるのは閣下のいるドリームチームってことになるじゃん」

「そうかもねえ」

「じゃあ、あたしたち、探してもあんまり意味ないじゃん。にしぽんもいないし」

「まあねえ」

「ろくちゃん！　貴重な青春の時間を、こんな無意味なことに使っていいんでしょうか？」

　弓ゆ削げは真面目まじめな顔で六りく道どうを見る。

「た、確かに、よくないかも」

　六道も上体を起こした。

「どうせ今いま頃ごろ、ドリームチーム側は、にしぽんがハーレム状態でウハウハやってるよ」

「ウハウハですか！　それはけしからん」

　六道はプンプンと口を尖とがらせる。

「って、ろくちゃんは午前中、二人っきりだったからいいじゃん」

「えへへ――」

　頬ほおに手を当てて、照れくさそうにした。

「というわけで、あたしたちはこれから、ふもとに下りて、温泉街を歩く、というのはどうでしょうか！」

　弓削は指を立てた。

「つまり、ふけるんですか？」

「そうです。ふけるんです。せっかく温泉に来てるのに、街を歩かないのはもったいない」

「なるほど！　六道、その計画に乗った！」

「よおっし。これより、お笑いチームは戦線を離脱し、ふもとの温泉街を探索いたします！」

　弓削と六道はお互いに敬礼ポーズをしあった。





「クシュン――」

　一方同じ頃ころ――、森の中を歩いていた錦にしき織おりはクシャミをした。輝夜かぐやが怪け訝げんそうに顔をしかめる。

「どうした風邪か？　そうか、昨晩の温泉で湯冷めしたんだな。だから私は風ふ呂ろを避けているのだ。体調管理が困難になるからな」

「そこまでして温泉を貶おとしめようとする意味が分からない。ってか、体調はバッチリ。今のクシャミはなんつーか。オレクラスになると、色んなところで噂うわさされる、ってことかな」

「さてと、セクシー。どこを探すべきだと思うか？」

「そうですねえ」

　輝夜かぐやは米よね倉くらと地図を囲む。

「取り繕う隙すきもないくらい、露骨に話題を変えてきたよ！」

　叫びつつ、錦にしき織おりも地図を覗のぞきこむ。

「私は、この辺が怪しいんじゃないかと思います」

　米倉は地図上の一部を指差した。

「この辺は、裏山の涌わき水みずによってできた沢が流れているため、周囲よりやや低くなっています。山道から離れているので目立ちません。以前の調査の時は、沢に沿って洞どう窟くつの捜索が行われましたが、十分に行われる前に捜索隊が解散になりましたので、新たな発見の可能性があります」

「なるほど」

　輝夜は頷うなずく。

「分かった。私もセクシーの考えに異論はない」

　そう言って、輝夜は意見を求めるように錦織の方を見た。

「オレもここは怪しい気がするな」

「よし。ではまず、その沢から探ってみるか」

　沢は裏山に向かう小道から外れた場所にある。錦織たちは森の小道をしばらく歩くと、小道から逸それ、森の中へ足を踏みいれていった。整備された道沿いとは違い、足元にツタや雑草が密集し、歩き辛づらい。

「結構、本気で冒険だぜ。ここまでくると」

　足に絡みついたツタを蹴けり飛とばしながら、錦織が嫌そうな声を出す。葉で切った腕から小さく血が出ていた。

「だから、私のような格好が求められているのだ。私は全然快適だぞ」

　探検家スタイルの格好を誇示するように胸を張る。

「確かに適しているとは思うが、その格好は暑いだろ？」

「そんなことはない」

　首を振る輝夜の額には、雨天時の窓ガラスのように汗が浮かんでいた。

「そんな強がらなくてもいいのに……」

「つ、強がってはいない。本当に暑くない」

　輝夜は顔を赤くして叫んだ。

「でも、確かに、閣下のような服があると、便利かもしれませんね。雉きじ場ばさんが言っていたように天候が急変しても、多少の雨なら防げますし」

　米倉が葉や枝で汚れた自分のブラウスを見てため息をつく。だが、錦織は米倉のひとしくん人形スタイルなど見たくなかった。

「この辺は、本当に未開の森みたいだな」

　錦にしき織おりは立ち止まると、周りを見まわす。

「でも、ところどころ、人の分け入ったような痕こん跡せきがありますね」

「あ、ほんとだ」

　時々、緑の絨じゆう毯たんの上に、踏まれてできたであろう禿はげが所々にあった。

「まあ、森といっても庭だから、雉きじ場ばさんが時々、見まわりとかしているんじゃないか？」

　錦織は踏み固められた場所を見下ろしながら、肩をすくめる。

「そうかもしれませんが……」

「あと、実は猿の仕し業わざかもしれないし」

「確かに。動物ということもあるかもしれませんね」

　米よね倉くらはやや腑ふに落ちない様子で、顎あごに手を当てていた。

　森を抜け、沢のある場所までいく。小さな羊し歯だの生えた崖がけの下に、ちょろちょろと小川が流れているのが見えた。

「ここから下に降りられるようです」

　米倉の指差した方向には、岩壁に沿って下る、小さな苔こけむした石階段があった。

「階段があるってことは、やっぱり人が来んのかなあ」

　錦織が米倉と顔を見合わせていると、突然、辺りが薄暗くなってきた。頭上に目を向けると、鉛色の雲が急速に青色のキャンバスを覆い始めていた。

「最悪。雉場さんの言ってた通りになったなあ」

「山の天気は変わりやすいですから」

　そうこうしているうちに、周囲は夕刻のように暗くなり、ポツポツと雨粒が降り始める。

「どうします？」

　米倉は輝夜かぐやの表情を窺うかがう。

「小雨だし、曇りとはいえまだ明るい。そのまま行くぞ」

「と、閣下は言ってますが」

　米倉は、今度は錦織の方を見る。

「オレが意見して聞くような閣下ではないからな」

　小雨の中、三人は階段を下り始める。

「やっぱ、人の来た跡があるなあ。コケに足跡ついてるし」

　先頭を歩く錦織が言う。

「雉場さんでしょうか？」

「雨で滑りやすいから、気をつけて」

　錦織は後ろを向くと、後方の米倉に手を差し出した。

「あ、ありがとうございます」

　米よね倉くらは少し顔を赤くしながら、その手をとる。

「ハラグロ！」

　ムウッと、粘着質の声が後方から聞こえた。輝夜かぐやが据わった目で錦にしき織おりを見ていた。

「そういうことはまず、新世界の国王である私に申し出るべきじゃないのか？」

「だって閣下、こういう情けをかけられるの、好きじゃないだろ？」

「情けとは思わない。部下だから私に恩義を尽くす。それだけのことだ」

「いや、恩義とか、そういう話でもないんだが」

「とにかく、私は不愉快だ」

　輝夜はプイッと横を向いてしまった。

「やれやれ」

　錦織は米倉に向かって、肩をすくめる。米倉は怖がるように上目遣いで輝夜を見ていた。

　錦織は米倉の手を取ったまま、慎重に階段を下っていく。雨の勢いは変わらなかったが、雲はさらに厚みをましつつあった。

（まさかこの雲、閣下のせいじゃないよな？）

　錦織は眉まゆ根ねを寄せて、不機嫌そうな輝夜を見やる。輝夜がいると天てん変ぺん地ち異いが起きるらしい、ということが分かって以来、どうもそういう疑心暗鬼になりやすい。

　ゴロゴロゴロ――。

　雷の音が鳴り響き、灰色のスクリーンに閃せん光こうが迸ほとばしった。

「まずいな。これ、本格的に雨になりそうだぞ」

　雉きじ場ばさんに渡された携帯用の傘はあるが、それでは足りないほどの大雨になるかもしれない。

「閣下、どうするよ――。このまま特攻するか？」

　錦織が尋ねようと後ろを振り返った時、再び雷光が瞬またたいた。

　その時――。

　錦織の視線の先。閃光によって、暗くら闇やみの中に白い物が浮き上がった。

　その正体は、能面だった。

「あっ!?」

　錦織が上げた叫び声は、雷鳴に掻かき消けされた。だが、錦織の表情を見て、輝夜と米倉も後ろを振り返る。

　能面は、階段の降り口の所に立っていた。錦織が前日の夜に見た時と同じ、和服に能面という姿だ。

「敵襲だ！」

　輝夜が目をギラリと光らせると、階段を走って登りはじめた。

「閣下、危ないって！」

　錦にしき織おりは声を張り上げた。

　一瞬、あの能面ももしかしたら、輝夜かぐやが生み出した幻想じゃないか、とも考えた。だが、すぐに否定する。輝夜に能面の姿の詳細を話してない。にもかかわらず、姿は前日と同じ。ということは、あの能面はリアルの存在だ。

「あっ――」

　錦織と手の繋つながっている米よね倉くらの体がフラッと揺れた。能面の姿にショックを受けたらしく、目を閉じ、意識を失いかけていた。

「米倉！」

　錦織は米倉の手を握る手に力をこめた。が、頭から落ちようとする米倉の体は、錦織の腕を強力に引っ張った。

「うわあ」

　錦織の悲鳴と共に、二人の体は階段から離れ、崖がけの下へと落下していく。

　途端、雨あま足あしが急に強くなってきた。



　　　☆



「やっぱり温泉はいいねえ」

　弓ゆ削げはりんご飴あめを舐なめながら歩いていた。

「いいねえ」

　六りく道どうものんびりとした声を出す。

　米倉離宮ふもとの町の中心を走る目抜き通り。石畳の通りに沿って、老舗しにせの旅館が立ち並んでいる。頭上には祭りのように提灯ちようちんが並び、温泉街の風情を出していた。

「やっぱり、雉きじ場ばさんの言ってた通りだ。天気悪くなってきちゃったね」

　弓削はポツポツと雨粒の降る鉛色の空を見上げながら言う。

「大丈夫かなあ、閣下たち」

　六道が心配そうな顔をする。

「大丈夫だよ、ドリーム、ドリーム」

「みっちー、お笑い担当、と言われたのを気にしてるなあ」

「別に気にしてないよお」

　弓削は唇を尖とがらせる。

「ねえ。もし、ドリームチームが雨で捜索を切り上げて、早く終わって来た時、六道たちがいなかったら怪しまれるんじゃない？」

「大丈夫。雨の中、必死に探していましたとか言えば」

「さすが女ハラグロ！　言うことが黒い！」

　六りく道どうはケラケラと笑う。

　と、急に、雨あま足あしが強くなってきた。

「げ―――」

　二人は急いで、近くの土産みやげ店てんの軒下に逃げこんだ。雨はさらに強まり、軒の端はしから落ちる雨水で、滝のような水のカーテンが作られた。

「なによ、これ――」

　悲鳴を上げながら、弓ゆ削げたちのいる軒下に、女の子三人組が入ってきた。

　聞き覚えのある声だな、と思いながら、六道は飛びこんできた女の子たちの方を向いた。

「ああっ！」

「ああああ―――!!」

　六道と、逃げこんできた女の子の一人は、同時に悲鳴を上げた。

「うわあ」

　弓削は咄とつ嗟さにヤバイと口を引ひき攣つらせた。

「ど、どうしてここにあなたたちがいるのかしら？」

　明るい色のタンポポの綿毛のような髪から、ポタポタと水滴を落としながら、女の子――、松まつ島しま美み紀きは震える指先を弓削へ向けた。

「う――ん、最悪」

　弓削は悪いことをした子供のように頭を垂れて、首を横に振る。美紀と一緒にいた舞まいも最悪、という感じに額を押さえた。

「ああ――、梢こずえちゃん！」

　六道は舞の横にいた女の子を指差す。

「あんたは、お兄ちゃんを狙ねらう胸がない方の女！」

「胸がない方の女!!」

　六道は裏返った声を上げ、ショックを受けたようにフラフラッとよろけた。

「なに、梢ちゃん、六道さんと知り合いなの？」

　美紀は意外そうな顔をする。

「ええ、お兄ちゃんと家に来たことがありますから。隣の人はしりませんけど」

　梢はふてたような顔をする。

「弓削さんは、転校早々、生徒会に喧けん嘩かを売ったりする、将来有望な生徒よ」

　美紀は皮肉たっぷりに言ったが、弓削は「それほどでもー」と嬉うれしそうに頭を掻かいた。

「それで、どういうこと？　どうしてあなたたち二人が、こんなところにいるの？」

「もしかして、お兄ちゃんのラブ旅行の相手って……」

　美紀と梢は厳しい目で二人を見る。

「えっと、なんというか」

　六りく道どうは助けを求めるように横の弓ゆ削げの方を向く。

「ラブ旅行って？　あたしたちは、クラスメイトの米よね倉くらさんの別荘に来てるだけですけど」

　弓削はキョトンとした顔で答える。

「米倉さんの別荘？　ああ、たしかにここにあったわね」

　美み紀きはポンと手を打つ。

「米倉さんって、お兄ちゃんを狙ねらう胸が大きい方だ」

　梢こずえはますます不機嫌そうな顔になる。

「ちょっと待って！　というか、米倉さんと六道さんって、錦にしき織おりくんを狙っているの？　っというか、狙っているってどういう意味？」

「いや、六道に言われましても……」

　六道はパタパタと手を振った。

「二人が狙ってるのはお兄ちゃんの貞操です！」

「なんですって――――」

　美紀は両手で六道の肩を掴つかんで、体をガクガクと揺らした。

「ご、誤解です。梢ちゃんはなにか勘違いしています――――」

　六道は美紀に揺らされながら、悲鳴のような声を出す。

「誤解？　本当に？」

　美紀はうさん臭さそうな視線を六道へ向けた。

「どうも変ね。同じ日に同じ高校の生徒が三組も同じ温泉に来ている……。偶然にしてはできすぎだし」

「ですよね」

　美紀と梢は頷うなずき合う。

「でも、そういうこともあるんじゃないかなあ」

　舞まいが頬ほおをピクピクさせながらフォローする。

「今は温泉には適した季節だし。ここはうちの町からは比較的、来やすいし」

「舞。私は偶然は二つまでは認めることにしてるの。でも三つとなると、そこには必然があるはずなのよ！」

　美紀はビシッと弓削と六道を指差した。

「正直に言いなさい！　本当は、六道さんたちは、錦織くんと来たんでしょ！　錦織くん、米倉さん、六道さん、弓削さんの四人で！」

「男女比１：‥３！　ハーレム旅行だ！」

　梢は悔しそうに唇を噛かんだ。

「ハーレム旅行。なんて卑ひ猥わいな響きなの！」

　美紀は醜いものでも見たかのように、イヤイヤと首を振る。

「絶対そうだよ。ハーレムだよ。半裸に剥むいたお兄ちゃんを地下に鎖で繋つないでいるんだ！」

「なんですって！」

　美み紀きは裏返った声を上げた。

「ちょっと待って。それ、錦にしき織おりくんにとってハーレム？？」

「お兄ちゃんをおもちゃにしてるんでしょ！　代わりばんこに遊んで」

　舞まいの冷静な指摘を無視して、梢こずえは真っ赤な目に涙を浮かべながら、弓ゆ削げを指差した。

「酷ひどいよ！　お兄ちゃんは、あなたたちのおもちゃじゃない！」

「なんで妄想でそこまで盛りあがることができるの!?」

　自分を超えるボケッぷりだと、六りく道どうは思う。

「不自然かもしれないけど、あたしたちはあいふぉんの別荘にきてるだけ。それ以上でもそれ以下でもないよ」

　弓削がまじめな顔で言う。

「だったら、米よね倉くらさんの別荘に連れていってもらってもいいかしら？」

　美紀が腕を組んで、顎あごを突き上げた。

「美紀、そこまでやらなくても……」

　舞が落ちつかせようとするが、美紀は聞く耳を持ちそうにない。

「別にいいよ。ねえ、ろくちゃん」

「う、うん」

　六道は頷うなずいた後、ちょっとちょっとと弓削の手を引いて、美紀たちから離れる。

（別荘に連れていったりして、ほんとに大丈夫なの？）

（連絡いれておいて、適当に誤ご魔ま化かせばなんとかなるよ）

（……。みっちー、その勇気がすごいね。さすがハラグロだね）

　六道は尊敬の眼まな差ざしで弓削を見た。

「分かりました。そこまで言うなら、今すぐ確認しに来てください」

　弓削はコクリと頷く。

「オッケー。別荘を徹底的に調べさせてもらいましょう」

「うん」

　美紀と梢は頷き合う。

　お土産みやげもの売り場でビニール傘を買うと、五人は雨の中を米倉離宮へ向かった。

「ところで」

　土ど砂しや降ぶりの中、梢が不機嫌そうな顔で弓削ににじり寄った。

「六道さんは知ってるけど……、あなたとお兄ちゃんの関係はなに？」

「ふっ」

　弓削は余裕の笑いを浮かべた。

「あたしを誰だれだと心得る！」

「なんかえらそうだ！」

「恐れ多くも、あたしはにしぽんの初恋の相手である」

「ええっ！」

　梢こずえは目を見開いた。

「それってもしかして、幼稚園時代の!?」

「その通り！　頭ずが高い。控えおろう」

　弓ゆ削げは鼻高々に言う。

「ちょっと待ちなさい。それは初めてきいたんだけど？」

　美み紀きまで近づいてきた。

「どういう話もなにも、あたしはにしぽんと同じ幼稚園で、かつラブラブでした。以上！」

「ラ、ラブラブですって!?」

　美紀は震える声を出した。

「幼稚園時代に、お兄ちゃんと仲良かった女の子がいることは知ってたけど、それがまさか一緒の高校に通っているなんて……。ちっ、これはシナリオに大幅な修正が必要だぞ」

　梢は爪つめを噛かんでいた。

「というか、二人はそんな仲だったのに、あんな激しい選挙戦を？」

　舞まいが呆あきれたように言う。

「そんな仲だからこそ！」

「えっと、よく意味が分からないんだけど……」

「昔、愛し合ったからこそ、戦いも燃えあがるわけ。可愛かわいさ余って憎さ百倍？」

「ごめん。ますます、意味が分からない」

　舞はゆっくりと首を振る。

「でも、これでますます、お兄ちゃんが一緒の疑惑が深まった！」

「確かにそうね」

　梢の言葉に、美紀が頷うなずく。

「それで」

　梢は弓削を横目で見ながら、モゾモゾと口を動かす。

「は、初恋の相手だとして、今はどうなの？　お、お兄ちゃんとラブラブなのかな？」

「さあて」

　弓削は口の先を細めた。

「あ、うまくいってないんだ」

「なんでそうなる」

「うまくいってたら、なんとなく自慢しそうだもん」

「うっ、鋭い……。さすが錦にしき織おりくんの妹」

　弓ゆ削げは口の端はしをピクピクさせた。

「なんだ、そうなんだ」

　梢こずえはホッと胸を撫なで下おろす。

「た、確かに今は、ラブラブではないが、いつまでもそうとは限らないよ！」

「ふ――ん、そうかもねえ」

　ムキになって反論する弓削に、梢はニヤニヤと笑う。

「なにその余裕な態度！　初恋を舐なめるなよ！」

「そうだね。初恋初恋！」

「むっきー。なんなのこの妹!!　なんだか、ものすごくムカつくんですけど」

「まあまあ。というか、年下を相手にムキにならなくても」

　六りく道どうが弓削の肩を叩たたいて宥なだめる。

「ろくちゃんは悔しくないの？」

「いや別に。どうせ、六道は胸が小さい方ですから。そんな悔しいなんて大それた感情すら覚えませんよ。ふふ、うふふふふ」

「わあ。ろくちゃんが怖い……」

　暗い笑い声を出す六道に、弓削はコメカミを引ひき攣つらせた。

（でも、ホントに鉢合わせになったらどうするの？）

　六道は弓削の耳元で囁ささやいた。

（それまでに携帯電話か何かで連絡しておけばいいっしょ）

（そだね）

　美み紀きたちに油断のない視線を送りながら、頷うなずきあう。

　裏山に携帯電話の電波が届かないということを、二人は完全に忘れてしまっていた。



    

  
    
      


４　謎の祠



「ううっ……」

　米よね倉くらは小さく唸うなり声ごえを出しながら瞳ひとみを開けた。

　ボンヤリとした視界。よく見えないので何度も瞬またたきをする。お腹なかの上に眼鏡めがねが置いてあることに気づく。横になったままかけると、薄暗い視界の中に木製の天井が薄うつすらと浮かび上がった。

　周囲を包みこむトントンと雨が屋根を打ちつける音。背中に覚える板の感触。小屋のような所に寝かされているようだ。

「あ、気がついた？」

　よく知る声が聞こえた。顔を動かすと、錦にしき織おりの姿が目に入った。

「……ここは？」

「さっき下っていた崖がけの下」

「崖の下……？　あっ、そうか、私、階段で落ちてしまって！」

「そうそう。一緒にオレも落ちちゃって」

「もしかして、錦織くんを巻き添えにしちゃったんですか？」

　米倉は上体を起こすと、ショックを受けた顔を錦織へ向けた。

「えっ、まあそうなるかなあ」

「ご、ごめんなさい」

　米倉は申し訳なさそうに下を向いた。

「いやいや。もともと落下防止用に手を取ったのに、支えられなかったオレが無力だったっていう感じだからさ」

　錦織はパタパタと手を振る。

「で、一緒に藪やぶの中に落ちてさ。オレは意識はあったんだが、米倉は気絶したままでさ。で、雨を凌しのげるところを探したら、すぐ近くに祠ほこらがあってさ」

「祠……？」

　米倉はキョロキョロと周囲を見る。人が十人も入れば満杯になりそうな狭い四角形の部屋。板の床と壁に、切きり妻つまの屋根。一番奥の壁には小さな地蔵菩ぼ薩さつが祀まつられているが、神社というには小さいので祠に違いない。

「さすがに雨に濡ぬれっぱなしは体に悪いから、米倉を運んできたわけ」

　錦織は爽さわやかに笑う。

「……ありがとうございます」

　米よね倉くらは俯うつむいたまま、雨音で消えそうなくらいの小声で言う。

「酷ひどい雨ですから。濡ぬれたままだと風邪をひいてましたね」

　言いながら、米倉は自分のシャツに目を向けた。白いブラウスがビショビショに濡れていた。

　錦にしき織おりがハッと息を飲んでいた。濡れたシャツから、白いレースの下着が透けていたのだ。

「あまり見ないでください」

　米倉は真っ赤な顔で、胸を両手で隠した。「ご、ごめん」と言って、錦織は祠ほこらの外に視線を向ける。

「にしても、全然止やみそうにないなあ。これは雉きじ場ばさんの忠告に従って、午後の探索は止めた方がよかったな」

「そうですね」

　米倉も頷うなずくと、「あっ」と声を漏らした。

「そういえばあの能面は？　閣下はどうなったのですか？」

　錦織は首を振る。

「能面を追っていったまま、帰ってこない。閣下のことだから、大丈夫とは思うけどな」

「そうですか……」

　米倉は深刻そうな顔をする。

「あの能面の正体は一体」

　顎あごに手を当てて考えこむと、いきなり、

　クシュン――と、クシャミをした。

「お、おい、大丈夫？　まさか寒い？」

「急に寒さむ気けが」

　米倉は腕を抱えるように持って、身震いした。

「まずいな。ずぶ濡れだから、マズイとは思っていたんだが……」

　錦織は心配そうな顔をする。

「ええっと、どうすればいいか」

　錦織は慌てて、背負っていたリュックに使えるものがないか、確認を始めた。その間にも、米倉の震えはさらに強くなっていく。

「ああ、米倉――」

「はい？」

「誤解しないで欲しいのだけど……、その濡れた服、脱いだ方がいいと思う」

「えっ？」

　米倉はまた顔を赤くする。

「いや、ホントに誤解しないで欲しいんだけど。たぶん脱がないと、どんどん水が熱を奪うと思う。多少濡ぬれちゃってるけど、タオルがあるから体を拭ふいて、服を絞った方がいい」

　錦にしき織おりは上ずった声を出した。

「そ、そうですね。それはその通りですが……」

　米よね倉くらは少し逡しゆん巡じゆんを見せたが、すぐに覚悟を決めたように真面目まじめな顔で頷うなずいた。

「分かりました！　私、脱ぎます！」

　気合を入れて叫んだ声が、建物の中でブワ――ンブワ――ンと響く。

「そんなに気合を入れて宣言しなくても」

「気合をいれないと、躊ちゆう躇ちよしそうになるので。ごめんなさい。そのタオル、貸していただけますか？」

「おう」

　錦織はハンドタオルをポーンと米倉に向かって投げた。

　タオルをキャッチした米倉は、何か言いたげに上目遣いで錦織を見る。

「あああ、オレはあっちを見た方がいいな」

　錦織はそう言って、反対方向を向く。

「すみません」

　申し訳なさそうな声で言った後、米倉は「では……」と言って服を脱ぎ始めた。ビシャビシャと、肌と濡れた服が擦こすれる音がするたびに、錦織はドキリと胸を高鳴らせる。

　やがて、服が絞られ、含んでいた水が祠ほこらの床に落ちる音がした。よほど大量に水を含んでいたのだろう、バシャーと派手な音が上がっていた。

「本当ですね。脱いで、タオルで拭いた方が寒くないですね」

「だよな。気温はいうほど低くないしね」

「でも、まだ下着の部分は冷たいです……」

「し、下着――？　それってつまり、パ、パ、パンツとか？？」

　錦織の声が裏返る。

「ええ……。これって下着も絞った方がいいんでしょうか？」

「いや、オレに聞かれても」

「じゃあ、思いきって脱ぎますっ!!」

「わざわざ宣言しなくていいですぅ！」

　思わずキャラが変わるくらい、錦織は狼ろう狽ばいしていた。

「はい。今、ブラを脱いでいます」

「実況中継しなくていいですぅ！」

「水を吸ってブラも重くなっていますね。今から絞ります。ジャブジャブ」

「それは洗濯する時の効果音では!?」

「ではこれから、いよいよ、パンツを脱ぎます」

「もう止やめて―――」

　錦にしき織おりは耳を両手で塞ふさごうとした。

「あの、錦織くん……」

　突然、米よね倉くらはテンションの下がった声を出した。

「は、はい、なんでしょうか？」

「私、そんなに……」

　ボソボソボソと聞き取れないくらい、小さな声が聞こえた。

「えっ？」

「そんなに、魅力の無い女の子でしょうか？」

「はっ？」

　錦織はポカーンと口を開けた。

「な、なんでいきなりそんな……」

「だって……その。こんな薄暗い場所に二人っきりで、すぐ近くに半裸の女の子がいるというのに……、まったく見ようともしないというのは……」

　米倉はボソボソと続ける。

「こんなことを言うと、はしたない女のように思われるかもしれませんけど」

「いやいや、そんなことは思わないけど」

「なにか間違いがあっても仕方がないようなシチュエーション、ですよね？」

「いや、そう言われても……」

　錦織は耳の後ろを掻かいた。

「やっぱり、私は魅力のない女の子なんですね。シクシク」

　米倉は鼻を鳴らした。

「いや、だから。そういうわけじゃないって」

「錦織くんは、私のこと、そんなに嫌いなんですか？　裸なんてキモいとか思っているんですか？」

「いや、だから！　そういうことは全然ないって！」

　錦織は祠ほこらの壁に向かって叫ぶ。

「あのなあ、米倉」

　錦織は「ハア」とため息をついた。

「はい……」

「オレは、あんまこういうアクシデントにかこつけて、裸を見るとか、どうかするというのは、好きじゃないの！」

「その割に、お風ふ呂ろではアクシデントで裸を見られたような気が……」

「あれはどうやっても避けられなかったから、今回とは違うの！」

　錦にしき織おりはブンブンと首を振る。

「オレが言いたいのはさ。決して覗のぞいたり、襲ったりしないからといって、魅力的じゃないとか、嫌いってわけじゃ全然ないってこと！」

「……そうですか」

　米よね倉くらは、ホッとしたように息を吐つく。

「ってか、オレはさっきからホントはドキドキしてるんだけど」

「本当ですか？」

　米倉は「ふふ」と笑いを漏らした。

「ホントに。弓ゆ削げが言ってた通り、いつ狼おおかみになってもおかしくないくらい。ガオ――って」

「ガオ――はダメです」

　米倉はようやく明るい声を出す。

「じゃ、錦織くんが狼になる前に、下着を着ますね」

「おう」

　錦織が今度は安あん堵どのため息をついていた。

「着替えました。こっちを見てもいいですよ」

「お、おう」

　錦織は警戒しながら、米倉の方を向く。

「どう？　寒さむ気けはなくなった？」

「ええ、さっきよりはかなりましです。気温は高いですし、すぐに乾くでしょう」

「そだな。なんか、明るくなってきているしな」

　錦織は祠ほこらの外へ目を向ける。滝のようだった雨が小ぶりになり、日の光が祠の中に差しこんでいた。

「どうしようか。雨が止やんだら、一いつ旦たん、離宮に戻るか？」

「本当はその方がいいですが、はぐれてしまった閣下のことが気になります。このまま帰って、大丈夫でしょうか？」

　米倉は心配そうに唇を噛かむ。

「確かに、閣下がここに戻ってくる可能性もあるか」

　錦織は腕を組む。

「まあでも、閣下なら大丈夫じゃないか？　あの能面だって積極的に危害を加えようとしている感じじゃなかったし。それに、いざとなれば閣下には謎なぞのミラクルだってあるぜ」

「ミラクルに頼るのは危険な気もしますが、閣下なら大丈夫かなって安心感はありますね」

　米倉は頷うなずく。

「じゃあ、とりあえず、階段のところで閣下を待って、帰らないようなら一度離宮に戻りましょう。それでも閣下と連絡がとれないようなら、かなめたちとも合流して、閣下捜索にいく……。という作戦でどうでしょうか？」

「いいね。オレも賛成」

「じゃあ、とりあえず移動しましょう。ずっとここにいると、閣下にも気付かれない可能性があります」

　頷うなずきあうと、二人は祠ほこらの入口から外を窺うかがう。

　既に雨はほとんど止やみ、霧のような弱い雨の中、暑そうな日の光が差していた。ムッとする湿度の高い空気が、祠の中に流れこんでくる。

　雨の音に代わって、チョロチョロという沢の水の音が聞こえてくる。祠の前は沢の中州になっていて、中州の向こうにはうっそうと繁る森が広がっていた。

「綺き麗れいなところですね」

　米よね倉くらが目を輝かせる。

「ここも、やっぱり人の手が入っているなあ」

　中州には枕まくら木ぎが並べられてできた通路のようなものが作られてある。通路は沢の脇わきを通って、近くの森の中まで繋つながっていた。

「あれ？」

　祠から首を出した米倉が不思議そうな声を出す。

「どうかした？」

「なんか他ほかにも祠がありますよ」

「えっ？　……あっ、ホントだ」

　下流側の沢に沿って、今錦にしき織おりたちがいるのと同じような切きり妻つま屋根の建物が立っていた。

「どうして同じようなものが何個も？　なんかおまじない的な意味でもあるのかな？」

「いえ、どうでしょう。特に、米倉家ではまじないを気にしたりはしていないのですが」

「う――ん。じゃあ、もしかしたら米倉離宮が作られる前からあったのかなあ」

　錦織は考えこむように腕を組む。

「あっ」

「あっ」

　ほとんど同時に、二人は声を上げた。

「そちらからどうぞ」

　米倉が手を錦織の方に伸ばす。

「たぶん、考えていることは同じだと思うけど」

　錦織はリュックから、例の財宝の手がかりという地図を取り出す。

「これ、洞どう窟くつじゃなくて、祠を示してるんじゃないか？」

「私もそうじゃないかと思いました」

「もしかしたら、あと五個、同じような祠ほこらがあるのでは？」

　錦にしき織おりは地図と祠を見比べながら言う。

「ありえますね」

　二人はキョロキョロと沢の周りを見る。

　だが先に見つかった二つ以外は見当たらなかった。

「他ほかも探してみる？」

「そうですね。もしかしたら、この近くに全部あるかもしれませんよ」

「じゃあ、その中の、この印のついた祠の中に……」

「曾そう祖そ母ぼさまの残された財宝が！」

　二人は頷うなずき合うと、外に飛び出していった。



　　　☆



　少し、時間を遡さかのぼる――。

　米よね倉くら離宮の裏山の麓ふもとにある深い森。その中で輝夜かぐやは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

「くっ……、見失ってしまった」

　謎なぞの能面を追っている間に森の奥深くへ迷いこんだ。能面を見失った上に、帰り道まで分からなくなってしまったのだ。

「これは困ったな」

　輝夜は地図を開いた。だが自分の位置が分からないので、あまり使えそうにない。

「携帯電話も繋つながらないとは、くっ……、まんまと敵の計略にかかってしまった」

　腹立たしげに地面を踏みつける。

「しかも、こんな時にハラグロはどこに行ってしまったんだ！」

　顔についた雨粒を拭ふきながら、輝夜はぶうと唇を尖とがらせる。

「参謀の癖に、肝心な時に役に立たない。よい作戦を献じることもない。ようするに、まったくやる気がない」

　雲に覆われた空に向かって叫ぶ。それからハタ、と冷静になって周りを見まわした。

「とにかく、ここから脱出して、ハラグロたちと合流しないとな」

　輝夜は後ろを向くと、来た道を引き返していく。固めの土のせいで、ほとんど自分が走ってきた痕こん跡せきは残っていない。ほとんど勘だけで、戻っていく。

　しばらく歩いていると、降りしきる雨が次第に激しくなってきた。

「不ま味ずいな。このまま体を冷やし続けると、体調を崩す可能性がある」

　離宮に戻ったらすぐに温泉に入って体を温めなければ、という考えが頭を過よぎるが、

「いや、駄目だ。ポリシーに反するからな」

　首をブンブンと振って否定した。

　しばらく山道を下っていくと、急に木々が途切れ、整備された山道が現れた。午前に通った、裏山に繋つながっている道だ。

「よし、脱出できたぞ。ざまを見ろ、ハラグロ！」

　ハッハッハと笑った。

　その時、山道の下側から、人の気配が聞こえた。傘を手に沢山持った、若い女性が立っていた。米よね倉くら離宮の管理をやっている雉きじ場ばだ。

「輝夜かぐやさん」

　雉場は突然現れた輝夜に驚いたように、目を大きくした。

「どうしたんですか？　そんなビショビショに濡ぬれてしまって」

「実は――」

　輝夜は米倉たちと宝物捜索の途中、能面をつけた不審人物に出会い、それを追って山に入ってきたことを説明した。

「能面？」

　雉場は険しい顔になった。

「なるほど、分かりました。守もり人びととして、米倉離宮内にそのような不審人物に侵入されたまま放ほうっておくわけにはいきません。どうか能面の捜索は私に任せていただいて、輝夜さんは屋敷に戻ってください」

「分かった」

　輝夜は大人しく頷うなずく。確かに、この土地勘の無い広い敷地で、あてもなく探すというのは非効率的だ。

「ハラグロ、いや、錦にしき織おりたちがまだ、沢の方にいるんだが」

「分かりました。そちらも私が探しに行ってきます。お任せください」

　雉場は決意に満ちた目でコクリと頷いた。

「輝夜さんは――」

　一緒に山道を下っていると、雉場がポツリと言った。

「お嬢様とはいつからのお付き合いですか？」

　輝夜の顔を横目で見ながら言う。

「同じクラスになって名前を知ったのは半年前だが、今のような関係になったのは、ここ四ヶ月くらいだな」

「なるほど」

「なぜ、そんなことを訊きく？」

「いえ。輝夜さんが、過去のお嬢さまのご学友とは、タイプが異なって見えましたので」

　雉場は小さく笑う。

「でもそのような出会いがあったから、お嬢さまは変わられたのでしょうね」

「私にはよく分からないが、どのように変わったのだ？」

「元気になられました」

　優しげに相そう好こうを崩した。

　山道を下っているうちに、急に雨あま足あしが強くなってきた。雷鳴が鳴り響き、すぐにどしゃぶりになる。

　雉きじ場ばは立ち止まると、唇を噛かんだ。

「いけませんね。この雷雨の中を歩くのは危険です。安全な場所でやりすごしましょう。近くに休憩用の小屋がありますから」

　山道からそれた雉場を追って、輝夜かぐやは再び森の中へ足を踏み入れる。雉場の言葉通り、すぐに森の中に小さなログハウスが現れた。

　雉場が入口の扉の鍵かぎを開ける。中には高枝切り鋏ばさみや、のこぎりといった道具が置かれていた。山での作業道具をいれておく、物置のような小屋だろう。

「では。しばしの間、ここでお休みください」

「うん。分かった」

　輝夜は壁かべ際ぎわに置かれたベンチに腰を降ろし、黒髪についた水滴を手で梳すくように絞る。長い髪からはポタポタと大量の水が落ちた。

「これはなかなか止やみそうにないですね」

　雉場が小屋から外の雨に目を向けながら言う。

　それからフラフラと小屋の外に行くと、

　ガシャン――。

　急に扉が勢い良く閉められた。錠が閉められる音も上がる。

「！」

　輝夜は目を見開き、扉に駆け寄った。

　ノブをガチャガチャと音を立てて回す。だがピクリとも動かない。丈夫な鍵がかけられたようだ。

「やられた――」

　輝夜は呆ぼう然ぜんと口を開く。だがすぐに気を取りなおすと、携帯電話を出す。

「雉場に気をつけろ」

　短いメールを書いて、錦にしき織おりへ送信しようとする。直後、送信失敗のメッセージが表示された。この辺が電波の届かない場所であると米よね倉くらが言っていたのを思い出す。

「まずいな」

　輝夜は唇を噛み、天井を仰いだ。

　降りしきる雨の音だけが、いつまでも小屋を包みこんでいた。



    

  
    
      



    

  
    
      


５　不都合でもない真実



「やはり、ここで正しいみたいですね」

　錦にしき織おりと米よね倉くらは暗い岩に囲まれた通路を歩いていた。

　沢の近くで発見した七つの祠ほこら。祠の入口に設置された鳥居には、一から七までの数字が刻まれていて、それが地図の洞どう窟くつの番号と一致していた。

　地図上で印の打たれていた三番の祠。その一番奥の壁の観音像を移動させると扉があり、そこを開くとさらに奥へと繋つながる広い風かざ穴あなに繋がっていたのだ。

「こんなところが離宮内にあったなんて」

　米倉は手のペンライトで高い天井を照らしながら言う。

「たぶんだけど、祠はここを隠すために作られたカモフラージュじゃないか？　七つ作れば怪しまれない、という狙ねらいかもな」

「そうかもしれませんね」

「すげえな。オレたち、まじで財宝探しの探検をしているみたいだよな」

「本当に」

　米よね倉くらは少しワクワクするような声を出した。

　風かざ穴あなは岩壁の硬い岩肌を人の力で掘って作った物だった。壁は綺き麗れいに切せつ削さくされ、通路の端はしには手て摺すり代わりのロープが壁に打ちこまれた杭くいに絡ませて張られている。

「ここ、どうみても人が作った物だよな」

「そうですね……。でも、一体なんのために？」

「お宝を隠すため、には大き過ぎるよな」

「もしかしたら、それくらい大きな物が隠されている、ということも考えられます」

　そんなことを話しながら進んで行くと、洞どう窟くつはどんどん左右の壁と天井が広がっていき、やがて巨大なドーム状のフロアに到着した。

「光が入ってるし」

　錦にしき織おりは頭上に目を向けた。ドームの高い天井から間接光が差しこんでいた。どこかで外部に繋つながっているようだ。

　天井からの光は、ドームの中央部の床をスポットライトのように照らしている。

「なんか意味があるのかな？　この光？」

「じゃあ、まさかこの辺に、あるのでしょうか？」

　二人はキョロキョロと足元や周囲にペンライトを向ける。

　刹せつ那な――。

　立っていた地面が動いた。赤茶の土から巨大な角形のネットが現れ、二人を包みこんだ。

「うわっ」

「キャッ」

　驚きの声を上げている間に、二人を包みこんだネットは端部に結ばれたロープによって引っ張り上げられ、天井と地面の中間くらいまでの高さまで上昇した。二人は宙ぶらりんになったネットの中で、絡み合う格好となる。

「罠わなかよ。しかもなんて古典的なんだ！」

　錦織は叫ぶ。

「に、錦織くん。あんまり動かないでください」

　錦織の顔のすぐ近くで、米倉が苦しそうな声を出す。

「ご、ごめん……」

　錦織は謝りながら、ドキンと心臓を高鳴らせた。

　ネットで挟まれている関係上、思いっきり米倉の体と密着しているのだ。米倉の柔らかな凹おう凸とつの部分が、錦織の体に押しつけられる。

「なんか……、近いね」

「そうですね」

　米よね倉くらは顔を真っ赤にしながら答える。密着しているために、ドキドキという米倉の鼓動が耳に伝わってきた。

「ってかさ。こんなお約束な罠わなにひっかかるオレたちって一体……」

　錦にしき織おりは羞しゆう恥ち心しんを誤ご魔ま化かすように喚わめくと、キョロキョロとドーム内を見渡した。

「どうやって下りましょう？」

「ナイフとかライターとか、そういう物があれば切れるんだが」

「ただ、切った瞬間に落下ですね」

「確かに。結構、位置が高いしな」

　ビルの二階の高さくらいはある。怪け我がなし、というわけにはいかなさそうだ。

「まさかこのまま、洞どう窟くつの奥底で吊つるされたまま下りることもできず、誰だれにも気付かれず死ぬ……、なんてことも？」

「十分ありえるかと」

「まじかよ」

　二人が青い顔を見合わせた時、遠くから洞窟の地面の土を踏みつける足音が聞こえてきた。錦織はハッとして、足音の方向を見る。

　天井からの間接光に照らされて、足音の主ぬしのシルエットが浮き上がった。

「あっ！」

　錦織は思わず声を漏らす。立っていたのは、あの能面の女性だったのだ。

「やっぱり……。やっぱりあんたは、米倉の財宝と関係があったのか！」

　錦織は唇を噛かむ。

　能面がここにいる、ということは、ここの財宝は既に発見された後なのか？　だがそうだとしたら、なぜあんな警告を――。様々な思考が錦織の頭の中を駆け巡る。

　ハッとして、錦織は先ほど能面の姿を見て気を失った米倉へ目を向けた。だが今度は、米倉は鋭い目つきで能面を見据えていた。

「あなたは誰なのですか？　どうしてこんな所にいるんです？　ここは私有地です。あなたがやっていることは不法侵入です」

　米倉にしては強い口調で叫んだ。

　能面は錦織たちをジッと見上げたまま、和服から伸びる腕を組む。

「自分が誰かなどということを、話すつもりはありません」

　女性の声ではっきりとそう言った。こちらも米倉に負けないくらい堂々としている。

（米倉――）

　錦織は耳元で囁ささやく。

（はい）

（今の声に聞き覚えは？）

（いえ。……ないです）

（だよな）

（機械などを使って声を変えている、という感じでもありませんね）

（確かに……。でもじゃあ、誰だれなんだ？）

　錦にしき織おりは首を傾かしげる。

「ここを立ち去り、ここで見たものは忘れなさい。約束するならば、そこから降ろします」

　能面は言う。静かだが、反論は許さない迫力のようなものを含む声だった。

「いいえ、忘れません。家に帰ったらすぐに捜索隊を再組織して、この洞どう窟くつを調査します。必ずや曾そう祖そ母ぼさまの宝物の有無を確認します」

　米よね倉くらは興奮気味に言う。

「そうですか。ならば、あなたたちを一生、帰すことはできませんね」

「よ、米倉も、そんな正直に答えなくてもいいのに」

　錦織は小声で言う。

「そ、そうでした」

　米倉は赤面して口を押さえる。

「分かりました。グルグルパッとここで見たことは忘れて、何も見なかったことにします。捜索隊を組織するなんて、そんなことはしません」

「今の会話の流れで、信じられるわけがないじゃないですか。というか、今の忘れる時の擬音はなんですか？」

（冷静にツッコミをいれてきた！）

　錦織はゴクリと生なま唾つばを飲みこんだ。

「いえ、本当です。本当に忘れますから」

　米倉が必死で訴えるが、能面は無言で米倉たちを見上げたままだった。

（最初に適当に約束していたら、本当に降ろしてくれたのかな？）

（ごめんなさい――）

　米倉は恐縮するように錦織に向かって手を合わせる。

（いや、米倉は正直なところがいいんだから。オレみたいなハラグロになることはない）

　錦織が肩をすくめると、米倉は恥ずかしそうな顔をした。

「あの」

　錦織は能面を見つめた。

「この場所を言うなっていうけど、どうして、この場所を知られたくないの？　やはり本当に財宝が隠されているから？」

　錦織は真剣な目で能面を見つめる。

（動揺させて、なんとか交渉の糸口さえ見つけることができれば）

　ゴクリと唾つばを飲んだ。

「財宝などというものは、ここにはありません」

「そうだよな。だって、もしあるのなら、とっくに移動させているもんな」

「…………」

　能面は黙る。錦にしき織おりは沈黙の意味を悟ろうとする。図星か、それとも――。

（それとも、秘宝が移動できないようなものなのか？）

　それもありえると錦織は思った。

「もし、オレたちが約束できないと言い続けたら、オレたちをどうするの？　まさか本当に一生、このまま吊つるしておくわけじゃないよな？」

「それも悪くないですが」

　そう言うと、能面はプラスチック製のリモコンのようなものをポケットから取り出した。

　錦織はイヤな予感がして眉まゆ根ねを寄せる。能面は無言のまま、リモコンのスイッチを押す。

　大きな金属音がした後、ウイ―――ンと機械の回転音が聞こえてきた。同時に、二人が吊るされているネットに繋つながるロープが引っ張られ、再び上昇を始めた。

「キャッ」

　悲鳴を上げる米よね倉くら。ネットはさらに数メートル上昇して動きを止めた。下を見ると、お腹なかの辺りがゾクゾクッとするくらいかなりの高さだった。

「吊るしておかなくても、あなたがたを今すぐそこから落とすことも選択肢の一つです」

　能面はリモコンのボタンから指を離す。

「ちょっと早まるな。そっちの要求はなんなんだよ。ここの場所のことを言わない、と約束するなら、ホントに助けてくれるのか？」

「約束を守ることを証明できるのなら」

「そんなこと、どうやって証明するんだよ！」

「それは、あなたたちが考えるべきことです。あなたなら、考えつくのではないですか、米倉愛あいさん」

　能面が米倉の方向を向く。米倉は「えっ？」という顔をした。

（どうして私の名前を？）

（さあ……）

　それくらいは調べがついている、ということなのか？

「米倉家の次期当主の名において誓いなさい。私にここの場所の秘密を守ると。そうすれば、あなたたちを解放します」

　能面ははっきりと言う。

「米倉家の次期当主の名において……？」

　米倉はその言葉を復唱する。

「なんなんだ、あいつ？　なんであんなに偉そうなんだ？」

　錦にしき織おりは首を捻ひねった。米よね倉くら家、ゆかりの人間かもしれない、と思う。

「錦織くん、私、どうすればいいでしょう？」

　真面目まじめな顔で錦織を見てきた。

「とりあえず誓ったふりをするのは？」

「米倉家の名前を出された以上、そのような嘘うそはつけません」

　米倉は首を振る。

「誓うと答えたら、あの人の言う通り、ここの秘密を見なかったこととして忘れなければいけません。そして……、私は錦織くんが誰だれかに話すことも、止めなければいけません」

「そうなの？」

「ええ。それくらい、私にとって米倉家の名前というものは大切なのです。他ほかの人にはおかしく思われるかもしれませんが……」

　真剣な表情で頷うなずく米倉を、錦織はジッと見つめた。その瞳ひとみは遠くを見据え、口は強く閉じている。何代も続く米倉家の次期当主に対する責任と誇りが顔に満ちていた。

「いや、おかしいとは思わないぜ。むしろなんかかっこいい」

　尊敬の眼まな差ざしを向けると、米倉は恥ずかしそうに微笑ほほえむ。

「分かった。じゃあ、オレもつきあう。見なかったことにする。輝夜かぐやにも六りく道どうたちにも、何一つ話さない」

「本当にいいのですか？」

「ああ。ここにずっとつられているわけにはいかないだろう？　どうせ、ホントに財宝が隠されてるか怪しくなってきたしな。ここを知られたくないっていう人がいるのに、ワザワザ暴くこともないと思えてきたしさ」

　錦織は耳の後ろを掻かく。

「錦織くん……」

　米倉は感激したように目を潤ませると、急に錦織の首元に腕を絡ました。ネットの中で元々密着した二人の体が、さらに密着する。

「お、おい。米倉」

「ありがとうございます。やっぱり錦織くんは優しいですね」

　耳元で囁ささやくと、慌てる錦織から腕を離した。それから下の能面の方を向く。

「覚悟はできましたか？」

　能面の静かな声が聞こえてきた。

「はい。でもそれを答える前に、一つ質問させてください」

「……」

　無言で頷く。

「あなたは米よね倉くら家と関かかわりのある人なのですか？」

「……。なぜ、そう思いますか？」

「米倉家は米倉の名前を極めて重んじます。あなたの出した条件は、それを知ってのことかと思ったからです」

「なるほど」

　能面は考えるように、返事に時間をかける。

「ただ、名前を重んじる人間は、米倉に限らず存在します。あなたにこの条件を出したからと言って、私が米倉家縁ゆかりの人間と決めつけるのは早計ではないですか？」

「……そうかもしれませんね」

　米倉は小さく唇を噛かむ。

「それで返事は？」

「はい、返事ですが……」

　錦にしき織おりは米倉が横で小さく息を吸いこんだ音を聞いた。

「答えはノーです」

　凛りんとした声がドーム内に響き渡る。錦織は「えっ？」と米倉の顔を見た。米倉は真剣な顔で、まっすぐ能面を見ている。

「私は米倉家の名をもってここに誓います。必ず脱出し、ここに戻って調査を行うと！」



    

  
    
      



    

  
    
      

　米よね倉くらは迷いのない声で叫ぶ。

「私はこの場所を忘れたりはしません。なぜなら、ここには曾そう祖そ母ぼさまの残された物の手がかりがあるから。だから、あなたの提案には応じられません」

「……」

　能面は黙ったまま、その作り物の顔を米倉に向けていた。

　なんとなくだが、錦にしき織おりはその作り物の顔が一瞬、微笑ほほえんだような気がした。不敵な笑いではなく、もっと慈愛に満ちたような。

「分かりました。そう言うのであれば、仕方がありませんね」

　能面は静かに続ける。

「あなた達にはいつまでもそこにいてもらいます。あなた達がそこに吊つるされている限り、ここの秘密は守られます」

　そう言うと、能面は回れ右をして、洞どう窟くつの入口の方向に歩いていこうとする。

「ごめんなさい、錦織くん。相談もなしにあんなこと言っちゃって」

「いや、オレだってできるもんなら、財宝の秘密、暴きたいからさ」

「でも、そのせいで、ここから脱出不可能になったら……」

　言いながら、米倉は去っていこうとする能面の後ろ姿に視線を送る。

　突然、能面の足が止まる。

　進む先に人影があったのだ。ずぶ濡ぬれの捜索隊衣装に身を包み、長い黒髪からポタポタと水滴を垂らしつつ、鬼のような表情の少女が、能面の前に立ちはだかっていた。輝夜かぐや真央まおである。

「閣下！」

「閣下！」

　錦織と米倉は同時に歓声を上げる。

「お前の正体は分かっているぞ！　すべてお見通しだ！」

　輝夜はビシッと能面を指差す。

「これは予定外でした」

　能面は冷静な声でそういうとリモコンを地面に置いて反転し、洞窟の奥へと駆けていく。

「待て――」

「閣下！」

　能面を追っていこうとする輝夜に、錦織が叫ぶ。

「追う前にオレ達を降ろしてくれ！」

「むっ？」

　輝夜は一瞬不満そうな顔をしたが、能面が残したリモコンを拾い上げた。ボタンを押すと、錦織と米倉を吊り上げていたネットは、ゆっくりと下がっていく。

「閣下！　助けにきてくれたんですね！」

　ネットが地面に着くと、米よね倉くらは輝夜かぐやに抱きついた。

「お前達、捕虜になってしまうなんて、情けないぞ！」

　輝夜はフンと鼻を鳴らす。

「閣下、どうやってこの場所が分かったんだ？」

「あの、なんだ？　離宮の管理をしている、き、き……」

「雉きじ場ばさん？」

　錦にしき織おりは眉まゆを寄せる。

「そう、その雉場によって私は小屋に監禁されかけたんだが、腐りかけていた壁を破壊して脱出して、追跡してきたらここに辿たどりついた」

「ちょっと待て。じゃあ、その雉場さんはどこにいるんだ？」

「祠ほこらの中で見失った。だが、あそこの通路は一本道だ。この近くにいるに違いない」

「じゃあ、あの能面が雉場さんということも？」

　錦織は米倉と顔を見合わせる。

「それは分からない。だが、彼女がこの場所を知っていることは確かだ」

　輝夜は頷うなずく。

「まさか、そんなことが」

　米倉は険しい顔になる。よく知る人物の裏切りを知るのは、衝撃的だろう。

「なんか事情があるかもしれないぜ。とにかく、能面を追おう」

　三人は頷きあうと、能面が消えていった洞どう窟くつの奥へと向かっていく。

　曲がりくねった洞窟のドームを進んでいくと、突然、目の前に岩の壁が現れる。洞窟はそこで行き止まりのようだ。

　壁の前に能面が一人立っていた。

「！」

　錦織は息を飲みこむ。能面の手に小銃がもたれていた。木製で金色の金属の細工が銃身に鋳いこまれた古そうなものだ。

「それ以上、こちらへ近づいてはいけません」

　能面は小銃を錦織たちへ向けた。

「あなたは、やはり雉場さんなんですか？」

　米倉がよろけるように、能面に近づこうとする。

　その刹せつ那な――。

　パ――――ンと、乾いた音が洞窟内に響き渡った。カンカンという跳ちよう弾だんの音に続いて、遠くの岩が崩れる音がした。能面が銃の引き金を引いたのだ。

「本気で撃ってきた」

　錦にしき織おりはブルッと体を震わせる。銃は脅しだと思っていた。

「近づいてはいけない、と私は言いました」

　能面は米よね倉くらに向かって言う。

「あなたは、忘れろ、近づくなと言いますが……、現実にもう三人がここまで来ています。もう秘密を守ることはできません。というか、既に秘密じゃないです」

　米倉は気丈な態度で言い返した。

「危険ですから銃を下ろしてください。今ならここでのことはなかったことにします。それとも、全員をこの場で射殺しますか？」

「逆に脅迫ですか。強気ですね。ですが……」

　能面は言いながら、銃を米倉へ向ける。

「強気だけで交渉を進めることはできません。状況はあなたたちが圧倒的に不利、ということを忘れないように」

　諭すような口調で言う。

（撃つ気があるのか無いのか、どっちなんだ）

　錦織は能面の手にある銃を見つめたまま、生なま唾つばを飲みこんだ。

「ハラグロ」

　隣の輝夜かぐやが錦織に向かって囁ささやいた。

「どした？」

　輝夜の方を見ずに答える。

「銃を奪うぞ。それだけで状況は好転する」

「奪うって、勝算はあるのか？」

「能面をつけていたら、視野は明らかに狭いだろう。横から接近すれば大丈夫だ」

「ホントかよ。確かにもっともらしくは聞こえるが……」

「奪うのは私がやる。ハラグロは注意を引きつけてくれ」

「ちょっ、閣下、本気か？」

　思わず輝夜をチラ見した。輝夜の顔は真剣だった。

「死角から接近すれば大丈夫って、ホントなのか？」

　確かに能面の視野は狭そうだ。右や左に移動しつつ近づけば、見失われる可能性だってあるかもしれない。

「分かった。じゃあ、奪うのはオレがするよ」

「……。どうしてだ？」

「オレの方が閣下より足が速い。向いているはずだ」

「ふうむ……。でも珍しいな。ハラグロが自分から作戦参加を志願するのは」

「時には貢献したいと思ってさ」

　錦にしき織おりは肩をすくめる。一応、この中で唯一の男だし、それに――。

（輝夜かぐやがいるんだ。死にそうなくらいピンチになれば何か起きるんじゃないか？）

　そんな希望が錦織に勇気を持たせる。

「じゃあ、行くぜ」

　輝夜に小声で言うと、錦織は急に両手を上げた。

「おいおい、ちょっと待ってくれ」

　能面に向かって声をかけると、両手を上げたまま近づこうとする。横を通り抜けた時、驚いた顔の米よね倉くらに、背中で親指を立てた。

　銃声が響き、錦織の足元から砂煙が立ちのぼる。能面が再び銃を撃ったのだ。

「それ以上動くなら、次は体を撃ちます」

　錦織はそれでも近づく。

「ここに何があるか知らないけどさあ。そこまで隠そうとするのはなぜなんだ？」

　能面が答えず、錦織の上半身へ銃を向ける。

　同時に、錦織は右にダッシュした。すぐに反転して、今度は逆方向へ。

　能面もすぐに顔を横に向けて、錦織の姿を追おうとする。だが、明らかに追いきれていない。

（珍しく、閣下が正解だったな。これならいけそうだ）

　能面の動きを見ながらニヤリと笑う。大きくジグザグに動きながら、能面に接近していく。運動神経はいい。能面の視野を外しながら走るのはそう難しくない。

　ほぼ真横から、能面に最接近する。

　能面はまだ錦織を捕ほ捉そくできていない。

（よしっ。手が届く――）

　銃に向かって手を伸ばす。銃身を掴つかみ、取り上げようとした。

　それに気がついた能面が奪われまいと、両手で銃を持とうとする。

　その時――。

　バ――――ン。

　銃声が響き渡る。空気を震わせる衝撃波が、錦織の鼓膜をつんざく。

「うわっ！」

　錦織は悲鳴を上げながら、弾はじけるように後方に飛び、そのまま尻しり餅もちをついた。全身を触って、自分の体を確認する。どこも痛くない。体も動く。もみ合っている内に銃が暴発しただけだ。だが、安あん堵どしている場合ではないことに気がつく。

（絶対、オレが撃たれたと思っているよな！　輝夜は！）

　慌てて振りかえる。目を見開いたまま固まっている米倉。その後方、両手で顔を覆う輝夜の姿を見た時、錦織は自分の頭を叩たたいた。

「まずっ！」

　刹せつ那な――。

　地面が大きく揺れた。突き上げるような揺れによって、世界が上下に震動した。

「キャ――――」

　米よね倉くらの悲鳴が上がる。

　震動は次第に強さを増していき、立っていられないほどになる。洞どう窟くつドームの岩壁から、ポロポロと砂や小石が落下し始め、辺り一面に土煙が上がり始めた。

「洞窟が崩れたりしないだろうな？」

　錦にしき織おりは手をつき、かがみながら輝夜かぐやの所へと駆けた。自分の無事を伝えるために、だ。

「おい、閣下！」

　バイブレーションする世界の中に立ちつくす輝夜の前で立ちあがり、錦織は叫んだ。そして、輝夜の肩を抱く

「ハ、ハラグロ？」

　ビクッと体を震わせると、輝夜は顔を覆う手を離し、白黒させた目で錦織を見た。

「落ち着けって。オレは無事だからさ」

　錦織が笑う。

　輝夜は「ホッ」と安あん堵どのため息を吐ついた後、急に怒ったように目を吊つり上あげた。

「私はいつだって落ち着いているぞ！」

　不機嫌そうに言い放ち、肩の錦織の手を払う。

「に、錦織くん！」

　米倉の悲鳴が上がった。

　錦織は米倉が指差す能面の背後の岩壁へ目を向ける。

　岩壁に、斜めの大きなヒビが入っていた。ヒビから落下する大量の小石や砂。揺れは終息しつつあったが、壁の崩ほう落らくは時間の問題のように思えた。

「能面は!?」

　錦織はその姿を探し、見つける。崩れつつあるその壁の前で動けないでいた。

「危ない！」

　米倉が能面に向かって走った。

「米倉！」

　錦織と輝夜は叫ぶ。まだ能面の手には銃が握られているのだ。だが、米倉は迷わず能面に駆け寄ると、腕を引いて能面を避難させた。

　その直後、

　岩壁はガラガラと巨大な音を立てて崩れ始めた。

　まるで３ＤＣＧでポリゴンが剥はがれていくように、ごつごつと巨大な岩の塊が次々と落下していった。ズドドドドドと崩ほう落らく音おんが洞どう窟くつ内に響き、辺りに砂煙が充満した。

「！」

　崩落を見ていた錦にしき織おりはハッとする。崩落する岩壁の中に、明らかに人工的な壁材が混じっている。木製のパネルのようなものだ。

「この洞窟、作り物なのか？」

　錦織は洞窟全体を見渡す。全すべてではないだろうが、人の手が入っているのは間違いない。

　やがて、地震の震動が止まると同時に、壁の崩落も終わる。

　そして――、

「！」

　錦織は呆ぼう然ぜんと息を飲みこんだ。

　崩落によって、洞窟のドームの壁に、ポッカリと巨大な穴が開いていた。そして穴の向こうから、眩まぶしい太陽の光が煌こう々こうとドーム内に差しこんできているのだ。

「うわっ……、どうなってんだ……？」

　錦織は手で太陽光を遮り、穴の向こう側の景色を目に映しながら呟つぶやく。

　洞窟の向こうは、三方を切り立った崖がけで囲まれた小さな空間だった。その中に、築つき山やまがあり、小川が流れ、鯉こいの泳ぐ池、純和風の庭園がある。そして、庭園の中央には小さな家が建てられていた。萱かや葺ぶき屋根を持つ、書院造りの建物が。

「どういうことだ？　説明しろ、ハラグロ！」

　輝夜かぐやが錦織の首を絞めて、ユラユラと揺らした。

「知るかよ！　オレに聞くな！」

　答えながら、錦織は能面に目をやる。能面は庭園を見ながら、首を振っていた。

「あーあ、ついに見つかってしまいましたね」

　背中から声がした。振りかえると、割かつ烹ぽう着ぎ姿の女性が立っていた。雉きじ場ばだ。

「あ――――、お前！」

　輝夜が雉場を指差す。

「さっきはごめんね。まあ色々あってさ」

　雉場は片目を閉じて、拝むように手を立てる。

「でも、雉場さんがここにいるってことは、あの能面は違う人なのか」

「でも一体、誰だれ？」

　錦織と米よね倉くらは、再び能面の方を向く。

「大ご主人さま。そろそろお顔をお見せになってもいいのではないですか？」

　能面の横に立った雉場が、そんなことを言う。

「そうですね」

　ため息を出しながら、能面に手を持っていく。

　そして、取る。

　現れたのは老女だ。歳の頃ころは皺しわの深さから、かなりの年配に見える。だが、眼光は鋭く、腰もしゃんとしている。顔の全体から、どこか気品のようなものを錦にしき織おりは感じ取ることができた。

「あ、あなたは……」

　錦織の横で、米よね倉くらが震える声を出した。

「どうしてあなたが」

　体を震わせながら、老人に近づく米倉。そんな彼女に、老女はジッと細めた目を向けていた。

「どうしてあなたが……、曾そう祖そ母ぼさまが生きておられるのですか？」

「ええっ!?」

　錦織は口をポカンと開けた。この状況を整理できる理にかなった説明を考えようとして、一瞬、頭の中がパニくった。

「曾祖母というのは、米倉の隠し財宝を残した人物のことだな。どういうことだ？　なんでそういう話になるんだ？」

　輝夜かぐやに頭を両手で持たれ、左右に動かされる。

「オレに言われても分からないって。米倉と一緒に話を聞こうぜ」

　錦織と輝夜は、米倉について、老人に近づいていく。

　その時、キ――キ――という甲高い声がして、崩れた岩の壁の向こうから、猿が走ってきた。

　温泉や森に現れた、あの猿だ。猿は老人に近づくと、その肩にぴょんと乗った。

「まさかここが見つかるとは思いませんでした。三十年以上、隠されてきたのに」

　老人はやれやれと首を振る。

「どういうことですか？　説明してください」

　米倉は老人をジッと見つめる。

「どこから説明すればいいでしょう……。そうですね。まずは自己紹介からが正しいでしょうか。私は米倉晶あきら。先々代の米倉家当主です」

「マジか。本当にそうなのか」

　錦織は胸の中で呟つぶやき、老人の顔をジックリと観察する。その凜りんとした表情。意志の強そうな目。そして深い年輪を刻む皺。そして、言われてみれば、どこか米倉に顔立ちが似ているような気がする。

「ど、どういうことですか？　なぜ曾祖母さまが、財宝の隠し場所に？」

　米倉は少し混乱した様子で晶に詰め寄った。

「元々、財宝なんてなかったんですよ」

　晶あきらは静かに首を振る。

「まさかっ」

　輝夜かぐやがショックを受けたように叫ぶ。

「戦後の混乱期に、荒れた世相にほとほと疲れてしまった私は、米よね倉くら家当主の座から引退するつもりでした。息子も立派に育っていましたからね。ですが、周囲はそれを許してくれなくて。米倉離宮の大火に巻きこまれて死んだことにして、雲隠れしたのです」

「そうだったんですか!?」

　米倉は衝撃を受けたように目を見開いた。

「雲隠れしようと思ったきっかけは、偶然、ここを見つけたこと。沢に昔からあった風かざ穴あなを戯れに探検していたら、偶然、秘境のようなところが見つかったのです」

　晶は庭園に目を向ける。

「ここは五方を岩壁と森に囲まれているため、航空写真にも写りません。ここに人一人が住めるような屋敷を作り、風穴を閉じて、小さな出入り口を作れば、誰だれにも知られることなく隠いん遁とん生活が送れると考えたのです。ところが、地蔵菩ぼ薩さつのための祠ほこらを作る名目で大工を集め、隠遁用の屋敷をこっそりと建設していた間に、変な噂うわさが立ってきて。……私が隠し財産を離宮に隠したという。しかも、大工の一人が、意味ありげな地図を残したために、ますます噂になってしまったのです」

　晶は残念そうに首を振る。

「雉きじ場ばさんたちには、身の回りの世話をしてもらったり、この場所の秘密が守られるよう動いてもらっていたのですよ。時には人を騙だます役をやっていただくこともあるので、申し訳なく思っているのですが」

　雉場は「いえいえ、とんでもない」と首を振っていた。

「ちょっと待ってください。で、では、大おお祖お母ばさまはここで何十年も一人で暮らされていたのですか？」

　米倉は呆ぼう然ぜんと大きく見開いた瞳ひとみで晶を見た。晶はゆっくりと頷うなずく。

「そ、そんな。こんな所に一人でいて、寂しくはないのですか？」

「寂しいと思ったことは何度もあります。ですが、私は一度、米倉の家を捨てた人間ですから。それにあの世界に戻るくらいでしたら、私はここに一人でいることを選びますよ」

「……」

　米倉は無言で顔を強こわ張ばらせる。晶が捨てたという世界は、いつか米倉が進む場所だからかもしれない。

「ここの生活は悪くないですよ。この権ごん兵べ衛えもいますし」

　そう言って、腕の猿の頭を撫なでる。

「それに、時には出ていって、こっそりひ孫の顔を見たりもしましたから」

　茶目っ気たっぷりに笑った。

「曾そう祖そ母ぼさま」

　米よね倉くらも相そう好こうを崩す。

「米倉家に曾祖母さまが生きていることを知っている人はいるのですか？」

「息子だけは知っています」

「そうなんですか！　お祖じ父いさまは知っておられたのですか？」

　米倉は衝撃を受けた顔をしていた。

「ええ。あの子は私の気持ちを知っているので話すことはないでしょう。二人で会ったことも、ここ三十年で一度しかありません。私は一度は死んだ人間ですから」

「そんな……」

　米倉は、辛つらそうな顔で何か言いたげに口を開く。

「地震で壊れたこの壁は、もう一度、信頼できる地元の業者に頼んで塞ふさいでもらいます。愛あいさん。できれば、ここのことは誰だれにも言わないで欲しいのですが」

「……。はい、ここで見たことは忘れます」

　そう言って、米倉は錦にしき織おりの方を見る。錦織は肩をすくめて同意を示した。

「あと、雉きじ場ばさんのことも責めないでやってください。全すべて私のためにやってくれていることですから」

「もちろんです。最初からそのつもりはありませんでした」

　米倉は首を横に振る。

「いや、その前にちょっと待って欲しい」

　輝夜かぐやが割って入る。

「つまりどういうことだ？　やはり隠し財宝はなかったのか？」

　錦織の肩を掴つかみ、ブンブンと揺らした。

「今の話を聞いて、隠し財産はやっぱりあったんだという話にはなりそうにないよな」

「皮肉を言ってる場合か！」

　輝夜は頭を抱える。

「それでは、一千億を新世界の構築費用にあてる、という話はどうなるんだ？」

「無理だな。財宝がないんだから」

「バカな!!」

　天井に向かって叫ぶ。

「そこの人。お金が沢山あっても、できることばかりじゃないの。むしろ無い方が良い方向に向かうこともあるんですよ。わざわざここまで探しにきてもらったのに、申し訳ないですけどね」

　晶あきらが諭すように言う。

「同情するのなら秘宝が欲しい」

「友を救うために命を惜しまない友情こそが、何物にも代え難い宝なのかもしれませんよ」

「今の我々は、そういう抽象的な物より、もっと現実的なものが欲しいんだ」

　輝夜かぐやは不満そうに唇を尖とがらせる。「お年寄りになんてことを……」と、錦にしき織おりは非難するように細めた目を、輝夜に向けた。

「確かに。あの酷ひどい地図を頼りに、せっかくひ孫とそのお友達にここまで来て頂いたのですから。何かご褒ほう美びのようなものを渡すべきかもしれませんね」

　曾そう祖そ母ぼは回れ右をすると、崩れた壁の向こうにある屋敷へ戻っていった。

「何かくれるのか？　まさか一千億円級のお宝か？」」

「恥ずかしいから、そんなワクワクテカテカした顔をするなよ」

　しばらくすると、晶あきらは屋敷から戻ってきた。その手には、小さな青あお錆さびた指輪が置かれていた。

「これは、太古の昔から米よね倉くら家に伝わる指輪です。剣つるぎと共に、アヤカシ退治に使われた、といわれてます」

「その話、きいたことがある。剣と言うのは、あの聖剣のことだな」

　輝夜が顎あごに手を当てた。その設定の、実際には木刀にアルミ箔はくを巻いて作った聖剣は、現在、紫し苑おん高校の秘密基地に保管されてある。

「宝飾品としての価値はありませんが、歴史的な価値はあります。恐らく二千年以上も前の品ですから」

「確かに何らかの力を持っていそうだが、今の我々は金銭的に価値があるものの方が――」

　言おうとした輝夜の口を錦織が塞ふさいだ。

「ありがとうございます。大切にさせていただきます」

　米倉は受け取り、頭を下げる。それから晶に抱きついた。

「大おお祖お母ばさま。これからも、また一人でここに暮らされるのですか？」

「もちろん。ここは静かでいいところですから」

　晶は目を細める。

「また、来てもいいですか？」

「ええ。時々なら」

　晶は優しく、米倉の頭を撫なでる。

「年寄りから一つだけ苦く言げん、というかアドバイスをあげます」

　晶は愛あいの体を離すと、目を細めた。

「はい？」

「もし、実行すべきか悩んでいることがあったら、それは先に実行したほうがよいと思いますよ。ことを行ってから考える。その方が、後悔が少ないですよ。昨日の夜、さっきとずっと見ていましたが、我がひ孫ながら、見ていてもどかしいです」

　言いながら、晶あきらは錦にしき織おりへ意味ありげな視線を送ると、

（あの殿方が好きなんでしょ？）

　米よね倉くらの耳元で囁ささやく。

「えっと、その……」

　米倉は恥ずかしそうに体を縮こまらせた。

「あともう一つ。最後にものを言うのは強引さですよ。これは米倉家、元当主としてではなく、先輩の女としての助言」

　晶はウインクをする。

「……はい」

　米倉はコクリと首を縦に振った。

「分かりました。次、大おお祖お母ばさまに会いに来る時は、今、するべきかどうか悩んでいることを実行した後です。そして、その時、もう一度、助言をいただけますか？」

「もちろん」

　ニコリと笑みを浮かべる晶と、米倉は二ふた度たび、抱擁を交わすのだった。



    

  
    
      


エピローグ



「私はやっぱり不満だ」

　雉きじ場ばさんの先導に従って屋敷へ戻る途中、祠ほこらから外に出たところで輝夜かぐやはボソッと不満を漏らした。

「まあまあ。指輪だってもらったわけだし、謎なぞも解けたし」

「財宝がなければ、謎が解けても仕方がない。結果が全すべて。私は一千億必要なのだ」

　輝夜は叫び続ける。

「閣下は贅ぜい沢たくだって」

　錦織は肩をすくめて、同意を求めるように米倉の方を見る。

　米倉はボーッと魂を抜かれたような顔をしていた。錦織の声は聞こえてなかったようだ。

「米倉、大丈夫？」

「えっ？　――はい。大丈夫ですよ」

　弱弱しい微笑ほほえみを浮かべる。

「死んだと思っていた人が生きてたんだからさ。ショックだったとは思うけどさ」

「ええ、確かに驚きました。でも、何か失ったわけではなくて、いないと思った人がいただけですから。喪失感はないです。むしろ、嬉うれしいです」

「そっか。そうかもな」

「はいっ」

「私は喪失感でいっぱいだぞ！」

　目を嬉しそうに細める米よね倉くらに対し、輝夜かぐやは頬ほおを膨らませていた。

「皆様方。ここから見える夕日は格別なんですよ」

　沢から上がる岩の階段を上りきったところで、雉きじ場ばが西の空を指した。空を覆っていた鉛色の雲は消え、グラデーションのかかった薄紅色の夕空が広がっていた。太陽が隠れようとしている山やま際ぎわが、橙だいだい色いろに光輝いている。

「せっかくの連休も終わりですね」

　夕ゆう陽ひで頬を紅色に染め上げながら、米倉はポツリと言った。

「まだ、明日があるけどな。でもたった二日で、一週間分くらい動いた気がする」

「ホントですね」

「貴重な時間を全員で潰つぶした秘宝探しが、なんの収穫もなしで終わるとは……」

　輝夜はまだブツブツ言っていた。

　その時、突然、三人の携帯電話のメロディがほぼ同時に鳴り響いた。

「な、なんだ？」

　各自、自分の電話をチェックする。

「メールだ」

　輝夜と米倉の二人もメールだった。差出人は六りく道どうと弓ゆ削げ。内容も全員共通していた。



〈美み紀き、舞まい先輩と梢こずえちゃんが離宮に来てる〉



「はっ？　なんなんだその組み合わせは！」

　錦にしき織おりはポカンと口を開けた。どうして妹と生徒会の先輩たちが、こんな所に来ているのか。

「しかも、なんで美紀先輩が……」

　胸の鼓動が少し早まる――。

　脳裏に、自分をジッと見つめる美紀の顔が浮かぶ。そして、それに何て答えるべきか分からなかった時のことを思い出す。

「二人が来ているので、錦織くんと閣下は離宮には帰るな、と書いてありますね」

「最悪過ぎる……。帰ったら真っ先に温泉に入って、汗と疲れを洗い流そうと思っていたのに……」

　錦にしき織おりはトホホと首をうな垂れた。

「ですが、一緒に帰ると、閣下や錦織くんとの関係がばれますから……」

「それはそうだけど」

「まずは私だけが帰って、お二人はほとぼりが冷めた頃ころ、戻るのがよいかと」

「ほとぼりが冷めた頃って言われても……。こんな山で、閣下と二人っきりでやることなんてないよなあ」

　言いながら輝夜かぐやを見る。輝夜は顎あごに手を当てて、考えこんでいた。眉まゆ根ねを寄せる錦織。

「あのお閣下、なんとなく不吉な予感がするのですが？　もしやとは思いますが、まさか何か良からぬことを考えておられたりしますか？」

「いや……。ハラグロ、これは天てん佑ゆうだとは思わないか？」

　輝夜はキラリと目を光らせた。

「ええっと、そのー？　これ、ってなんのこと？　美み紀き先輩たちが来ていること？」

「そうだ。屋敷に戻れない、というのは丁度いいじゃないか。二人で財宝探しを継続する」

「はい―――!?　閣下、それまじで言ってる!?」

　錦織は頭を抱えた。

「私はやはり納得できていないのだ。米よね倉くらの隠し財宝がないなんてことがあるかっ！」

「いや、だから、隠したとされている本人が、ないって言ってたじゃん」

「あれは財宝の秘密を守るための方便の可能性がある」

「人のひいばあちゃんに失礼なことを言うな。ないもんはないんだって」

「い―――や、私は納得しない。このままおめおめ手ぶらで戻ることができるか。これじゃあ、まるで温泉に浸かりにきたようなものじゃないか」

「いいじゃないか。連休を使って温泉にきても」

「駄目だ。このまま帰るわけにはいかない。米倉の秘宝でなくてもいい。武たけ田だでも徳とく川がわでも、とにかく隠し財宝を見つけるまでは帰れない！」

「その気持ちは分かるけどさ。なんでオレまで付き合わないと、って、おい、ちょっと！　なに、人の腕を万まん力りきみたいな手で掴つかんでるの!?　痛い！　そんなに強く握るなって!!」

　輝夜は悲鳴を上げる錦織の腕を掴むと、錦織を帰路とは反対方向へ連れていこうとする。

「あ、あの――」

　控えめに声をかける米倉の方を輝夜がふりかえる。

「生徒会長どもには巧うまく言って誤ご魔ま化かしておいてくれ。荷物は郵送で送りかえしてくれればよい。遅くとも、一ヶ月以内に一度は帰宅する予定だ」

「い、一ヶ月以内？　一度ってなんだ？　その間、ずーっと探し続けるつもりなの？　あの、閣下、オレの話、聞いてますか？」

「では頼むぞ」

　輝夜かぐやは頷うなずくと、悲鳴を上げる錦にしき織おりの手を引いて、山道を登っていってしまう。錦織の悲鳴と共に。

「あ、あ、――」

　米よね倉くらは二人の後ろ姿に手を伸ばしたまま、呆ぼう然ぜんと口を開いていた。

「行かれてしまいましたね、お嬢さま」

　二人の姿が薄うす暗くら闇やみに包まれつつある森の中へ消えると、雉きじ場ばが呆あつ気けに取られたような声を出した。

「そうですね……。やっぱり、大おお祖お母ばさまの言う通りだったみたいです」

　米倉はハアとため息を出した。

「一番大事なのは強引さです」

　大切なものを手に入れるためには自分ももう少し、強引という技術を覚えないといけないのかもしれない、と米倉は思う。

　だが、どんなに努力したところで、あの輝夜という少女の強引さに勝てる日は、恐らく、一生くることがないような気がするのだった。



    

  
    
      



    

  
    
      


エピローグ２



「気持ちいいわねえ……」

「ですよねえ」

　タオルで顔を濡ぬらしながら、うっとりとした声を出す美み紀きに、六りく道どうがうんうんと頷うなずいていた。

　米よね倉くら離宮の露ろ天てん風ぶ呂ろである。そこで米倉に六道、そして美紀、舞まい、梢こずえの五人が湯につかっていた。

　夜空には満月が浮かび、虫の鳴き声のシンフォニーが辺りを包みこんでいる。

「美紀さんのところも凄すごかったけど、ここも凄いねえ」

　梢もまったりとした顔で、キョロキョロと周囲を見回していた。

「どうして弓ゆ削げさんは入ってないの？」

　湯船から上がって洗い場で髪を洗っていた舞が、隣の米倉に尋ねる。

「ええっと、それは。なんだか体調が悪いみたいで……」

　慌てて答える。

「結局、錦にしき織おりくん、いなかったわね」

　美紀が少しホッとしたような声を出した。

「疑ったりして悪かったわね、愛あいさん」

「いえいえ」

　米倉は少し、引ひき攣つった笑みを浮かべて首を振る。

　結局、美紀たちは米倉が一人で山から下りてきても錦織がいるに違いないと疑い、離宮に居座り、家宅捜索を行った。錦織や輝夜かぐやの私物の類たぐいは、事前に雉きじ場ばが隠して見つからずにすんだが、広大な面積の離宮である。家宅捜索が終了した時には、既に遅い時間になっており、成り行きで美紀たちは今晩、ここに泊まることになったのだ。

（もし、輝夜さんに連れていかれなくても、錦織くんは戻ってはこれませんでしたね）

　米倉は夜空の月を見上げながら、そんなことを思う。

（あの二人、今いま頃ごろ、どこにいるのやら……）

　まさか本当に武たけ田だ信しん玄げんの隠し財産を探していたりするのだろうか。

（じゃあ、今晩は錦織くんと輝夜さんの二人っきり）

　そう思うと、やや心配になってきた。もしかしたら、輝夜は最初からそれを狙ねらって、錦織を連れていった、なんて気もしてくる。

（いや、それはないでしょうね）

　輝夜かぐやはそういう小さい策を練るタイプではないはずだ。

（それに、あの二人に限って、なにかありそうな気はしませんし）

　米よね倉くらは微笑ほほえみを浮かべる。

　――と、

「ねえねえ」

　美み紀きが近づいてきた。

「愛あいさんとお風ふ呂ろに入ったこと、あったよね」

「そう言えば、中学校の時に、どちらかの家で入ったことがありますね」

　米倉と美紀は同じ街の名士同士、古くから家同士で交流があるのだ。

「その時に比べて、愛さん、ものすごく成長したわよね」

「えっ？　成長ってなにが？」

「成長といえば、胸に決まってるでしょう！」

　美紀は真剣な眼まな差ざしで米倉の胸元を見る。

「そんなに凝視しなくても……」

　米倉は顔を赤くする。

「まさか舞まいを超える逸材が、こんな近くにいるなんて！」

「逸材って……」

　舞が小さくツッコミをいれていた。

　すると梢こずえも湯船から上がって、近づいてくる。

「あなたはライバルだけど、後学のために教えてくれたら……嬉うれしい。だってお兄ちゃんは……、ボリューム感を大切にするから」

　尖とがらせた口を、向けてきた。

「ええっと、なんの話ですか？」

「……どうやったら、そんなに大きくなるのか……」

　ボソボソッと口を動かす。

「あ――あ、それは六りく道どうも聞いたけど、教えてくれなかった。米倉家に伝わる秘伝の食べ物があるみたい」

　湯船の六道が適当なことを言う。

「愛さん！」

　美紀が急に米倉の前に両手をついた。

「旧知のよしみで、私にその秘伝の食べ物を教えて！　梢ちゃんにはまだ未来があるけど、もう自分には後がないの」

「いや、そんな秘伝の食べ物は……。というか、どうしてみなさん、そんなにテンション高いの？」

「温泉でのぼせて、ナチュラルハイになってるのよ」

　舞まいが冷静に解説をする。確かにその言葉通り、全員、酔ったように顔を赤く染め上げていた。

「どうか、教えて。もし教えてくれたら、生徒会の闇やみ将軍の地位をあげるから」

「こんなことで地位をくれるのですか？　というか、闇将軍!?」

「六りく道どうからも改めてお願い。どうか、その秘伝の食べ物を教えてください」

　六道も手をついた美み紀きの横に土下座していた。さらに、梢こずえもしぶしぶそうに、頭を下げている。

「だから――」

　米よね倉くらは羞しゆう恥ち心しんで顔を赤くしながら叫ぶ。

「そんな秘伝の食べ物なんて、ありません!!」





　一方その頃ころ――。

「ここはどこなんだ」

　うっそうと生い茂った森の中で、錦にしき織おりは唸うなった。

　月光すら届かない真まっ暗くら闇やみ。ホウホウとふくろうの鳴き声。ザワザワと揺れる藪やぶには、野生動物の気配がする。

「う――む。さっぱりどこにいるのか分からないな」

　地図を懐中電灯で照らしながら、輝夜かぐやは首を捻ひねらせた。

「だから言ったんだよ！　あんまり離宮から離れるのは危険だって！」

　錦織は頭をグシャグシャにしながら、輝夜に向かって叫ぶ。

「まあ、探検とはあらすじのない小説のようなもの、というからな」

「いや、初めて聞いたよそんな言葉！　そもそも探検には十分な準備が必要、とか言ってなかったか？」

「それはともかく……」

「最近、とぼけ方が露骨！」

「今日はこの辺での野宿だな」

　輝夜は辺りを見まわしながら腕を組む。

「野宿!?　こんな山奥で!?」

「仕方がないだろう。道が分からないんだ。暗い中をさまよう方が危険だろ。大丈夫。山での野宿は慣れているんだ」

「なに、自信たっぷりに胸をはってんの？　野宿なんて絶対嫌だよ。温泉が、美お味いしいご飯が、ふかふかのふとんがあああ」

「あまり大きな声を出さない方がいいぞ。熊くまに居場所がばれる」

「熊!!」

　錦にしき織おりは叫びかかった口を両手で押さえた。

「テントもなにも無しに、こんな森の中でどうやって夜を越すんだ……」

「だから私はこういう格好できたんだ。出発前に探検を舐なめるな、と言っただろ？　こういう風に、遭難することだってあるからだ」

「遭難したのは閣下のせいじゃないか――――――――――――――――――」

　錦織は輝夜かぐやに向かって絶叫する。



　夜空では満月がいつまでも黄色い光を放っていた。



かぐや魔王式！　第８式　おわり



    

  
    
      


あとがき



　お久しぶり、月つき見み草そう平へいです。



　最近、暑くてとろけそう。連日35℃オーバー。毎晩寝苦しいです。

　そんな暑さを吹き飛ばすため、ソフトクリームメイカーなるものを買いました。

　買って二週間くらいの間に、四回ほど使いました。でも、まだ一度もソフトクリームらしいソフトクリームができていません。

　初めて作った時、できた物は柔らか過ぎ。漫画のようにきれいにトグロを巻くことはなく、粘着質の物体がボタボタとコップの中に落ちてきます。美しくない！　味は紛れもなくソフトクリームのとろけたものなんですけどね。

　二回目～四回目。今度は硬すぎ。完全にアイスクリームと化しました。

　とぐろの発端となるソフトクリーム出し口はカチカチに凍りつき、牛乳と生クリームを流しこんだ容器に見事な白い結晶（アイス）ができていました。それをスプーンですくって食べる。

　美お味いしいんですけど、自分が求めているのはこれではない。

　欲しいのは、トグロ（兄）でも（弟）でもなく、トグロ（ソフトクリーム）なのです。ええ、ネタが古くてえらくすんません。



　そもそも説明書通りに作っているのに巧うまくつくれないとはいかがなものか。どんだけ錬度が必要かと言いたくなるんです。

　でも、ソフトクリームメイカーを買った最初の目的。『暑さを吹き飛ばす』点に関しては、ボタボタでもアイスでもトグロでも同様なんで、ある程度は満足です。



　謝辞です。

　絵師のみもりん先生、担当のひろぽんさま、８巻もありがとうございました。次もなにとぞよろしくお願いいたします。いつもお世話になっております、校正さま、編集長さま、にも感謝。



　最後に、８巻まで読んでくださった読者の皆様に“〝ありがとう”〟の言葉を。



月つき見み　草そう平へい



    

  
    
      

　著者

　月見草平（つきみ・そうへい）

　　５月10日生まれ。

　　『魔法鍵師カルナの冒険』で第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞審査員特別賞を受賞。

　　著作に『魔法鍵師カルナの冒険』シリーズ、『桜乃きらほ』シリーズ、『姫宮さんの中の人』シリーズ（ＭＦ文庫Ｊ）など。



　イラスト

　水沢深森（みずさわ・みもり）

　　９月１日生まれのゲーム原画家、イラストレーター。

　　原画担当に『しゅぷれ～むキャンディ』など。好物は金髪・ツンデレ。

　　公式ＨＰ『cocotto』

　　http://www.rose.ne.jp/~cocotto/
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